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案

 

 

（
給
与
の
減
額
）

 

第
１
６
条

 
職
員
が
所
定
の
勤
務
日
又
は
勤
務
時
間
中
に
お
い
て
勤
務
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
勤
務

し
な
い
こ
と
に
つ
き
、
管
理
者
の
承
認
が
あ
つ
た
場
合
を
除
き
、
そ
の
勤
務
し
な
い
日
又
は
時
間

に
つ
き
、
給
与
を
減
額
す
る
。

 

２
 
職
員
が
部
分
休
業
（
当
該
職
員
が
そ
の
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る

た
め
１
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
を
勤
務
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
）
の
承
認
を
受
け
て
所
定
の
勤
務

時
間
中
に
お
い
て
勤
務
し
な
い
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務
し
な
い
時
間

に
つ
き
、
給
与
を
減
額
す
る
。

 

    

（
再
任
用
職
員
の
手
当
の
特
例
）

 

第
２
０
条

 
地
方
公
務
員
法
第
２
８
条
の
４
第
１
項
、
第
２
８
条
の
５
第
１
項
又
は
第
２
８
条
の
６

第
１
項
若
し
く
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
に
対
し
て
は
、
扶
養
手
当
及
び
住
居

手
当
は
、
支
給
し
な
い
。

 

 

 

（
給
与
の
減
額
）

 

第
１
６
条

 
職
員
が
所
定
の
勤
務
時
間
中
に
勤
務
し
な
い
と
き
は
、
管
理
者
の
定
め
る
場
合
を
除

き
、
そ
の
勤
務
し
な
い
時
間
に
つ
き
、
給
与
を
減
額
す
る
。

 

２
 
職
員
が
部
分
休
業
（
当
該
職
員
が
そ
の
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る

た
め
１
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
を
勤
務
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
）
の
承
認
を
受
け
て
所
定
の
勤
務

時
間
中
に
勤
務
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
勤
務
し
な
い
時
間
に
つ
き
、
給
与
を
減
額
す
る
。

 

３
 
職
員
が
高
年
齢
職
員
の
部
分
休
業
（
当
該
職
員
が
５
５
歳
に
達
し
た
日
か
ら
当
該
職
員
に
係
る

定
年
退
職
日
（
地
方
公
務
員
法
第
２
８
条
の
６
第
１
項
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
を
い
う
。
）
ま

で
の
期
間
中
、
１
週
間
の
勤
務
時
間
の
一
部
を
勤
務
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
）
の
承
認
を
受
け
て

所
定
の
勤
務
時
間
中
に
勤
務
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
勤
務
し
な
い
時
間
に
つ
き
、
給
与
を
減
額
す

る
。

 

 

（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
手
当
の
特
例
）

 

第
２
０
条

 
地
方
公
務
員
法
第
２
２
条
の
４
第
３
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

に
対
し
て
は
、
扶
養
手
当
及
び
住
居
手
当
は
、
支
給
し
な
い
。
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( 2 ) 

吹田市規則第  号 

 

吹田市高年齢職員の部分休業に関する条例施行規則（案） 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、吹田市高年齢職員の部分休業に関する条例（令和 年吹田市条

例第  号。以下「条例」という。）第８条の規定に基づき、高年齢職員の部分休

業に関し必要な事項を定めるものとする。 

（高年齢職員の部分休業の承認の申請手続） 

第２条 高年齢職員の部分休業の承認の申請は、高年齢職員の部分休業を開始しよう

とする日の１月前までに行うものとする。 

２ 任命権者は、高年齢職員の部分休業の承認の申請をした職員に対して、当該申請

について確認するため必要があると認める書類の提出を求めることができる。 

（休業時間の延長の申出） 

第３条 前条の規定は、条例第４条に規定する休業時間の延長の申出について準用す

る。 

（高年齢職員の部分休業の承認の取消しの申出） 

第４条 高年齢職員の部分休業をしている職員は、高年齢職員の部分休業の承認の取

消しを希望する場合は、遅滞なく、その旨を任命権者に申し出なければならない。 

２ 第２条第２項の規定は、前項の申出について準用する。 

（書類の様式） 

第５条 高年齢職員の部分休業に係る手続に必要な書類の様式は、任命権者が定め

る。 

（委任） 

第６条 この規則に定めるもののほか、高年齢職員の部分休業に関し必要な事項は、

任命権者が定める。 

 

附 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 
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(１) 

 

 

定年引上げ制度の概要

定年年度 ６５歳年度６０歳年度

管理
監督職

（課長代理
級以上）

非管理
監督職

管理監督職
（特例任用）

非管理監督職
（主査級）

非管理監督職
（６０歳前の職階）

暫定再任用

定年前再任用短時間

給料は７割水準
（特例任用の一部、医師等を除く。）

暫定再任用
短時間

現行の再任用職員
と同じ給与制度

現行の再任用短時間勤務職員
と同じ給与制度

役職定年

定年の段階的引き上げ

フローチャート

現行
令和5年度
～6年度

令和7年度
～8年度

令和9年度
～10年度

令和11年度
～12年度

令和13年度
～【完成形】

定年 ６０歳 ６１歳 ６２歳 ６３歳 ６４歳 ６５歳

職員
生年

昭和37年度
生まれ

昭和38年度
生まれ

昭和39年度
生まれ

昭和40年度
生まれ

昭和41年度
生まれ

昭和42年度
生まれ

 

議案第 80、82～88 号参考資料 

総務部人事室 
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(２) 

 

管理監督職の定年引上げ（役職定年）

役職定年（管理監督職勤務上限年齢制）

原則、６０歳年度後の最初の４月１日に、主査級に降任
※現行の定年年齢が６５歳の医師、任期の定めのある職員は除く。

給料

原則、降任後の給料月額は、降任日前日の給料月額の７割

≪管理監督職勤務上限年齢調整額≫
管理監督職が非管理監督職に降任した場合、降任日前日の給料月額の７割と
降任後の給料月額の７割との差額を「管理監督職勤務上限年齢調整額」とし
て支給

≪特例任用：役職定年の例外措置（６１歳年度以降も管理監督職）≫
異動可能型特例任用：最長５年、給料７割

職務内容が相互に類似する複数の管理監督職で、欠員を容易に補充することが
できない特別の事情がある場合、もともと就いていた管理監督職に引き続き留任
する、他の管理監督職に降任又は転任することを可能とする。

勤務延長型特例任用：最長３年、給料１０割
「職務遂行上の特別の事情」又は「職務の特殊性による欠員補充の困難性」に

より、公務の運営に著しい支障が生ずると認められる場合には、上限年齢を超え
て、もともと就いていた管理監督職に引き続き就くことを可能とする。

部長
次長
課長

課長代理
100％

主査級
70％

調整額

70％ 主任級
70％

調整額

勤務延長
型特例任

用等
100％ 異動可能

型特例任
用
70％

調整額
希望降任による
減額分を控除

※本人の希望で主任以下となる場合は、７割とはならない。

補職

職員手当

７割措置とならない手当 ７割水準となる手当 給料月額に連動する手当

通勤手当、特殊勤務手当、
扶養手当、住居手当
単身赴任手当

管理職手当
初任給調整手当
管理職員特別勤務手当

地域手当、時間外勤務手当
休日勤務手当、夜間勤務手当
期末手当、勤勉手当

若手・中堅職員の昇進の機会の確保と組織全体の活力維持を目的
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(３) 

 

非管理監督職の定年引上げ

ピーク時特例（退職手当の基本額の計算方法の特例）

給料

６０歳年度の給料月額の７割

補職

主査級
主任級
100％

70％

主査級
主任級
70％

職員手当

６０歳年度から変更なし

退職手当

給
料
月
額

勤続期間に応じた
支給率

特
定
減
額
前

給
料
月
額

退
職
日

給
料
月
額

【Ａ】 【Ｂ】

【ロ】
【イ】

退職手当の基本額
＝特定減額前給料月額【Ａ】

×減額日前日までの勤続期間に応じた支給率【ロ】×調整率
＋退職日給料月額【Ｂ】×（退職日までの勤続期間に応じた支給率【イ】
－減額日前日までの勤続期間に応じた支給率【ロ】）×調整率

退職手当の支給率

６０歳年度から変更なし

６０歳後に退職する職員の退職手当の基本額は、その者の非違
によるものでない場合は、当分の間、退職事由を「定年退職」と
して算定

定年前早期退職特例措置における当分の間の措置

早期（勧奨）退職の対象年齢や割増率については、変更なし
※６０歳から定年までの退職者については、割増しの対象とはならない。

ただし、職員の意思によらない事由（組織改廃等での廃職、公務上の傷病、
死亡等）により退職する場合は、割増しの対象となる。
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(４) 

 

定年引上げ後職員の休暇、勤務時間、社会保険等

休暇等制度

その他休暇等

５５歳以上の職員が、加齢による諸事情や地域貢献等のため、
勤務時間を減じることを希望し、公務の運営に支障がないと認
める場合に限り、勤務時間の半分を上限として取得可能
●原則、期間は申請において示した日から定年退職日まで
●給料については、勤務しない１時間当たりの額を減額して支
給

年次休暇

高年齢職員部分休業の導入（令和５年度から新設）

年２０日付与等
※６０歳年度から変更なし

週当たり勤務時間３８時間４５分
※６０歳年度から変更なし

勤務時間

健康保険、年金、公務災害等
※６０歳年度から変更なし

社会保険等

病気休暇、特別休暇、休業等
※６０歳年度から変更なし
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(５) 

 

定年前再任用短時間勤務職員

定年前再任用短時間制度

任期

その他

６０歳到達後、定年前に退職した者を短時間勤務職員として
採用することができる制度

週当たり勤務時間３１時間、年次休暇、病気休暇、特別休暇、
休業等
※現行の再任用短時間勤務職員と同じ

定年退職日相当日（定年引上げ制度完成時６５歳）まで
（現行の再任用と異なり、１年ごとの任用ではない。）

健康保険、年金、雇用保険、公務災害等

勤務時間・休暇等

職員手当

支給される手当 支給されない手当

通勤手当、特殊勤務手当、
期末手当、勤勉手当 等

扶養手当、住居手当

※現行の再任用短時間勤務職員と同じ

常時勤務への変更の取扱い

一度、定年前再任用短時間勤務職員になった場合、途中で常時
勤務を希望しても変更不可。ただし、定年前再任用短時間勤務職
員の任期満了後に、暫定再任用職員になる場合は常時勤務可。

６０歳前に退職した職員について、定年前再任用短時間勤務
職員として任用できない。
６０歳後に退職し、一定期間を置いた後、定年前再任用短時

間勤務職員として勤務することは可。

社会保険等

給料

現行の再任用短時間勤務職員と同じ制度に基づき支給

※現行の再任用短時間勤務職員と同じ
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(６) 

 

暫定再任用職員

暫定再任用制度

任期

定年が段階的に引き上げられる経過期間において、６５歳ま
で再任用できるよう、現行再任用制度と同様の仕組みを措置す
る制度

暫定再任用職員（常時） ：週当たり勤務時間３８時間４５分
暫定再任用職員（短時間）：週当たり勤務時間３１時間
年次休暇・病気休暇・特別休暇、休業等
※現行の再任用職員と同じ

１年ごと
※現行の再任用職員と同じ

勤務時間・休暇等

職員手当

支給される手当 支給されない手当

通勤手当、特殊勤務手当、
期末手当、勤勉手当 等

扶養手当、住居手当

社会保険等

現行再任用職員の取扱い

現行の再任用は暫定再任用に移行

※現行の再任用職員と同じ

給料

現行の再任用職員と同じ制度に基づき支給

健康保険、年金、雇用保険、公務災害等
※現行の再任用職員と同じ
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( 1 ) 

議案第８１号参考資料 

学校教育部保健給食室 

吹田市規則第  号 

 

吹田市学校給食費条例施行規則（案） 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、吹田市学校給食費条例（令和 年吹田市条例第  号。以下

「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規則における用語の意義は、条例の例による。 

(学校給食費の額) 

第３条 条例第２条第２項の規則で定める学校給食費の額は、学校給食を実施する日

数に次の各号に掲げる児童の区分に応じ当該各号に定める額を乗じて得た額とす

る。 

⑴ 小学校の第１学年及び第２学年の児童 224円 

⑵ 小学校の第３学年及び第４学年の児童 227円 

⑶ 小学校の第５学年及び第６学年の児童 230円 

２ 前項の規定にかかわらず、食物アレルギー等のやむを得ない理由により、牛乳、

主食又は副食がない学校給食を受ける場合における学校給食費の額は、市長が別に

定める。 

３ 前２項の規定にかかわらず、災害その他緊急やむを得ない事由により学校給食を

中止する場合において、当該中止に係る学校給食費は、徴収しない。 

（学校給食費の納付） 

第４条 保護者は、次の各号に掲げる期間の学校給食費を当該各号に定める納期限ま

でに一括して納付しなければならない。 

⑴ ４月１日から６月３０日までの期間 ７月２５日 

⑵ ７月１日から９月３０日までの期間 １０月２５日 

⑶ １０月１日から１１月３０日までの期間 １２月２５日 

⑷ １２月１日から１月３１日までの期間 ２月２５日 

⑸ ２月１日から３月３１日までの期間 ４月５日 

２ 前項に規定する納期限が民法（明治２９年法律第８９号）第１４２条に規定する

休日又は土曜日に当たるときは、これらの日の翌日を納期限とする。 

（学校給食費の減額又は免除） 

第５条 条例第３条の規定による学校給食費の減額又は免除を受けようとする者は、

その旨を市長に申請しなければならない。 

（委任） 

第６条 この規則の施行に関し必要な事項は、学校教育部長が定める。 
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( 2 ) 

 

附 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 
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(
 
1 
) 

 

総
務
部
人
事
室

 

吹
田
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
初
任
給
の
基
準
）

 

第
５
条

 
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
法
第
２
８
条
の
４
第
１
項
、
第
２
８
条
の
５
第

１
項
又
は
第
２
８
条
の
６
第
１
項
若
し
く
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下

「
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
及
び
特
定
任
期
付
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
と
な
つ
た
者
の
号
給
は
、
別
に
定
め
る
初
任
給
の
基
準
に
従
い
決
定
す
る
。

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

（
再
任
用
職
員
の
給
料
月
額
）

 

第
６
条
の
２

 
再
任
用
職
員
の
給
料
月
額
は
、
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
再
任
用
職
員
の
項

に
掲
げ
る
給
料
月
額
の
う
ち
、
そ
の
者
の
属
す
る
職
務
の
等
級
に
応
じ
た
額
と
す
る
。

 

２
 
再
任
用
職
員
の
う
ち
法
第
２
８
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員

（
以
下
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
の
給
料
月
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
月
額
に
、
勤
務
時
間
条
例
第
２
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
１
項
の
規
則
で
定
め
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る
。

 

 

（
通
勤
手
当
）

 

第
１
８
条

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
通
勤
手
当
の
額
は
、
６
箇
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
月
の
１
日
か
ら
そ
の
月
以
後
の
月
の
末

日
ま
で
の
期
間
と
し
て
市
長
が
定
め
る
期
間
（
以
下
「
支
給
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
に
つ
き
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

 

⑴
 
前
項
第
１
号
に
掲
げ
る
職
員

 
市
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
そ
の
者
の
支
給
対

象
期

間
の

通
勤

に
要

す
る

運
賃

等
の

額
に

相
当

す
る

額
（

以
下

「
運

賃
等

相
当

額
」

と
い

 

 

 

（
初
任
給
の
基
準
）

 

第
５
条

 
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
法
第
２
２
条
の
４
第
３
項
に
規
定
す
る
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
及
び
特
定

任
期
付
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
な
つ
た
者
の
号
給
は
、
別

に
定
め
る
初
任
給
の
基
準
に
従
い
決
定
す
る
。

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
給
料
月
額
）

 

第
６
条
の
２

 
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
給
料
月
額
は
、
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
項
に
掲
げ
る
基
準
給
料
月

額
の
う
ち
、
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
属
す
る
職
務
の
等
級
に
応
じ
た
額
に
、
勤

務
時
間
条
例
第
２
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

の
勤
務
時
間
を
同
条
第
１
項
の
規
則
で
定
め
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と

す
る
。

 

  

（
通
勤
手
当
）

 

第
１
８
条

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
通
勤
手
当
の
額
は
、
６
箇
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
月
の
１
日
か
ら
そ
の
月
以
後
の
月
の
末

日
ま
で
の
期
間
と
し
て
市
長
が
定
め
る
期
間
（
以
下
「
支
給
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
に
つ
き
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

 

⑴
 
前
項
第
１
号
に
掲
げ
る
職
員

 
市
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
当
該
職
員
の
支
給

対
象
期
間
の
通
勤
に
要
す
る
運
賃
等
の
額
に
相
当
す
る
額
（
以
下
「
運
賃
等
相
当
額
」
と

い
 

 

議
案
第
８
２
号
参
考
資
料
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(
 
2 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

う
。
）
（
支
給
対
象
期
間
内
に
そ
の
月
に
係
る
運
賃
等
相
当
額
が

5
5
,
0
0
0
円
を
超
え
る
月
が
あ

る
と
き
は
、
当
該
月
に
係
る
運
賃
等
相
当
額
を

5
5
,
0
0
0
円
と
し
て
算
出
し
た
額
を
限
度
と
す

る
。
）

 

⑵
 
前
項
第
２
号
に
掲
げ
る
職
員

 
次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る

額
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
う
ち
、
１
箇
月
当
た
り
の
通
勤
回
数
を
考
慮
し
て
市
長
が
定

め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
か
ら
、
そ
の
額
に
市
長
が
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を

減
じ
た
額
）
に
支
給
対
象
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額

 

 
ア

 

  
ス

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑶
 

３
 

 

（
時
間
外
勤
務
手
当
）

 

第
２
２
条

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
が
、
正
規
の
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
に
お
い
て
、
正
規
の
勤

務
時
間
外
に
し
た
勤
務
の
う
ち
、
そ
の
勤
務
の
時
間
と
そ
の
勤
務
を
し
た
日
に
お
け
る
正
規
の
勤

務
時
間
と
の
合
計
が
常
勤
の
職
員
の
１
日
の
勤
務
時
間
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
に
対
す
る
前

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
正
規
の
勤
務
時
間
外
に
し
た
次
に
掲
げ
る
勤
務
の
区

分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ

1
0
0
分
の

1
2
5
か
ら

1
0
0
分
の

1
5
0
ま
で
の
範
囲
内
で
市
長
が
定
め
る
割
合
」

と
あ
る
の
は
、
「

1
0
0
分
の

1
0
0
」
と
す
る
。

 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

４
 
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
が
勤
務
時
間
条
例
第
２
条
第
４
項
及
び
第
６
項
の
規
定
に
よ
る
週
休

日
に
し
た
勤
務
の
う
ち
、
そ
の
勤
務
の
時
間
と
そ
の
勤
務
を
し
た
週
に
お
け
る
正
規
の
勤
務
時
間

と
の
合
計
が
常
勤
の
職
員
の
１
週
間
の
勤
務
時
間
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
に
対
し
て
は
、
前

項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

 

 

 

う
。
）
（
支
給
対
象
期
間
内
に
そ
の
月
に
係
る
運
賃
等
相
当
額
が

5
5
,
0
0
0
円
を
超
え
る
月
が
あ

る
と
き
は
、
当
該
月
に
係
る
運
賃
等
相
当
額
を

5
5
,
0
0
0
円
と
し
て
算
出
し
た
額
を
限
度
と
す

る
。
）

 

⑵
 
前
項
第
２
号
に
掲
げ
る
職
員

 
次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る

額
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
う
ち
、
１
箇
月
当
た
り
の
通
勤
回
数
を
考
慮
し
て
市

長
が
定
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
か
ら
、
そ
の
額
に
市
長
が
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
を
減
じ
た
額
）
に
支
給
対
象
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額

 

ア
 

  
ス

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑶
 

３
 

 

（
時
間
外
勤
務
手
当
）

 

第
２
２
条

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
が
、
正
規
の
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
に
お
い
て
、
正

規
の
勤
務
時
間
外
に
し
た
勤
務
の
う
ち
、
そ
の
勤
務
の
時
間
と
そ
の
勤
務
を
し
た
日
に
お
け
る
正

規
の
勤
務
時
間
と
の
合
計
が
常
勤
の
職
員
の
１
日
の
勤
務
時
間
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
に
対

す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
正
規
の
勤
務
時
間
外
に
し
た
次
に
掲
げ
る
勤

務
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ

1
0
0
分
の

1
2
5
か
ら

1
0
0
分
の

1
5
0
ま
で
の
範
囲
内
で
市
長
が
定
め
る

割
合
」
と
あ
る
の
は
、
「

1
0
0
分
の

1
0
0
」
と
す
る
。

 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

４
 
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
が
勤
務
時
間
条
例
第
２
条
第
４
項
及
び
第
６
項
の
規
定
に
よ

る
週
休
日
に
し
た
勤
務
の
う
ち
、
そ
の
勤
務
の
時
間
と
そ
の
勤
務
を
し
た
週
に
お
け
る
正
規
の
勤

務
時
間
と
の
合
計
が
常
勤
の
職
員
の
１
週
間
の
勤
務
時
間
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
に
対
し
て

は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

 

 

～  

～  
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(
 
3 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
期
末
手
当
）

 

第
２
８
条

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に

1
0
0
分
の

1
2
0
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
前
６

箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑷
 

 

３
 
再
任
用
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「

1
0
0
分
の

1
2
0
」
と
あ
る

の
は
、
「

1
0
0
分
の

6
7
.
5
」
と
す
る
。

 

４
 

 

５
 

６
 
給
料
表
の
職
務
の
等
級
が
１
等
級
か
ら
６
等
級
ま
で
で
あ
る
職
員
（
再
任
用
職
員
を
除
く
。
）

及
び
特
定
任
期
付
職
員
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
合
計
額

に
、
給
料
月
額
及
び
こ
れ
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に

1
0
0
分
の

2
0
を
超
え
な
い
範

囲
内
で
職
務
の
等
級
等
に
応
じ
て
市
長
が
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
を
第
２

項
の
期
末
手
当
基
礎
額
と
す
る
。

 

７
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

（
勤
勉
手
当
）

 

第
２
９
条
の
２

 
勤
勉
手
当
は
、
６
月
１
日
及
び
１
２
月
１
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の

日
を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員
に
対
し
、
基
準
日
前
２
年
の
期
間
内

に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
勤
務
期
間
及
び
勤
務
成
績
に
応
じ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
市
長
が
別
に
定
め
る
日
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
１
箇
月

以
内
に
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
（
市
長
が
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
も
、
同
様

と
す
る
。

 

 

 

（
期
末
手
当
）

 

第
２
８
条

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に

1
0
0
分
の

1
2
0
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
前
６

箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
当
該
職
員
の
在
職
期
間
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑷
 

 

３
 
定
年
前
再
任
用
短
時
間
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「

1
0
0
分

の
1
2
0
」
と
あ
る
の
は
、
「

1
0
0
分
の

6
7
.
5
」
と
す
る
。

 

４
 

 

５
 

６
 
給
料
表
の
職
務
の
等
級
が
１
等
級
か
ら
６
等
級
ま
で
で
あ
る
職
員
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
職

員
を
除
く
。
）
及
び
特
定
任
期
付
職
員
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規

定
す
る
合
計
額
に
、
給
料
月
額
及
び
こ
れ
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に

1
0
0
分
の

2
0

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
職
務
の
等
級
等
に
応
じ
て
市
長
が
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算

し
た
額
を
第
２
項
の
期
末
手
当
基
礎
額
と
す
る
。

 

７
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

（
勤
勉
手
当
）

 

第
２
９
条
の
２

 
勤
勉
手
当
は
、
６
月
１
日
及
び
１
２
月
１
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の

日
を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員
に
対
し
、
基
準
日
前
２
年
の
期
間
内

に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
期
間
に
お
け
る
当
該
職
員
の
勤
務
期
間
及
び
勤
務
成
績
に
応
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
市
長
が
別
に
定
め
る
日
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
１
箇

月
以
内
に
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
（
市
長
が
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
も
、
同

様
と
す
る
。

 

 

～  

～  

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－
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(
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) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 ２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

３
 
再
任
用
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「

1
0
0
分
の

9
5
」
と
あ
る

の
は
、
「

1
0
0
分
の

4
5
」
と
す
る
。

 

４
 
第
２
８
条
第
４
項
及
び
第
５
項
の
規
定
は
、
第
２
項
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
５
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
２
９
条
の
２
第
４
項

に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 

５
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

（
再
任
用
職
員
の
手
当
の
特
例
）

 

第
３
７
条

 
再
任
用
職
員
に
対
し
て
は
、
初
任
給
調
整
手
当
、
扶
養
手
当
及
び
住
居
手
当
は
、
支
給

し
な
い
。

 

 

附
 
則

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
第
４
条
、
第
２
６
条
及
び
第
２
７
条
の
規
定

は
、
昭
和
２
６
年
１
０
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

 

 

 ２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

３
 

定
年

前
再

任
用

短
時

間
勤

務
職

員
に

対
す

る
前

項
の

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
同

項
中

「
1
0
0
分
の

9
5
」
と
あ
る
の
は
、
「

1
0
0
分
の

4
5
」
と
す
る
。

 

４
 
第
２
８
条
第
５
項
及
び
第
６
項
の
規
定
は
、
第
２
項
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
６
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
２
９
条
の
２
第
４
項

に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 

５
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
手
当
の
特
例
）

 

第
３
７
条

 
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
し
て
は
、
初
任
給
調
整
手
当
、
扶
養
手
当
及
び

住
居
手
当
は
、
支
給
し
な
い
。

 

 

附
 
則

 

（
施
行
期
日
）

 

１
 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
第
４
条
、
第
２
６
条
及
び
第
２
７
条
の
規

定
は
、
昭
和
２
６
年
１
０
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

 

（
６
０
歳
を
超
え
る
職
員
の
給
料
月
額
の
特
例
）

 

２
 
当
分
の
間
、
職
員
の
給
料
月
額
は
、
当
該
職
員
が
６
０
歳
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
４

月
１
日
（
以
下
「
特
定
日
」
と
い
う
。
）
以
後
、
当
該
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
給
料
月
額

の
う
ち
、
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
等
級
及
び
当
該
職
員
の
受
け
る
号
給
に
応
じ
た
額
に

1
0
0

分
の

7
0
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、

5
0
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨

て
、

5
0
円
以
上

1
0
0
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を

1
0
0
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す

る
。
）
と
す
る
。

 

３
 
前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。

 

⑴
 
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員

 

⑵
 
公
衆
衛
生
業
務
に
従
事
す
る
医
師
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(
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) 
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行
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正
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⑶
 
吹
田
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
５
９
年
吹
田
市
条
例
第
２
９
号
）
第
５
条
第

１
項
又
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含

む
。
）
を
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員

 

⑷
 
吹
田
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
１
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
い
て
勤
務

さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
、
又
は
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
勤
務
の
期
限
を
延
長
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
職
員
（
同
条
例
第
８
条
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
に
お
い
て
前
項
の
規
定
が
適

用
さ
れ
て
い
た
職
員
を
除
く
。
）

 

（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
調
整
額
）

 

４
 
法
第
２
８
条
の
２
第
４
項
に
規
定
す
る
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た
職
員
で
あ
つ
て
、
当
該

他
の
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た
日
（
以
下
「
異
動
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
同
一

の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
う
ち
、
特
定
日
に
附
則
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の

受
け
る
給
料
月
額
（
以
下
「
特
定
日
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
が
異
動
日
の
前
日
に
当
該
職
員
が

受
け
て
い
た
給
料
月
額
に

1
0
0
分
の

7
0
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、

5
0
円
未
満
の
端
数
を
生

じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、

5
0
円
以
上

1
0
0
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を

1
0
0
円

に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
以
下
「
基
礎
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る

職
員
（
市
長
が
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
は
、
当
分
の
間
、
特
定
日
以
後
、
附
則
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、
基
礎
給
料
月
額
と
特
定
日
給
料
月
額
と
の
差

額
に
相
当
す
る
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。

 

５
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
で
あ
つ
て
、
当
該
支
給
さ
れ
る
額
と
附
則
第
２

項
の
規
定
に
よ
り
受
け
る
給
料
月
額
と
の
合
計
額
が
そ
の
属
す
る
職
務
の
等
級
に
お
け
る
最
高
の

号
給
の
給
料
月
額
を
超
え
る
も
の
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
基
礎

給
料
月
額
と
特
定
日
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
等
級
に
お
け
る

最
高
の
号
給
の
給
料
月
額
と
附
則
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
」
と
す

る
。

 

６
 
異
動
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
附
則
第
２
項
の
規
定
の
適
用

を
受

け
る

職
員

（
附

則
第

４
項

の
規

定
に

よ
る

給
料

を
支

給
さ

れ
る

職
員

を
除

く
。

）
に

限
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る
。
）
で
あ
つ
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
も
の
に
は
、
当
分
の
間
、
附
則
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、

市
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
２
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す

る
。

 

７
 
附
則
第
４
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
以
外
の
附
則
第
２
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
あ
つ
て
、
任
用
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
附
則
第
４
項
又
は
前
項
の
規
定

に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
は
、
当
分
の

間
、
附
則
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、
市
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

前
３
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。

 

８
 
附
則
第
４
項
又
は
前
２
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
に
対
す
る
第
９
条
の
２
第

１
項
及
び
第
３
項
並
び
に
第
２
８
条
第
５
項
及
び
第
６
項
（
第
２
９
条
の
２
第
４
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
給
料
月
額
」
と
あ

る
の
は
、
「
給
料
月
額
と
附
則
第
４
項
、
第
６
項
又
は
第
７
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合

計
額
」
と
す
る
。

 

（
委
任
）

 

９
 
附
則
第
２
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
６
０
歳
を
超
え
る
職
員
の
給
料
月
額
の

特
例
及
び
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
調
整
額
に
関
し
必
要
な
事
項
そ
の
他
こ
れ
ら
の
規
定
の
施

行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
市
長
が
定
め
る
。
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 別
表
第
１

 

行
政

職
給

料
表

 

職
員
の

区
分
◆

 
 
職
務
の
等
級

 
１
 
等

 
級

 
２
 
等

 
級

 
３
 
等

 
級

 
４
 
等

 
級

 
５
 
等

 
級

 
６
 
等

 
級

 
７
 
等

 
級

 

 
号

 
 

 
給

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 

 
 

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 

再
任
用

 
職
員
以

 
外
の
職

 
員

 
◆

 

 
 

 
１

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
 

～  

  
１
５
７

 

再
任
用

職
員
◆

 
 

 
4
4
1
,
0
0
0
 

3
8
9
,
9
0
0
 

3
5
6
,
8
0
0
 

3
1
5
,
1
0
0
 

2
7
4
,
6
0
0
 

2
5
5
,
2
0
0
 

2
1
5
,
2
0
0
 

備
考

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

    別
表
第
３

 

医
療

職
給

料
表

⑴
 

 
職
務
の
等
級

 
１
 
等

 
級

 
２
 
等

 
級

 
３
 
等

 
級

 
４
 
等

 
級

 
５

 
等

 
級

 

 
号

 
 

 
給

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 

 
 

円
 

円
 

円
 

円
 

円
 

 
 

 
１

 
5
6
6
,
5
0
0
 

4
7
1
,
7
0
0
 

3
9
9
,
0
0
0
 

3
3
5
,
0
0
0
 

2
4
9
,
8
0
0
 

 
 

 
２

 
5
6
9
,
6
0
0
 

4
7
4
,
0
0
0
 

4
0
1
,
9
0
0
 

3
3
8
,
0
0
0
 

2
5
2
,
3
0
0
 

 
 

 
３

 
5
7
2
,
7
0
0
 

4
7
6
,
2
0
0
 

4
0
4
,
5
0
0
 

3
4
0
,
9
0
0
 

2
5
4
,
8
0
0
 

 
 

 
４

 
5
7
5
,
8
0
0
 

4
7
8
,
5
0
0
 

4
0
7
,
2
0
0
 

3
4
3
,
8
0
0
 

2
5
7
,
3
0
0
 

 
 

 
５

 
5
7
8
,
7
0
0
 

4
8
0
,
7
0
0
 

4
0
9
,
8
0
0
 

3
4
6
,
5
0
0
 

2
5
9
,
5
0
0
 

 
 

 
６

 
5
8
1
,
1
0
0
 

4
8
2
,
9
0
0
 

4
1
2
,
2
0
0
 

3
4
9
,
7
0
0
 

2
6
3
,
3
0
0
 

 
 

 
７

 
5
8
3
,
5
0
0
 

4
8
5
,
1
0
0
 

4
1
4
,
9
0
0
 

3
5
2
,
8
0
0
 

2
6
7
,
1
0
0
 

 
 

 
８

 
5
8
5
,
9
0
0
 

4
8
7
,
3
0
0
 

4
1
7
,
3
0
0
 

3
5
5
,
9
0
0
 

2
7
0
,
9
0
0
 

 
 

 
９

 
5
8
8
,
1
0
0
 

4
8
9
,
3
0
0
 

4
1
9
,
5
0
0
 

3
5
8
,
7
0
0
 

2
7
4
,
5
0
0
 

 
 
１
０

 
5
8
9
,
6
0
0
 

4
9
1
,
4
0
0
 

4
2
2
,
2
0
0
 

3
6
1
,
4
0
0
 

2
7
8
,
5
0
0
 

 
 
１
１

 
5
9
1
,
1
0
0
 

4
9
3
,
5
0
0
 

4
2
4
,
8
0
0
 

3
6
4
,
5
0
0
 

2
8
2
,
5
0
0
 

 
 
１
２

 
5
9
2
,
6
0
0
 

4
9
5
,
6
0
0
 

4
2
7
,
5
0
0
 

3
6
7
,
7
0
0
 

2
8
6
,
5
0
0
 

 
 
１
３

 
5
9
4
,
1
0
0
 

4
9
7
,
7
0
0
 

4
2
9
,
9
0
0
 

3
7
0
,
6
0
0
 

2
9
0
,
3
0
0
 

 
 
１
４

 
5
9
5
,
2
0
0
 

4
9
9
,
8
0
0
 

4
3
2
,
4
0
0
 

3
7
4
,
1
0
0
 

2
9
4
,
3
0
0
 

 
 
１
５

 
5
9
6
,
3
0
0
 

5
0
1
,
9
0
0
 

4
3
4
,
8
0
0
 

3
7
7
,
1
0
0
 

2
9
8
,
2
0
0
 

 

 別
表
第
１

 

行
政

職
給

料
表

 

職
員
の

区
分
◆

 
 
職
務
の
等
級

 
１
 
等

 
級

 
２
 
等

 
級

 
３
 
等

 
級

 
４
 
等

 
級

 
５
 
等

 
級

 
６
 
等

 
級

 
７
 
等

 
級

 

 
号

 
 

 
給

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 

 
 

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 

定
年
前

 
再
任
用

 
短
時
間

 
勤
務
職

 
員
以
外

 
の
職
員

 

 
 

 
１

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

～  

    
１
５
７

 

定
年
前

 
再
任
用

 
短
時
間

 
勤
務
職

 
員

 
◆

 
  

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
 

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 

 
 

4
4
1
,
0
0
0
 

3
8
9
,
9
0
0
 

3
5
6
,
8
0
0
 

3
1
5
,
1
0
0
 

2
7
4
,
6
0
0
 

2
5
5
,
2
0
0
 

2
1
5
,
2
0
0
 

備
考

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 別
表
第
３

 

医
療

職
給

料
表

⑴
 

職
員
の

区
分
◆

 
 
職
務
の
等
級

 
１
 
等

 
級

 
２
 
等

 
級

 
３
 
等

 
級

 
４
 
等

 
級

 
５
 
等

 
級

 

 
号

 
 

 
給

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 

 
 

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 

定
年
前

 
 

 
 
１

 
5
6
6
,
5
0
0
 

4
7
1
,
7
0
0
 

3
9
9
,
0
0
0
 

3
3
5
,
0
0
0
 

2
4
9
,
8
0
0
 

再
任
用

 
 

 
 
２

 
5
6
9
,
6
0
0
 

4
7
4
,
0
0
0
 

4
0
1
,
9
0
0
 

3
3
8
,
0
0
0
 

2
5
2
,
3
0
0
 

短
時
間

 
 

 
 
３

 
5
7
2
,
7
0
0
 

4
7
6
,
2
0
0
 

4
0
4
,
5
0
0
 

3
4
0
,
9
0
0
 

2
5
4
,
8
0
0
 

勤
務
職

 
 

 
 
４

 
5
7
5
,
8
0
0
 

4
7
8
,
5
0
0
 

4
0
7
,
2
0
0
 

3
4
3
,
8
0
0
 

2
5
7
,
3
0
0
 

員
以
外

 
 

 
 
５

 
5
7
8
,
7
0
0
 

4
8
0
,
7
0
0
 

4
0
9
,
8
0
0
 

3
4
6
,
5
0
0
 

2
5
9
,
5
0
0
 

の
職
員

 
 

 
 
６

 
5
8
1
,
1
0
0
 

4
8
2
,
9
0
0
 

4
1
2
,
2
0
0
 

3
4
9
,
7
0
0
 

2
6
3
,
3
0
0
 

 
 

 
 
７

 
5
8
3
,
5
0
0
 

4
8
5
,
1
0
0
 

4
1
4
,
9
0
0
 

3
5
2
,
8
0
0
 

2
6
7
,
1
0
0
 

 
 

 
 
８

 
5
8
5
,
9
0
0
 

4
8
7
,
3
0
0
 

4
1
7
,
3
0
0
 

3
5
5
,
9
0
0
 

2
7
0
,
9
0
0
 

 
 

 
 
９

 
5
8
8
,
1
0
0
 

4
8
9
,
3
0
0
 

4
1
9
,
5
0
0
 

3
5
8
,
7
0
0
 

2
7
4
,
5
0
0
 

 
 

 
１
０

 
5
8
9
,
6
0
0
 

4
9
1
,
4
0
0
 

4
2
2
,
2
0
0
 

3
6
1
,
4
0
0
 

2
7
8
,
5
0
0
 

 
 

 
１
１

 
5
9
1
,
1
0
0
 

4
9
3
,
5
0
0
 

4
2
4
,
8
0
0
 

3
6
4
,
5
0
0
 

2
8
2
,
5
0
0
 

 
 

 
１
２

 
5
9
2
,
6
0
0
 

4
9
5
,
6
0
0
 

4
2
7
,
5
0
0
 

3
6
7
,
7
0
0
 

2
8
6
,
5
0
0
 

 
 

 
１
３

 
5
9
4
,
1
0
0
 

4
9
7
,
7
0
0
 

4
2
9
,
9
0
0
 

3
7
0
,
6
0
0
 

2
9
0
,
3
0
0
 

 
 

 
１
４

 
5
9
5
,
2
0
0
 

4
9
9
,
8
0
0
 

4
3
2
,
4
0
0
 

3
7
4
,
1
0
0
 

2
9
4
,
3
0
0
 

 
 

 
１
５

 
5
9
6
,
3
0
0
 

5
0
1
,
9
0
0
 

4
3
4
,
8
0
0
 

3
7
7
,
1
0
0
 

2
9
8
,
2
0
0
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改
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１
６

 
5
9
7
,
2
0
0
 

5
0
4
,
0
0
0
 

4
3
7
,
3
0
0
 

3
8
0
,
7
0
0
 

3
0
2
,
1
0
0
 

 
 
１
７

 
5
9
8
,
4
0
0
 

5
0
6
,
1
0
0
 

4
3
9
,
3
0
0
 

3
8
4
,
3
0
0
 

3
0
5
,
8
0
0
 

 
 
１
８

 
5
9
9
,
4
0
0
 

5
0
8
,
1
0
0
 

4
4
1
,
7
0
0
 

3
8
7
,
0
0
0
 

3
0
9
,
4
0
0
 

 
 
１
９

 
6
0
0
,
4
0
0
 

5
1
0
,
1
0
0
 

4
4
4
,
0
0
0
 

3
8
9
,
5
0
0
 

3
1
2
,
9
0
0
 

 
 
２
０

 
6
0
1
,
4
0
0
 

5
1
2
,
1
0
0
 

4
4
6
,
4
0
0
 

3
9
2
,
1
0
0
 

3
1
6
,
5
0
0
 

 
 
２
１

 
6
0
2
,
4
0
0
 

5
1
3
,
9
0
0
 

4
4
7
,
9
0
0
 

3
9
4
,
9
0
0
 

3
2
0
,
1
0
0
 

 
 
２
２

 
 

5
1
5
,
7
0
0
 

4
5
0
,
3
0
0
 

3
9
7
,
2
0
0
 

3
2
3
,
8
0
0
 

 
 
２
３

 
 

5
1
7
,
6
0
0
 

4
5
2
,
6
0
0
 

3
9
9
,
7
0
0
 

3
2
7
,
3
0
0
 

 
 
２
４

 
 

5
1
9
,
5
0
0
 

4
5
4
,
9
0
0
 

4
0
1
,
8
0
0
 

3
3
0
,
6
0
0
 

 
 
２
５

 
 

5
2
1
,
2
0
0
 

4
5
6
,
9
0
0
 

4
0
3
,
8
0
0
 

3
3
4
,
1
0
0
 

 
 
２
６

 
 

5
2
3
,
0
0
0
 

4
5
9
,
2
0
0
 

4
0
6
,
1
0
0
 

3
3
6
,
8
0
0
 

 
 
２
７

 
 

5
2
4
,
8
0
0
 

4
6
1
,
4
0
0
 

4
0
8
,
3
0
0
 

3
3
9
,
4
0
0
 

 
 
２
８

 
 

5
2
6
,
6
0
0
 

4
6
3
,
7
0
0
 

4
1
0
,
6
0
0
 

3
4
2
,
0
0
0
 

 
 
２
９

 
 

5
2
8
,
2
0
0
 

4
6
5
,
8
0
0
 

4
1
2
,
9
0
0
 

3
4
4
,
8
0
0
 

 
 
３
０

 
 

5
3
0
,
0
0
0
 

4
6
8
,
1
0
0
 

4
1
5
,
0
0
0
 

3
4
6
,
7
0
0
 

 
 
３
１

 
 

5
3
1
,
8
0
0
 

4
7
0
,
4
0
0
 

4
1
7
,
0
0
0
 

3
4
8
,
9
0
0
 

 
 
３
２

 
 

5
3
3
,
6
0
0
 

4
7
2
,
6
0
0
 

4
1
9
,
1
0
0
 

3
5
1
,
3
0
0
 

 
 
３
３

 
 

5
3
5
,
2
0
0
 

4
7
4
,
6
0
0
 

4
2
1
,
0
0
0
 

3
5
3
,
5
0
0
 

 
 
３
４

 
 

5
3
7
,
0
0
0
 

4
7
6
,
7
0
0
 

4
2
2
,
8
0
0
 

3
5
5
,
8
0
0
 

 
 
３
５

 
 

5
3
8
,
7
0
0
 

4
7
8
,
8
0
0
 

4
2
4
,
6
0
0
 

3
5
7
,
9
0
0
 

 
 
３
６

 
 

5
4
0
,
5
0
0
 

4
8
0
,
9
0
0
 

4
2
6
,
6
0
0
 

3
6
0
,
2
0
0
 

 
 
３
７

 
 

5
4
2
,
1
0
0
 

4
8
3
,
0
0
0
 

4
2
8
,
5
0
0
 

3
6
2
,
4
0
0
 

 
 
３
８

 
 

5
4
3
,
7
0
0
 

4
8
4
,
8
0
0
 

4
3
0
,
5
0
0
 

3
6
4
,
8
0
0
 

 
 
３
９

 
 

5
4
5
,
1
0
0
 

4
8
6
,
6
0
0
 

4
3
2
,
4
0
0
 

3
6
7
,
0
0
0
 

 
 
４
０

 
 

5
4
6
,
7
0
0
 

4
8
8
,
4
0
0
 

4
3
4
,
4
0
0
 

3
6
9
,
0
0
0
 

 
 
４
１

 
 

5
4
8
,
2
0
0
 

4
9
0
,
1
0
0
 

4
3
6
,
2
0
0
 

3
7
1
,
3
0
0
 

 
 
４
２

 
 

5
4
9
,
6
0
0
 

4
9
1
,
9
0
0
 

4
3
8
,
0
0
0
 

3
7
2
,
5
0
0
 

 
 
４
３

 
 

5
5
1
,
0
0
0
 

4
9
3
,
7
0
0
 

4
3
9
,
7
0
0
 

3
7
3
,
9
0
0
 

 
 
４
４

 
 

5
5
2
,
3
0
0
 

4
9
5
,
5
0
0
 

4
4
1
,
5
0
0
 

3
7
5
,
0
0
0
 

 
 
４
５

 
 

5
5
3
,
5
0
0
 

4
9
7
,
1
0
0
 

4
4
3
,
3
0
0
 

3
7
6
,
2
0
0
 

 
 
４
６

 
 

5
5
4
,
5
0
0
 

4
9
8
,
8
0
0
 

4
4
5
,
1
0
0
 

3
7
7
,
6
0
0
 

 
 
４
７

 
 

5
5
5
,
5
0
0
 

5
0
0
,
6
0
0
 

4
4
6
,
9
0
0
 

3
7
9
,
1
0
0
 

 
 
４
８

 
 

5
5
6
,
5
0
0
 

5
0
2
,
4
0
0
 

4
4
8
,
6
0
0
 

3
8
0
,
6
0
0
 

 
 
４
９

 
 

5
5
7
,
5
0
0
 

5
0
4
,
0
0
0
 

4
5
0
,
4
0
0
 

3
8
1
,
7
0
0
 

 
 
５
０
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0
 

2
5
5
,
2
0
0
 

2
1
5
,
2
0
0
 

備
考

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
 

 

定
年
前

 
再
任
用

 
短
時
間

 
勤
務
職

 
員

 
◆

 
  

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
 

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 

 
 

5
6
5
,
9
0
0
 

4
6
6
,
0
0
0
 

3
9
3
,
0
0
0
 

3
3
8
,
6
0
0
 

2
9
6
,
2
0
0
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

備
考

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

別
表
第
４

 

医
療

職
給

料
表

⑵
 

職
員
の

区
分
◆

 
 
職
務
の
等
級

 
１
 
等

 
級

 
２
 
等

 
級

 
３
 
等

 
級

 
４
 
等

 
級

 
５
 
等

 
級

 
６
 
等

 
級

 
７
 
等

 
級

 

 
号

 
 

 
給

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 

 
 

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 

定
年
前

 
再
任
用

 
短
時
間

 
勤
務
職

 
員
以
外

 
の
職
員

 

 
 

 
１

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

～  

    
１
５
７

 

定
年
前

 
再
任
用

 
短
時
間

 
勤
務
職

 
員

 
◆

 
  

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
 

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 

 
 

4
4
1
,
0
0
0
 

3
8
9
,
9
0
0
 

3
5
6
,
8
0
0
 

3
1
5
,
1
0
0
 

2
7
4
,
6
0
0
 

2
5
5
,
2
0
0
 

2
1
5
,
2
0
0
 

備
考

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－
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(
 
11
 )
 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 別
表
第
５

 

医
療

職
給

料
表

⑶
 

職
員
の

区
分
◆

 
 
職
務
の
等
級

 
１
 
等

 
級

 
２
 
等

 
級

 
３
 
等

 
級

 
４
 
等

 
級

 
５
 
等

 
級

 
６
 
等

 
級

 
７
 
等

 
級

 

 
号

 
 

 
給

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 

 
 

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 

再
任
用

 
職
員
以

 
外
の
職

 
員

 
◆

 

 
 

 
１

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
 

～  

  
１
５
７

 

再
任
用

職
員
◆

 
 

 
4
4
1
,
0
0
0
 

3
8
9
,
9
0
0
 

3
5
6
,
8
0
0
 

3
1
5
,
1
0
0
 

2
7
4
,
6
0
0
 

2
5
5
,
2
0
0
 

2
1
5
,
2
0
0
 

備
考

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

   別
表
第
６

 

消
防

職
給

料
表

 

職
員
の

区
分
◆

 
 
職
務
の
等
級

 
１
 
等

 
級

 
２
 
等

 
級

 
３
 
等

 
級

 
４
 
等

 
級

 
５
 
等

 
級

 
６
 
等

 
級

 
７
 
等

 
級

 

 
号

 
 

 
給

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 

 
 

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 

再
任
用

 
職
員
以

 
外
の
職

 
員

 
◆

 

 
 

 
１

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
 

～  

  
１
５
７

 

再
任
用

職
員
◆

 
 

 
4
4
1
,
0
0
0
 

3
8
9
,
9
0
0
 

3
5
6
,
8
0
0
 

3
1
5
,
1
0
0
 

2
7
4
,
6
0
0
 

2
5
5
,
2
0
0
 

2
1
5
,
2
0
0
 

備
考

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
 

 別
表
第
５

 

医
療

職
給

料
表

⑶
 

職
員
の

区
分
◆

 
 
職
務
の
等
級

 
１
 
等

 
級

 
２
 
等

 
級

 
３
 
等

 
級

 
４
 
等

 
級

 
５
 
等

 
級

 
６
 
等

 
級

 
７
 
等

 
級

 

 
号

 
 

 
給

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 

 
 

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 

定
年
前

 
再
任
用

 
短
時
間

 
勤
務
職

 
員
以
外

 
の
職
員

 

 
 

 
１

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

～  

    
１
５
７

 

定
年
前

 
再
任
用

 
短
時
間

 
勤
務
職

 
員

 
◆

 
  

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
 

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 

 
 

4
4
1
,
0
0
0
 

3
8
9
,
9
0
0
 

3
5
6
,
8
0
0
 

3
1
5
,
1
0
0
 

2
7
4
,
6
0
0
 

2
5
5
,
2
0
0
 

2
1
5
,
2
0
0
 

備
考

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

別
表
第
６

 

消
防

職
給

料
表

 

職
員
の

区
分
◆

 
 
職
務
の
等
級

 
１
 
等

 
級

 
２
 
等

 
級

 
３
 
等

 
級

 
４
 
等

 
級

 
５
 
等

 
級

 
６
 
等

 
級

 
７
 
等

 
級

 

 
号

 
 

 
給

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 
給
料
月
額

 

 
 

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 

定
年
前

 
再
任
用

 
短
時
間

 
勤
務
職

 
員
以
外

 
の
職
員

 

 
 

 
１

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

～  

    
１
５
７

 

定
年
前

 
再
任
用

 
短
時
間

 
勤
務
職

 
員

 
◆

 
  

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
基

 
 
準

 
給
料
月
額

 
 

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 
円

 

 
 

4
4
1
,
0
0
0
 

3
8
9
,
9
0
0
 

3
5
6
,
8
0
0
 

3
1
5
,
1
0
0
 

2
7
4
,
6
0
0
 

2
5
5
,
2
0
0
 

2
1
5
,
2
0
0
 

備
考

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
 

 

 25 



 26 



(
 
1 
) 

 

総
務
部
人
事
室

 

吹
田
市
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
降
任
、
免
職
及
び
休
職
の
手
続
）

 

第
３
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
職
員
の
意
に
反
す
る
降
任
若
し
く
は
免
職
又
は
休
職
の
処
分
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
書
面
を

当
該
職
員
に
交
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
失
職
の
例
外
）

 

第
６
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

    

（
こ
の
条
例
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
）

 

第
７
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

 

 

（
降
任
、
免
職
及
び
休
職
の
手
続
）

 

第
３
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

   

（
失
職
の
例
外
）

 

第
６
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

（
書
面
の
交
付
）

 

第
７
条

 
職
員
の
意
に
反
す
る
降
任
（
法
第
２
８
条
の
２
第
１
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
他
の
職
へ
の

降
任
を
除
く
。
）
若
し
く
は
免
職
又
は
休
職
の
処
分
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
職
員

に
交
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
こ
の
条
例
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
）

 

第
８
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

 

議
案
第
８
３
号
参
考
資
料

 

 27 



 28 



(
 
1 
) 

 

総
務
部
人
事
室

 

吹
田
市
職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
減
給
の
効
果
）

 

第
３
条

 
減
給
は
、
１
日
以
上
６
月
以
下
の
期
間
に
係
る
給
料
及
び
地
域
手
当
の
合
計
額
又
は
基
本

報
酬
及
び
地
域
報
酬
の
合
計
額
の

1
0
分
の
１
以
下
を
減
ず
る
も
の
と
す
る
。

 

 

 

（
減
給
の
効
果
）

 

第
３
条

 
減
給
は
、
１
日
以
上
６
月
以
下
の
期
間
、
そ
の
発
令
の
日
に
受
け
る
給
料
及
び
地
域
手
当

の
合
計
額
又
は
基
本
報
酬
及
び
地
域
報
酬
の
合
計
額
の

1
0
分
の
１
以
下
を
減
ず
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
減
ず
る
額
が
現
に
受
け
る
給
料
及
び
地
域
手
当
の
合
計
額
又
は
基
本

報
酬
及
び
地
域
報
酬
の
合
計
額
の

1
0
分
の
１
に
相
当
す
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該

1
0
分
の
１

に
相
当
す
る
額
を
減
ず
る
も
の
と
す
る
。

 

 

 

議
案
第
８
４
号
参
考
資
料

 

 29 



 30 



(
 
1 
) 

 

総
務
部
人
事
室

 

吹
田
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
退
職
手
当
の
支
給
）

 

第
２
条

 
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
は
、
一
般
職
の
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
２
５

年
法
律
第
２
６
１
号
）
第
２
８
条
の
４
第
１
項
、
第
２
８
条
の
５
第
１
項
又
は
第
２
８
条
の
６
第

１
項
若
し
く
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者
及
び
同
法
第
２
２
条
の
２
第
１
項
に
規
定

す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）
が
退
職
し
た
場
合
に
、
そ
の
者

（
死
亡
に
よ
る
退
職
の
場
合
に
は
、
そ
の
遺
族
）
に
支
給
す
る
。

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

３
 
前
項
の
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
引
き
続
い
て
任
用
さ
れ
た
期
間
（
以
下
「
引

継
対
象
任
用
期
間
」
と
い
う
。
）
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
の
退
職
の
日
又
は
そ
の
翌
日
に
再
び
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
つ
た
と
き
は
引
き

続
い
て
任
用
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
、
そ
の
者
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
正
規
の
勤
務
時
間

（
吹
田
市
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
２
６
年
吹
田
市
条
例
第
１
６
９
号
。
以
下

「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
第
２
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
を
い
う
。
）
の
全
部
を
勤
務
し

た
日
（
条
例
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
規
則
に
よ
り
勤
務
を
要
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
日
（
勤
務
時
間

条
例
第
５
条
第
１
項
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。
）
、
休
暇
を
与
え
ら
れ
た
日
及
び
負
傷
又
は
疾

病
に
係
る
療
養
の
た
め
に
勤
務
し
な
か
つ
た
日
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
１
８
日
未

満
（
正
規
の
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
以
下
「
勤
務
日
」
と
い
う
。
）
が
１
８
日
未
満
で

あ
る
月
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
月
の
勤
務
日
の
日
数
未
満
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

で
あ
る
月

は
、
引
継
対
象
任
用
期
間
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

 

４
 
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
そ
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
と
し
て
在
職
す
る
月
に
お
い
て
、
そ
の
者
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
正
規
の
勤
務
時
間
の

全
部
を
勤
務
し
た
日
が
１
８
日
未
満
と
な
る
こ
と
が
確
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
確
定
し
た
日
の
前

日
に
退
職
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
の
条
例
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
退

 

 

 

（
退
職
手
当
の
支
給
）

 

第
２
条

 
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
は
、
一
般
職
の
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
２
５

年
法
律
第
２
６
１
号
）
第
２
２
条
の
４
第
３
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及

び
同
法
第
２
２
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
以
下
「
職
員
」
と
い

う
。
）
が
退
職
し
た
場
合
に
、
そ
の
者
（
死
亡
に
よ
る
退
職
の
場
合
に
は
、
そ
の
遺
族
）
に
支
給

す
る
。

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

３
 
前
項
の
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
引
き
続
い
て
任
用
さ
れ
た
期
間
（
以
下
「
引

継
対
象
任
用
期
間
」
と
い
う
。
）
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
の
退
職
の
日
又
は
そ
の
翌
日
に
再
び
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
つ
た
と
き
は
引
き

続
い
て
任
用
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
、
そ
の
者
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
正
規
の
勤
務
時
間

（
吹
田
市
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
２
６
年
吹
田
市
条
例
第
１
６
９
号
。
以
下

「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
第
２
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
を
い
う
。
）
の
全
部
を
勤
務
し

た
日
（
条
例
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
規
則
に
よ
り
勤
務
を
要
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
日
（
勤
務
時
間

条
例
第
５
条
第
１
項
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。
）
、
休
暇
を
与
え
ら
れ
た
日
及
び
負
傷
又
は
疾

病
に
係
る
療
養
の
た
め
に
勤
務
し
な
か
つ
た
日
を
含
む
。

以
下
「
勤
務
日
数
」
と
い
う
。
）

が

１
８
日
（
初
日
か
ら
末
日
ま
で
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
在
職
す
る
場
合
に
お
い

て
、
正
規
の
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
が
２
０
日
未
満
で
あ
る
月
に
あ
つ
て
は
、
１
８
日
か

ら
２
０
日
と
当
該
日
数
と
の
差
に
相
当
す
る
日
数
を
減
じ
た
日
数
）
（
以
下
「
職
員
み
な
し
日

数
」
と
い
う
。
）
未
満
で
あ
る
月
は
、
引
継
対
象
任
用
期
間
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

 

４
 
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
そ
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
と
し
て
在
職
す
る
月
に
お
い
て
、
勤
務
日
数
が
職
員
み
な
し
日
数
未
満
と
な
る
こ
と
が
確
定

し
た
と
き
は
、
そ
の
確
定
し
た
日
の
前
日
に
退
職
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
の
条
例
の
規
定
を
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職
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
以
後
引
き
続
き
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
と
し
て
在
職
す
る
と
き
は
、
同
日
に
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
つ
た
も

の
と
み
な
す
。

 

（
退
職
手
当
の
支
払
）

 

第
２
条
の
２

 
次
条
及
び
第
６
条
の
４
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
（
以
下
「
一
般
の
退
職
手
当
」
と

い
う
。
）
並
び
に
第
９
条
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
は
、
職
員
が
退
職
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
１

月
以
内
（
前
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
と
み
な
さ
れ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
２
月
以
内
）
に
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
死
亡
に
よ
り
退
職
し
た
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
支
給
を

受
け
る
べ
き
者
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

 

 

（
１
１
年
以
上
２
５
年
未
満
勤
続
後
の
定
年
退
職
等
の
場
合
の
退
職
手
当
の
基
本
額
）

 

第
４
条

 
１
１
年
以
上
２
５
年
未
満
の
期
間
勤
続
し
、
退
職
し
た
者
（
吹
田
市
職
員
の
定
年
等
に
関

す
る
条
例
（
昭
和
５
９
年
吹
田
市
条
例
第
２
９
号
。
以
下
「
定
年
条
例
」
と
い
う
。
）
第
２
条
の

規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
（
定
年
条
例
第
４
条
第
１
項
の
期
限
又
は
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り

延
長
さ
れ
た
期
限
の
到
来
に
よ
り
退
職
し
た
者
を
含
む
。
）
又
は
そ
の
者
の
非
違
に
よ
る
こ
と
な

く
勧
奨
を
受
け
て
退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
任
命
権
者
が
市
長
の
承
認
を
得
た
も
の
に
限
る
。
）
又

は
２
５
年
未
満
の
期
間
勤
続
し
、
定
員
の
減
少
若
し
く
は
組
織
の
改
廃
（
次
条
第
１
項
に
規
定
す

る
定
員
の
減
少
及
び
組
織
の
改
廃
を
除
く
。
）
若
し
く
は
勤
務
し
て
い
た
公
署
の
移
転
に
よ
り
退

職
し
た
者
で
あ
つ
て
任
命
権
者
が
市
長
の
承
認
を
得
た
も
の
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、

退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料
月
額
（
以
下
「
退
職
日
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
に
、
そ
の

者
の
勤
続
期
間
を
次
の
各
号
に
区
分
し
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計

額
と
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑶
 

 

 

 

適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
退
職
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
初

日
以
後
引
き
続
き
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
在
職
す
る
と
き
は
、
同
日
に
フ
ル
タ

イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

 

（
退
職
手
当
の
支
払
）

 

第
２
条
の
２

 
次
条
及
び
第
６
条
の
５
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
（
以
下
「
一
般
の
退
職
手
当
」
と

い
う
。
）
並
び
に
第
９
条
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
は
、
職
員
が
退
職
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
１

月
以
内
（
前
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
と
み
な
さ
れ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
２
月
以
内
）
に
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
死
亡
に
よ
り
退
職
し
た
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
支
給
を

受
け
る
べ
き
者
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

 

 

（
１
１
年
以
上
２
５
年
未
満
勤
続
後
の
定
年
退
職
等
の
場
合
の
退
職
手
当
の
基
本
額
）

 

第
４
条

 
１
１
年
以
上
２
５
年
未
満
の
期
間
勤
続
し
、
退
職
し
た
者
（
吹
田
市
職
員
の
定
年
等
に
関

す
る
条
例
（
昭
和
５
９
年
吹
田
市
条
例
第
２
９
号
。
以
下
「
定
年
条
例
」
と
い
う
。
）
第
８
条
の

規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
（
定
年
条
例
第
１
０
条
第
１
項
の
期
限
又
は
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
延
長
さ
れ
た
期
限
の
到
来
に
よ
り
退
職
し
た
者
を
含
む
。
）
又
は
そ
の
者
の
非
違
に
よ
る
こ
と

な
く
勧
奨
を
受
け
て
退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
任
命
権
者
が
市
長
の
承
認
を
得
た
も
の
に
限
る
。
）

又
は
２
５
年
未
満
の
期
間
勤
続
し
、
定
員
の
減
少
若
し
く
は
組
織
の
改
廃
（
次
条
第
１
項
に
規
定

す
る
定
員
の
減
少
及
び
組
織
の
改
廃
を
除
く
。
）
若
し
く
は
勤
務
し
て
い
た
公
署
の
移
転
に
よ
り

退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
任
命
権
者
が
市
長
の
承
認
を
得
た
も
の
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額

は
、
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料
月
額
（
以
下
「
退
職
日
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
に
、

そ
の
者
の
勤
続
期
間
を
次
の
各
号
に
区
分
し
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の

合
計
額
と
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑶
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 ２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

（
整
理
退
職
等
の
場
合
の
退
職
手
当
の
基
本
額
）

 

第
５
条

 
定
員
の
減
少
若
し
く
は
組
織
の
改
廃
の
た
め
過
員
若
し
く
は
廃
職
を
生
ず
る
こ
と
に
よ
り

退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
任
命
権
者
が
市
長
の
承
認
を
得
た
も
の
、
公
務
上
の
傷
病
若
し
く
は
死
亡

に
よ
り
退
職
し
た
者
又
は
２
５
年
以
上
勤
続
し
、
退
職
し
た
者
（
定
年
条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ

り
退
職
し
た
者
（
定
年
条
例
第
４
条
第
１
項
の
期
限
又
は
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ

た
期
限
の
到
来
に
よ
り
退
職
し
た
者
を
含
む
。
）
又
は
そ
の
者
の
非
違
に
よ
る
こ
と
な
く
勧
奨
を

受
け
て
退
職
し
、
若
し
く
は
勤
務
し
て
い
た
公
署
の
移
転
に
よ
り
退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
任
命
権

者
が
市
長
の
承
認
を
得
た
も
の
に
限
る
。
）
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
退
職
日
給
料
月

額
に
、
そ
の
者
の
勤
続
期
間
を
次
の
各
号
に
区
分
し
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
の
合
計
額
と
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 

⑷
 

 

２
 

 
 

 

（
定
年
前
早
期
退
職
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
に
係
る
特
例
）

 

第
５
条
の
３

 
第
５
条
第
１
項
に
規
定
す
る
者
の
う
ち
、
定
年
に
達
す
る
日
か
ら
６
月
前
ま
で
に
退

職
し
た
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
勤
続
期
間
が
２
５
年
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
年
齢
が
退
職
の
日

に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
か
ら
１
０
年
を
減
じ
た
年
齢
以
上
で
あ
る
も
の

に
対
す
る
同
項
及
び
前
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
規
定

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

（
失
業
者
の
退
職
手
当
）

 

 

 ２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

（
整
理
退
職
等
の
場
合
の
退
職
手
当
の
基
本
額
）

 

第
５
条

 
定
員
の
減
少
若
し
く
は
組
織
の
改
廃
の
た
め
過
員
若
し
く
は
廃
職
を
生
ず
る
こ
と
に
よ
り

退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
任
命
権
者
が
市
長
の
承
認
を
得
た
も
の
、
公
務
上
の
傷
病
若
し
く
は
死
亡

に
よ
り
退
職
し
た
者
又
は
２
５
年
以
上
勤
続
し
、
退
職
し
た
者
（
定
年
条
例
第
８
条
の
規
定
に
よ

り
退
職
し
た
者
（
定
年
条
例
第
１
０
条
第
１
項
の
期
限
又
は
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ

れ
た
期
限
の
到
来
に
よ
り
退
職
し
た
者
を
含
む
。
）
又
は
そ
の
者
の
非
違
に
よ
る
こ
と
な
く
勧
奨

を
受
け
て
退
職
し
、
若
し
く
は
勤
務
し
て
い
た
公
署
の
移
転
に
よ
り
退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
任
命

権
者
が
市
長
の
承
認
を
得
た
も
の
に
限
る
。
）
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
退
職
日
給
料

月
額
に
、
そ
の
者
の
勤
続
期
間
を
次
の
各
号
に
区
分
し
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て

得
た
額
の
合
計
額
と
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 

⑷
 

 

２
 

 
 

 

（
定
年
前
早
期
退
職
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
に
係
る
特
例
）

 

第
５
条
の
３

 
第
５
条
第
１
項
に
規
定
す
る
者
の
う
ち
、
定
年
に
達
す
る
日
か
ら
６
月
前
ま
で
に
退

職
し
た
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
勤
続
期
間
が
２
５
年
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
年
齢
が
退
職
の
日

に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
か
ら
１
５
年
（
公
衆
衛
生
業
務
に
従
事
す
る
医

師
に
あ
つ
て
は
、
１
０
年
）
を
減
じ
た
年
齢
以
上
で
あ
る
も
の
に
対
す
る
同
項
及
び
前
条
第
１
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

（
失
業
者
の
退
職
手
当
）

 

 

～  

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
～  

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－
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 第
１
０
条

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
前
項
の
基
準
勤
続
期
間
と
は
、
職
員
と
し
て
の
勤
続
期
間
を
い
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
勤
続
期
間
に
係
る
職
員
と
な
つ
た
日
前
に
職
員
又
は
職
員
以
外
の
者
で
職
員
に
つ
い
て
定
め
ら

れ
て
い
る
勤
務
時
間
以
上
勤
務
し
た
日
（
条
例
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
規
則
に
よ
り
、
勤
務
を
要
し

な
い
こ
と
と
さ
れ
、
又
は
休
暇
を
与
え
ら
れ
た
日
を
含
む
。
）
が
１
８
日
以
上
あ
る
月
が
１
月
以

上
あ
る
も
の
（
季
節
的
業
務
に
４
箇
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
雇
用
さ
れ
、
又
は
季
節
的
に
４
箇

月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
に
あ
つ
て
は
、
引
き
続
き
当
該
所
定
の
期
間
を
超

え
て

勤
務

し
た

も
の

に
限

る
。

）
で

あ
つ

た
者

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
職

員
等

」
と

い

う
。
）
で
あ
つ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
等
で
あ
つ
た
期
間
を
含
む
も
の
と

し
、
当
該
勤
続
期
間
又
は
当
該
職
員
等
で
あ
つ
た
期
間
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
が
含
ま
れ
て

い
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
期
間
に
該
当
す
る
全
て
の
期
間
を
除
く
。

 

⑴
 

 

⑵
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

３
 

 

４
 
第
１
項
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
に
係
る
退
職
が
定
年
に
達
し
た
こ
と
そ
の

他
の
市
長
が
定
め
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
職
員
が
、
当
該
退
職
後
一
定
の
期
間
求
職
の
申
込

み
を
し
な
い
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
に
お
い
て
、
市
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
長
に
そ
の

旨
を
申
し
出
た
と
き
は
、
第
１
項
中
「
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
各
号
に

定
め
る
期
間
と
、
求
職
の
申
込
み
を
し
な
い
こ
と
を
希
望
す
る
一
定
の
期
間
（
１
年
を
限
度
と
す

る
。
）
に
相
当
す
る
期
間
を
合
算
し
た
期
間
（
当
該
求
職
の
申
込
み
を
し
な
い
こ
と
を
希
望
す
る

一
定
の
期
間
内
に
求
職
の
申
込
み
を
し
た
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
に
当
該
退
職
の
日

の
翌
日
か
ら
当
該
求
職
の
申
込
み
を
し
た
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
加
算
し
た

期
間
）
」
と
、
「
当
該
期
間
内
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
合
算
し
た
期
間
内
」
と
、
前
項
中
「
支
給

期
間
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
第
１
項
に
規
定
す
る
支
給
期
間
」
と
、

「
第
１
項
第
２
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
２
号
」
と
す
る
。

 

５
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

 第
１
０
条

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
前
項
の
基
準
勤
続
期
間
と
は
、
職
員
と
し
て
の
勤
続
期
間
を
い
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
勤
続
期
間
に
係
る
職
員
と
な
つ
た
日
前
に
職
員
又
は
職
員
以
外
の
者
で
勤
務
日
数
が
職
員
み
な

し
日
数
以
上
あ
る
月
が
１
月
以
上
あ
る
も
の
（
季
節
的
業
務
に
４
箇
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
雇

用
さ
れ
、
又
は
季
節
的
に
４
箇
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
に
あ
つ
て
は
、
引

き
続
き
当
該
所
定
の
期
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
つ
た
者
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
職
員
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
等
で
あ

つ
た
期
間
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
勤
続
期
間
又
は
当
該
職
員
等
で
あ
つ
た
期
間
に
次
の
各
号
に

掲
げ
る
期
間
が
含
ま
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
期
間
に
該
当
す
る
全
て
の
期
間
を

除
く
。

 

⑴
 

 

⑵
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

３
 

 

４
 
第
１
項
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
に
係
る
退
職
が
定
年
に
達
し
た
こ
と
そ
の

他
の
市
長
が
定
め
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
職
員
が
、
当
該
退
職
後
一
定
の
期
間
求
職
の
申
込

を
し
な
い
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
に
お
い
て
、
市
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
長
に
そ
の
旨

を
申
し
出
た
と
き
は
、
第
１
項
中
「
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
各
号
に
定

め
る
期
間
と
、
求
職
の
申
込
み
を
し
な
い
こ
と
を
希
望
す
る
一
定
の
期
間
（
１
年
を
限
度
と
す

る
。
）
に
相
当
す
る
期
間
を
合
算
し
た
期
間
（
当
該
求
職
の
申
込
み
を
し
な
い
こ
と
を
希
望
す
る

一
定
の
期
間
内
に
求
職
の
申
込
み
を
し
た
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
に
当
該
退
職
の
日

の
翌
日
か
ら
当
該
求
職
の
申
込
み
を
し
た
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
加
算
し
た

期
間
）
」
と
、
「
当
該
期
間
内
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
合
算
し
た
期
間
内
」
と
、
前
項
中
「
支
給

期
間
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
第
１
項
に
規
定
す
る
支
給
期
間
」
と
、

「
第
１
項
第
２
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
２
号
」
と
し
、
当
該
退
職
の
日
後
に
事
業
（
そ
の
実

施
期
間
が
３
０
日
未
満
の
も
の
そ
の
他
市
長
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
を
開
始
し
た
職
員
そ
の

他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
市
長
が
定
め
る
職
員
が
市
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
長
に
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) 
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改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

６
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

1
0
 

1
1
 
第
１
項
、
第
３
項
及
び
第
５
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
１
項
又
は
第
３
項

の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
、
退
職
手
当
と
し
て
、
雇
用
保

険
法
の
規
定
に
よ
る
技
能
習
得
手
当
、
寄
宿
手
当
、
傷
病
手
当
、
就
業
促
進
手
当
、
移
転
費
又
は

求
職
活
動
支
援
費
の
支
給
の
条
件
に
従
い
支
給
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑷
 

 

⑸
 
公
共
職
業
安
定
所
、
職
業
安
定
法
第
４
条
第
８
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
公
共
団
体
若
し
く

は
同
法
第
１
８
条
の
２
に
規
定
す
る
職
業
紹
介
事
業
者
の
紹
介
し
た
職
業
に
就
く
た
め
、
又
は

雇
用
保
険
法
の
規
定
の
例
に
よ
り
市
長
の
指
示
し
た
同
法
第
５
８
条
第
１
項
に
規
定
す
る
公
共

職
業
訓
練
等
を
受
け
る
た
め
、
そ
の
住
所
又
は
居
所
を
変
更
す
る
者

 
同
条
第
２
項
に
規
定
す

る
移
転
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額

 

⑹
 

 

1
2
 

 

1
7
 

      

附
 
則

 

 

 

そ
の
旨
を
申
し
出
た
と
き
は
、
当
該
事
業
の
実
施
期
間
（
当
該
実
施
期
間
の
日
数
が
４
年
か
ら
第

１
項
及
び
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
期
間
の
日
数
を
除
い
た
日
数
を
超
え
る
場
合
に
お

け
る
当
該
超
え
る
日
数
を
除
く
。
）
は
、
第
１
項
及
び
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
に
算
入
し
な

い
。

 

５
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

1
0
 

1
1
 
第
１
項
、
第
３
項
及
び
第
５
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
１
項
又
は
第
３
項

の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
、
退
職
手
当
と
し
て
、
雇
用
保

険
法
の
規
定
に
よ
る
技
能
習
得
手
当
、
寄
宿
手
当
、
傷
病
手
当
、
就
業
促
進
手
当
、
移
転
費
又
は

求
職
活
動
支
援
費
の
支
給
の
条
件
に
従
い
支
給
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑷
 

 

⑸
 
公
共
職
業
安
定
所
、
職
業
安
定
法
第
４
条
第
９
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
公
共
団
体
若
し
く

は
同
法
第
１
８
条
の
２
に
規
定
す
る
職
業
紹
介
事
業
者
の
紹
介
し
た
職
業
に
就
く
た
め
、
又
は

雇
用
保
険
法
の
規
定
の
例
に
よ
り
市
長
の
指
示
し
た
同
法
第
５
８
条
第
１
項
に
規
定
す
る
公
共

職
業
訓
練
等
を
受
け
る
た
め
、
そ
の
住
所
又
は
居
所
を
変
更
す
る
者

 
同
条
第
２
項
に
規
定
す

る
移
転
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額

 

⑹
 

 

1
2
 

 

1
7
 

 

附
 
則

 

 

～  

～  

～  

～  

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
～  

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
～  
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正

 
 

 
 

 
案

 

 第
１
条

 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
３
０
年
１
月
１
日
以
後
の
退
職
に
因
る
退

職
手
当
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
１
０
条
の
規
定
は
、
昭
和
３
８
年
８
月
１
日
か
ら
、

附
則
第
２
条
か
ら
附
則
第
６
条
ま
で
の
規
定
は
、
施
行
の
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
適
用
す
る
。

 

２
 
こ
の
条
例
施
行
前
に
退
職
し
た
職
員
で
附
則
第
２
条
各
号
及
び
附
則
第
３
条
に
掲
げ
る
条
例
又

は
吹
田
市
雇
傭
員
退
職
並
死
亡
給
与
金
支
給
規
則
（
昭
和
２
４
年
吹
田
市
規
則
第
３
７
号
。
以
下

「
雇
傭
員
規
則
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

 

３
 
前
項
に
よ
つ
て
す
で
に
支
給
し
た
退
職
並
び
に
死
亡
給
与
金
又
は
退
職
手
当
は
、
こ
の
条
例
に

よ
る
退
職
手
当
と
み
な
す
。

 

（
条
例
等
の
廃
止
）

 

第
２
条

 
次
に
掲
げ
る
条
例
は
、
廃
止
す
る
。

 

⑴
 
吹
田
市
消
防
職
員
退
職
及
び
死
亡
手
当
金
条
例
（
昭
和
２
６
年
吹
田
市
条
例
第
１
３
７
号
）

 

⑵
 
失
業
保
険
法
施
行
に
伴
う
吹
田
市
職
員
退
職
手
当
支
給
暫
定
措
置
条
例
（
昭
和
２
３
年
吹
田

市
条
例
第
８
９
号
）

 

（
吹
田
市
吏
員
恩
給
条
例
等
の
一
部
改
正
）

 

第
３
条

 
吹
田
市
吏
員
恩
給
条
例
（
昭
和
２
４
年
吹
田
市
条
例
第
９
８
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

 

こ
の
条
例
中
「
退
職
並
死
亡
給
与
金
」
を
「
退
職
給
与
金
」
に
、
第
２
４
条
及
び
附
則
第
３
条

第
２
項
中
「
退
職
及
び
死
亡
給
与
金
」
を
「
退
職
給
与
金
」
に
、
第
３
２
条
中
「
退
職
、
死
亡
給

与
金
」
を
「
退
職
給
与
金
」
に
改
め
る
。

 

第
２
３
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

 

第
２
３
条

 
職
員
が
在
職
３
年
以
上
１
２
年
未
満
に
し
て
退
職
し
た
と
き
は
、
退
職
当
時
の
給
料

月
額
に
在
職
年
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
退
職
給
与
金
と
し
て
支
給
す
る
。

 

２
 
第
１
２
条
の
規
定
は
、
前
項
の
退
職
給
与
金
の
支
給
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。

 

第
２
４
条
か
ら
第
３
１
条
ま
で
を
削
除
す
る
。

 

（
吹
田
市
吏
員
恩
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

 

 

 

（
施
行
期
日
）

 

１
 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
３
０
年
１
月
１
日
以
後
の
退
職
に
よ
る
退
職
手

当
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

 

（
長
期
勤
続
者
等
に
対
す
る
暫
定
措
置
）

 

２
 
３
５
年
以
下
の
期
間
勤
続
し
て
退
職
し
た
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
当
分
の
間
、

第
３
条
か
ら
第
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
そ
れ
ぞ
れ

1
0
0
分
の

8
3
.
7
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
６
条
の
５
第
１
項
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
、

「
前
条
並
び
に
附
則
第
２
項
」
と
す
る
。

 

３
 
３
６
年
以
上
４
２
年
以
下
の
期
間
勤
続
し
て
退
職
し
た
者
で
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
該
当
す

る
退
職
を
し
た
も
の
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
当
分
の
間
、
同
項
又
は
第
５
条
の
２
の

規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
前
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

 

４
 
３
５
年
を
超
え
る
期
間
勤
続
し
て
退
職
し
た
者
で
、
第
５
条
の
規
定
に
該
当
す
る
退
職
を
し
た

も
の
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
当
分
の
間
、
そ
の
者
の
勤
続
期
間
を
３
５
年
と
し
て
附

則
第
２
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
て
得
ら
れ
る
額
と
す
る
。

 

（
国
立
大
学
法
人
等
職
員
と
し
て
在
職
し
た
場
合
の
勤
続
期
間
の
計
算
の
特
例
）

 

５
 
平
成
１
６
年
３
月
３
１
日
に
国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
１
５
年
法
律
第
１
１
２
号
）
附
則
別
表

第
１
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
関
（
以
下
「
旧
機
関
」
と
い
う
。
）
に
使
用
さ
れ
る
者
が
、
同
法
附
則

第
４
条
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
い
て
国
立
大
学
法
人
等
（
国
立
大
学
法
人
及
び
大
学
共
同
利
用
機

関
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
使
用
さ
れ
る
者
（
以
下
「
国
立
大
学
法
人
等
職
員
」
と
い

う
。
）
と
な
り
、
か
つ
、
引
き
続
き
国
立
大
学
法
人
等
職
員
と
し
て
在
職
し
た
後
引
き
続
い
て
職

員
と
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
の
退
職
手
当
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
勤
続
期
間
の
計
算
に
つ

い
て
は
、
そ
の
者
の
国
立
大
学
法
人
等
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
を
職
員
と
し
て
の

引
き
続
い
た
在
職
期
間
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
国
立
大
学
法
人
等
を
退
職
し
た
こ
と
に

よ
り
退
職
手
当
（
こ
れ
に
相
当
す
る
給
付
を
含
む
。
）
の
支
給
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

 

（
国
立
大
学
法
人
等
に
復
帰
し
た
職
員
に
対
す
る
退
職
手
当
に
係
る
特
例
）
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(
 
7 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 第
４
条

 
吹
田
市
吏
員
恩
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
昭
和
２
８
年
吹
田
市
条
例
第
２
１
５

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

附
則
中
「
、
退
職
給
与
金
及
び
死
亡
給
与
金
」
を
「
及
び
退
職
給
与
金
」
に
改
め
る
。

 

第
５
条

 
吹
田
市
吏
員
恩
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
昭
和
３
０
年
吹
田
市
条
例
第
２
５
８

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

附
則
中
「
退
職
給
与
金
並
び
に
死
亡
給
与
金
」
を
「
及
び
退
職
給
与
金
」
に
改
め
る
。

 

（
経
過
措
置
）

 

第
６
条

 
吹
田
常
備
消
防
部
の
職
員
で
引
き
続
い
て
特
設
消
防
署
に
勤
務
す
る
者
又
は
消
防
組
織
法

（
昭
和
２
２
年
法
律
第
２
２
６
号
）
施
行
の
際
現
に
府
警
察
部
若
し
く
は
特
設
消
防
署
に
勤
務
す

る
者
が
引
き
続
き
市
の
消
防
職
員
と
な
つ
た
場
合
、
又
は
吹
田
町
、
千
里
村
、
岸
部
村
、
豊
津

村
、
新
田
村
及
び
山
田
村
の
職
員
で
引
き
続
き
市
の
職
員
と
な
つ
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
期
間
を
第

７
条
第
１
項
の
在
職
期
間
と
み
な
す
。

 

第
７
条

 
削
除

 

第
８
条

 
削
除

 

第
９
条

 
削
除

 

（
長
期
勤
続
者
等
に
対
す
る
暫
定
措
置
）

 

第
１
０
条

 
３
５
年
以
下
の
期
間
勤
続
し
て
退
職
し
た
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
当
分

の
間
、
第
３
条
か
ら
第
５
条
の
３
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
そ
れ
ぞ
れ

1
0
0
分
の

8
3
.
7

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
６
条
の
５
第
１
項
中
「
前
条
」
と
あ
る
の

は
、
「
前
条
並
び
に
附
則
第
１
０
条
第
１
項
」
と
す
る
。

 

２
 
３
６
年
以
上
４
２
年
以
下
の
期
間
勤
続
し
て
退
職
し
た
者
で
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
該
当
す

る
退
職
を
し
た
も
の
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
当
分
の
間
、
同
項
又
は
第
５
条
の
２
の

規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
前
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

 

３
 
３
５
年
を
超
え
る
期
間
勤
続
し
て
退
職
し
た
者
で
、
第
５
条
の
規
定
に
該
当
す
る
退
職
を
し
た

も
の
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
当
分
の
間
、
そ
の
者
の
勤
続
期
間
を
３
５
年
と
し
て
第

１
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
て
得
ら
れ
る
額
と
す
る
。

 

 

 ６
 
旧
機
関
に
使
用
さ
れ
る
者
が
、
第
７
条
第
６
項
に
規
定
す
る
事
由
に
よ
つ
て
引
き
続
い
て
職
員

と
な
り
、
か
つ
、
引
き
続
い
て
職
員
と
し
て
在
職
し
た
後
引
き
続
い
て
国
立
大
学
法
人
等
職
員
と

な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
職
員
と
し
て
の
勤
続
期
間
が
、
当
該
国
立
大
学
法
人
等
の
退

職
手
当
の
支
給
の
基
準
に
よ
り
、
当
該
国
立
大
学
法
人
等
職
員
と
し
て
の
勤
続
期
間
に
通
算
さ
れ

る
こ
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
市
長
が
定
め
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る

退
職
手
当
は
、
支
給
し
な
い
。

 

（
給
料
月
額
の
減
額
改
定
が
あ
つ
た
場
合
の
給
料
月
額
の
特
例
）

 

７
 
退
職
し
た
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
に
給
料
月
額
の
減
額
改
定
に
よ
り
そ
の
者
の
給
料
月
額
が
減

額
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
減
額
改
定
前
の
給
料
月
額
と
減
額
改
定
後
の

給
料
月
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
給
料
と
し
て
支
給
さ
れ
た
と
き
は
、
市
長
が
定
め
る
場
合

を
除
き
、
退
職
手
当
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
給
料
月
額
に
は
、
当
該
差
額
に
相
当
す
る
額
を
含
ま

な
い
も
の
と
す
る
。

 

（
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
退
職
し
た
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
特
例
）

 

８
 
当
分
の
間
、
第
２
条
第
２
項
及
び
第
７
条
の
２
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
及
び
同
条

第
２
号
中
「
１
２
月
」
と
あ
る
の
は
、
「
６
月
」
と
す
る
。

 

９
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
２
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
と
み
な
さ
れ

た
者
（
引
継
対
象
任
用
期
間
が
１
２
月
を
超
え
る
に
至
つ
た
者
を
除
く
。
）
に
対
す
る
退
職
手
当

の
額
は
、
第
２
条
の
３
か
ら
第
６
条
の
５
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に

1
0
0
分
の

5
0
を
乗

じ
て
得
た
額
と
す
る
。

 

（
令
和
７
年
３
月
３
１
日
以
前
に
退
職
し
た
職
員
に
対
す
る
失
業
者
の
退
職
手
当
の
特
例
）

 

1
0
 
令
和
７
年
３
月
３
１
日
以
前
に
退
職
し
た
職
員
に
対
す
る
第
１
０
条
第
１
０
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
２
８
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
２
８
条
ま
で
及
び
附
則
第
５
条
」

と
、
同
項
第
２
号
ア
中
「
該
当
し
」
と
あ
る
の
は
「
該
当
し
又
は
同
法
附
則
第
５
条
第
１
項
に
規

定
す
る
地
域
内
に
居
住
し
」
と
、
「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
２
４
条
の
２
第
１
項
」
と
す

る
。

 

（
１
１
年
以
上
２
５
年
未
満
勤
続
後
の
６
０
歳
以
後
退
職
者
の
退
職
手
当
の
基
本
額
の
特
例
）
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(
 
8 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
国
立
大
学
法
人
等
職
員
と
し
て
在
職
し
た
場
合
の
勤
続
期
間
の
計
算
の
特
例
）

 

第
１
１
条

 
平
成
１
６
年
３
月
３
１
日
に
国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
１
５
年
法
律
第
１
１
２
号
）
附

則
別
表
第
１
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
関
（
以
下
「
旧
機
関
」
と
い
う
。
）
に
使
用
さ
れ
る
者
が
、
同

法
附
則
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
い
て
国
立
大
学
法
人
等
（
国
立
大
学
法
人
及
び
大
学
共
同

利
用
機
関
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
使
用
さ
れ
る
者
（
以
下
「
国
立
大
学
法
人
等
職
員
」

と
い
う
。
）
と
な
り
、
か
つ
、
引
き
続
き
国
立
大
学
法
人
等
職
員
と
し
て
在
職
し
た
後
引
き
続
い

て
職
員
と
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
の
退
職
手
当
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
勤
続
期
間
の
計
算

に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
国
立
大
学
法
人
等
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
を
職
員
と
し

て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
国
立
大
学
法
人
等
を
退
職
し
た
こ

と
に
よ
り
退
職
手
当
（
こ
れ
に
相
当
す
る
給
付
を
含
む
。
）
の
支
給
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

 

（
国
立
大
学
法
人
等
に
復
帰
し
た
職
員
に
対
す
る
退
職
手
当
に
係
る
特
例
）

 

第
１
２
条

 
旧
機
関
に
使
用
さ
れ
る
者
が
、
第
７
条
第
６
項
に
規
定
す
る
事
由
に
よ
つ
て
引
き
続
い

て
職
員
と
な
り
、
か
つ
、
引
き
続
い
て
職
員
と
し
て
在
職
し
た
後
引
き
続
い
て
国
立
大
学
法
人
等

職
員
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
職
員
と
し
て
の
勤
続
期
間
が
、
当
該
国
立
大
学
法
人

 

等
の
退
職
手
当
の
支
給
の
基
準
に
よ
り
、
当
該
国
立
大
学
法
人
等
職
員
と
し
て
の
勤
続
期
間
に
通

算
さ
れ
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
市
長
が
定
め
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
条
例
の
規
定

に
よ
る
退
職
手
当
は
、
支
給
し
な
い
。

 

（
給
料
月
額
の
減
額
改
定
が
あ
つ
た
場
合
の
給
料
月
額
の
特
例
）

 

第
１
３
条

 
退
職
し
た
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
に
給
料
月
額
の
減
額
改
定
に
よ
り
そ
の
者
の
給
料
月

額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
減
額
改
定
前
の
給
料
月
額
と
減
額
改

定
後
の
給
料
月
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
給
料
と
し
て
支
給
さ
れ
た
と
き
は
、
市
長
が
定
め

る
場
合
を
除
き
、
退
職
手
当
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
給
料
月
額
に
は
、
当
該
差
額
に
相
当
す
る
額

を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

 

（
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
退
職
し
た
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
特
例
）

 

第
１
４
条

 
当
分
の
間
、
第
２
条
第
２
項
及
び
第
７
条
の
２
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
及

 

 

 1
1
 
当
分
の
間
、
１
１
年
以
上
２
５
年
未
満
の
期
間
勤
続
し
た
者
で
あ
つ
て
、
６
０
歳
に
達
し
た
日

以
後
そ
の
者
の
非
違
に
よ
る
こ
と
な
く
退
職
し
た
者
（
定
年
の
定
め
の
な
い
職
を
退
職
し
た
者
及

び
第
４
条
第
１
項
又
は
第
２
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
は
、
同
条
第
１
項
に
規
定
す

る
者
と
み
な
す
。

 

（
２
５
年
以
上
勤
続
後
の
６
０
歳
以
後
退
職
者
の
退
職
手
当
の
基
本
額
の
特
例
）

 

1
2
 
当
分
の
間
、
２
５
年
以
上
の
期
間
勤
続
し
た
者
で
あ
つ
て
、
６
０
歳
に
達
し
た
日
以
後
そ
の
者

の
非
違
に
よ
る
こ
と
な
く
退
職
し
た
者
（
定
年
の
定
め
の
な
い
職
を
退
職
し
た
者
及
び
第
５
条
第

１
項
又
は
第
２
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
は
、
同
条
第
１
項
に
規
定
す
る
者
と
み
な

す
。

 

（
給
料
月
額
の
減
額
改
定
の
特
例
）

 

1
3
 
当
分
の
間
、
第
５
条
の
２
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
条
例
又
は
規
程
に

よ
る
改
定
」
と
あ
る
の
は
、
「
条
例
又
は
規
程
に
よ
る
改
定
（
吹
田
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
（
昭
和
２
６
年
吹
田
市
条
例
第
１
６
５
号
）
附
則
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
職
員
の
給

料
月
額
の
改
定
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。

 

（
定
年
前
早
期
退
職
者
に
係
る
特
例
）

 

1
4
 
当
分
の
間
、
第
５
条
の
３
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め

ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
か
ら
１
５
年
（
公
衆
衛
生
業
務
に
従
事
す
る
医
師
に
あ
つ
て

は
、
１
０
年
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
６
０
歳
か
ら
１
０
年
（
公
衆
衛
生
業
務
に
従
事
す
る
医
師
に

あ
つ
て
は
、
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
か
ら
１
０
年
）
」
と
す

る
。

 

（
勧
奨
退
職
等
の
場
合
の
定
年
前
早
期
退
職
者
の
退
職
手
当
の
基
本
額
に
係
る
特
例
）

 

1
5
 
当
分
の
間
、
第
５
条
第
１
項
に
規
定
す
る
者
（
定
員
の
減
少
若
し
く
は
組
織
の
改
廃
の
た
め
過

員
若
し
く
は
廃
職
を
生
ず
る
こ
と
に
よ
り
退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
任
命
権
者
が
市
長
の
承
認
を
得

た
も
の
又
は
公
務
上
の
傷
病
若
し
く
は
死
亡
に
よ
り
退
職
し
た
者
を
除
く
。
）
に
対
す
る
第
５
条

の
３
及
び
第
６
条
の
３
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

 
第
５
条
の
３
中
「
定
年
に
達
す
る
日
か

ら
６
月
前
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
「
６
０
歳
に
達
す
る
日
ま
で
に
」
と
、
第
５
条
の
３
の
表
第
５
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び
同
条
第
２
号
中
「
１
２
月
」
と
あ
る
の
は
、
「
６
月
」
と
す
る
。

 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
２
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
と
み
な
さ
れ

た
者
（
引
継
対
象
任
用
期
間
が
１
２
月
を
超
え
る
に
至
つ
た
者
を
除
く
。
）
に
対
す
る
退
職
手
当

の
額
は
、
第
２
条
の
３
か
ら
第
６
条
の
５
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に

1
0
0
分
の

5
0
を
乗

じ
て
得
た
額
と
す
る
。

 

（
令
和
４
年
３
月
３
１
日
以
前
に
退
職
し
た
職
員
に
対
す
る
失
業
者
の
退
職
手
当
の
特
例
）

 

第
１
５
条

 
令
和
４
年
３
月
３
１
日
以
前
に
退
職
し
た
職
員
に
対
す
る
第
１
０
条
第
１
０
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
２
８
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
２
８
条
ま
で
及
び
附
則
第

５
条
」
と
、
同
項
第
２
号
ア
中
「
該
当
し
」
と
あ
る
の
は
「
該
当
し
又
は
同
法
附
則
第
５
条
第
１

項
に
規
定
す
る
地
域
内
に
居
住
し
」
と
、
「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
２
４
条
の
２
第
１

項
」
と
す
る
。

 

 

 

条
第
１
項
の
項
、
第
５
条
の
２
第
１
項
第
１
号
の
項
及
び
第
５
条
の
２
第
１
項
第
２
号
の
項
並
び

に
第
６
条
の
３
の
表
第
６
条
の
項
、
第
６
条
の
２
第
１
号
の
項
及
び
第
６
条
の
２
第
２
号
の
項
中

「
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年
数
１
年
に

つ
き
」
と
あ
る
の
は
「
６
０
歳
と
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年
数

１
年
に
つ
き
」
と
す
る
。

 

（
整
理
退
職
等
の
場
合
の
６
０
歳
前
定
年
前
早
期
退
職
者
の
退
職
手
当
の
基
本
額
に
係
る
特
例
）

 

1
6
 
当
分
の
間
、
第
５
条
第
１
項
に
規
定
す
る
者
（
定
員
の
減
少
若
し
く
は
組
織
の
改
廃
の
た
め
過

員
若
し
く
は
廃
職
を
生
ず
る
こ
と
に
よ
り
退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
任
命
権
者
が
市
長
の
承
認
を
得

た
も
の
又
は
公
務
上
の
傷
病
若
し
く
は
死
亡
に
よ
り
退
職
し
た
者
に
限
る
。
）
が
６
０
歳
に
達
す

る
日
前
に
退
職
し
た
場
合
に
お
け
る
第
５
条
の
３
及
び
第
６
条
の
３
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
５
条
の
３
の
表
第
５
条
第
１
項
の
項
、
第
５
条
の
２
第
１
項
第
１
号
の
項
及
び
第
５
条
の

２
第
１
項
第
２
号
の
項
並
び
に
第
６
条
の
３
の
表
第
６
条
の
項
、
第
６
条
の
２
第
１
号
の
項
及
び

第
６
条
の
２
第
２
号
の
項
中
「

1
0
0
分
の
２
」
と
あ
る
の
は
、
「
６
０
歳
と
退
職
の
日
に
お
け
る

そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年
数
に

1
0
0
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
割
合
を
退
職
の
日
に
お

い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相

当
す
る
年
数
で
除
し
て
得
た
割
合
」
と
す
る
。

 

（
整
理
退
職
等
の
場
合
の
６
０
歳
以
後
定
年
前
早
期
退
職
者
の
退
職
手
当
の
基
本
額
に
係
る
特

例
）

 

1
7
 
当
分
の
間
、
第
５
条
第
１
項
に
規
定
す
る
者
（
定
員
の
減
少
若
し
く
は
組
織
の
改
廃
の
た
め
過

員
若
し
く
は
廃
職
を
生
ず
る
こ
と
に
よ
り
退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
任
命
権
者
が
市
長
の
承
認
を
得

た
も
の
又
は
公
務
上
の
傷
病
若
し
く
は
死
亡
に
よ
り
退
職
し
た
者
に
限
る
。
）
が
６
０
歳
に
達
し

た
日
以
後
に
退
職
し
た
場
合
に
お
け
る
第
５
条
の
３
及
び
第
６
条
の
３
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
５
条
の
３
の
表
第
５
条
第
１
項
の
項
、
第
５
条
の
２
第
１
項
第
１
号
の
項
及
び
第
５
条
の

２
第
１
項
第
２
号
の
項
並
び
に
第
６
条
の
３
の
表
第
６
条
の
項
、
第
６
条
の
２
第
１
号
の
項
及
び

第
６
条
の
２
第
２
号
の
項
中
「

1
0
0
分
の
２
」
と
あ
る
の
は
、
「

1
0
0
分
の
２
を
退
職
の
日
に
お
い

て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
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す
る
年
数
で
除
し
て
得
た
割
合
」
と
す
る
。

 

（
退
職
手
当
の
基
本
額
の
特
例
の
適
用
除
外
）

 

1
8
 
附
則
第
１
１
項
及
び
第
１
２
項
並
び
に
前
３
項
の
規
定
は
、
公
衆
衛
生
業
務
に
従
事
す
る
医
師

が
退
職
し
た
場
合
に
支
給
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。
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（
趣
旨
）

 

第
１
条

 
こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
６
１
号
）
第
２
８
条
の
２
第
１

項
及
び
第
２
項
並
び
に
第
２
８
条
の
３
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
定
年
等
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 

 

（
趣
旨
）

 

第
１
条

 
こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
６
１
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
２
２
条
の
４
第
１
項
及
び
第
２
項
、
第
２
８
条
の
２
、
第
２
８
条
の
５
、
第
２
８
条
の

６
第
１
項
及
び
第
２
項
並
び
に
第
２
８
条
の
７
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
定
年
等
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制
の
対
象
と
な
る
職
）

 

第
２
条

 
法
第
２
８
条
の
２
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
職
は
、
吹
田
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
（
昭
和
２
６
年
吹
田
市
条
例
第
１
６
５
号
）
第
１
１
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
職
員

の
職
（
公
衆
衛
生
業
務
に
従
事
す
る
医
師
が
占
め
る
職
を
除
く
。
以
下
「
管
理
監
督
職
」
と
い

う
。
）
と
す
る
。

 

（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
）

 

第
３
条

 
法
第
２
８
条
の
２
第
２
項
の
条
例
で
定
め
る
年
齢
（
以
下
「
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年

齢
」
と
い
う
。
）
は
、
６
０
歳
と
す
る
。

 

（
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
行
う
に
当
た
つ
て
遵
守
す
べ
き
基
準
）

 

第
４
条

 
任
命
権
者
は
、
法
第
２
８
条
の
２
第
４
項
に
規
定
す
る
他
の
職
へ
の
降
任
等
（
以
下
「
他

の
職
へ
の
降
任
等
」
と
い
う
。
）
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

⑴
 
当
該
職
員
の
人
事
評
価
の
結
果
又
は
勤
務
の
状
況
及
び
職
務
経
験
等
に
基
づ
き
、
降
任
又
は

転
任
（
降
給
を
伴
う
転
任
に
限
る
。
）
（
以
下
「
降
任
等
」
と
い
う
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
職

の
属
す
る
職
制
上
の
段
階
の
標
準
的
な
職
に
係
る
法
第
１
５
条
の
２
第
１
項
第
５
号
に
規
定
す

る
標
準
職
務
遂
行
能
力
（
以
下
「
標
準
職
務
遂
行
能
力
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
降
任
等
を
し

よ
う
と
す
る
職
に
つ
い
て
の
適
性
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
職
に
降
任
等
を
す
る
こ
と
。

 

⑵
 
人
事
の
計
画
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
た
上
で
、
管
理
監
督
職
以
外
の
職
又
は
管
理
監
督
職

 

 

議
案
第
８
６
号
参
考
資
料
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勤
務
上
限
年
齢
が
当
該
職
員
の
年
齢
を
超
え
る
管
理
監
督
職
の
う
ち
で
き
る
限
り
上
位
の
職
制

上
の
段
階
に
属
す
る
職
に
降
任
等
を
す
る
こ
と
。

 

⑶
 
当
該
職
員
の
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
す
る
際
に
、
当
該
職
員
が
占
め
て
い
た
管
理
監
督
職
が

属
す
る
職
制
上
の
段
階
よ
り
上
位
の
職
制
上
の
段
階
に
属
す
る
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員

（
以
下
「
上
位
職
職
員
」
と
い
う
。
）
の
他
の
職
へ
の
降
任
等
も
す
る
場
合
に
は
、
当
該
上
位

職
職
員
の
降
任
等
に
係
る
職
が
属
す
る
職
制
上
の
段
階
と
同
じ
職
制
上
の
段
階
又
は
当
該
職
制

上
の
段
階
よ
り
下
位
の
職
制
上
の
段
階
に
属
す
る
職
に
降
任
等
を
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該

上
位
職
職
員
に
つ
い
て
、
第
１
号
に
掲
げ
る
基
準
に
従
い
当
該
職
員
の
降
任
等
に
係
る
職
が
属

す
る
職
制
上
の
段
階
よ
り
下
位
の
職
制
上
の
段
階
に
属
す
る
職
に
降
任
等
を
す
る
こ
と
を
妨
げ

る
も
の
で
は
な
い
。

 

（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
等
及
び
管
理
監
督
職
へ
の
任
用
の
制
限
の
特
例
）

 

第
５
条

 
任
命
権
者
は
、
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
す
べ
き
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、

次
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
職
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期

間
（
当
該
管
理
監
督
職
に
係
る
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
達
し
た
日
の
翌
日
か
ら
同
日
以
後

に
お
け
る
最
初
の
４
月
１
日
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
超
え
な
い
期
間
内
（
当
該
期
間
内
に
第
８
条
第
１
項
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
（
以
下
こ

の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
定
年
退
職
日
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
異
動

期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
定
年
退
職
日
ま
で
の
期
間
内
。
第
３
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
当
該
異

動
期
間
を
延
長
し
、
引
き
続
き
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
、
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め

た
ま
ま
勤
務
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

⑴
 
当
該
職
務
が
高
度
の
知
識
、
技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
当
該
職
員

の
他
の
職
へ
の
降
任
等
に
よ
る
当
該
職
員
が
占
め
る
職
の
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ
と
。

 

⑵
 
当
該
職
務
に
係
る
勤
務
環
境
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
特
殊
性
が
あ
る
た
め
、
当
該
職
員
の
他

の
職
へ
の
降
任
等
に
よ
る
当
該
職
員
が
占
め
る
職
の
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ
と
。
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⑶
 
当
該
職
務
を
担
当
す
る
者
の
交
替
が
当
該
業
務
の
遂
行
上
重
大
な
障
害
と
な
る
特
別
の
事
情

が
あ
る
た
め
、
当
該
職
員
の
他
の
職
へ
の
降
任
等
に
よ
り
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず

る
こ
と
。

 

２
 
任
命
権
者
は
、
前
項
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ

れ
た
期
間
を
含
む
。
）
が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、
前
項
各
号
に
掲

げ
る
事
由
が
引
き
続
き
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
長
の
承
認
を
得
て
、
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動

期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
超
え
な
い
期
間
内
（
当
該
期
間
内
に
定
年
退
職
日
が

あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
定
年
退
職
日
ま
で
の

期
間
内
。
第
４
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
更
に
延
長
さ
れ
る
当
該
異
動
期
間
の
末
日
は
、
当
該
職
員
が
占
め
る
管
理
監

督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 

３
 
任
命
権
者
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
き
、

他
の
職
へ
の
降
任
等
を
す
べ
き
特
定
管
理
監
督
職
群
（
職
務
の
内
容
が
相
互
に
類
似
す
る
複
数
の

管
理
監
督
職
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
年
齢
別
構
成
そ

の
他
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
管
理
監
督
職
と
し
て
規
則
で
定
め
る
管
理
監
督
職
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
属
す
る
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、
当
該
特
定
管
理
監
督
職
群
に
属
す
る

管
理
監
督
職
の
属
す
る
職
制
上
の
段
階
の
標
準
的
な
職
に
係
る
標
準
職
務
遂
行
能
力
及
び
当
該
管

理
監
督
職
に
つ
い
て
の
適
性
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
（
当
該
管
理
監
督
職
に
係
る
管
理
監

督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
達
し
た
職
員
を
除
く
。
）
の
数
が
当
該
管
理
監
督
職
の
数
に
満
た
な
い
等

の
事
情
が
あ
る
た
め
、
当
該
職
員
の
他
の
職
へ
の
降
任
等
に
よ
る
当
該
管
理
監
督
職
の
欠
員
を
容

易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
業
務
の
遂
行
に
重
大
な
障
害
が
生
ず
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当

該
職
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
超
え
な

い
期
間
内
で
当
該
異
動
期
間
を
延
長
し
、
引
き
続
き
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
て
い
る
職
員
に
当

該
管
理
監
督
職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務
を
さ
せ
、
又
は
当
該
職
員
を
当
該
管
理
監
督
職
が
属
す
る
特

定
管
理
監
督
職
群
の
他
の
管
理
監
督
職
に
降
任
し
、
若
し
く
は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

４
 
任
命
権
者
は
、
第
１
項
若
し
く
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
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（
定
年
に
よ
る
退
職
）

 

第
２
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

（
定
年
）

 

第
３
条

 
職
員
の
定
年
は
、
６
０
歳
と
す
る
。
た
だ
し
、
公
衆
衛
生
業
務
に
従
事
す
る
医
師
の
定
年

は
、
６
５
歳
と
す
る
。

 

（
定
年
に
よ
る
退
職
の
特
例
）

 

第
４
条

 
任
命
権
者
は
、
定
年
に
達
し
た
職
員
が
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
退
職
す
べ
き
こ
と
と
な
る

場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
職
員
に
係
る
定

年
退
職
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
限
を
定
め
、
そ
の
職
員
を
当
該

職
務
に
従
事
さ
せ
る
た
め
引
き
続
い
て
勤
務
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

 

延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
前
項
に
規

定
す
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
（
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
を
更

に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
を
除
く
。
）
、
又
は
前
項
若
し
く
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
異

動
期
間
（
前
３
項
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
が
延
長
さ
れ
た
管

理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
前
項
に
規
定
す
る
事
由
が
引
き
続
き
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
市
長
の
承
認
を
得
て
、
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を

超
え
な
い
期
間
内
で
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
異
動
期
間
の
延
長
等
に
係
る
職
員
の
同
意
）

 

第
６
条

 
任
命
権
者
は
、
前
条
第
１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
す
る
場

合
及
び
同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
管
理
監
督
職
に
降
任
し
、
又
は
転
任
す
る
場
合
（
降
給

を
伴
わ
な
い
転
任
を
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
職
員
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

（
異
動
期
間
の
延
長
事
由
が
消
滅
し
た
場
合
の
措
置
）

 

第
７
条

 
任
命
権
者
は
、
第
５
条
第
１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
し
た

場
合
に
お
い
て
、
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
到
来
前
に
当
該
異
動
期
間
の
延
長
の
事
由
が
消
滅
し

た
と
き
は
、
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
す
る
も
の
と
す
る
。

 

（
定
年
に
よ
る
退
職
）

 

第
８
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

（
定
年
）

 

第
９
条

 
職
員
の
定
年
は
、
６
５
歳
と
す
る
。

 

 

（
定
年
に
よ
る
退
職
の
特
例
）

 

第
１
０
条

 
任
命
権
者
は
、
定
年
に
達
し
た
職
員
が
第
８
条
の
規
定
に
よ
り
退
職
す
べ
き
こ
と
と
な

る
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
当
該
職
員
に
係
る
定
年
退
職
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
限
を

定
め
、
当
該
職
員
を
当
該
定
年
退
職
日
に
お
い
て
従
事
し
て
い
る
職
務
に
従
事
さ
せ
る
た
め
、
引
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⑴
 
当
該
職
務
が
高
度
の
知
識
、
技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
職
員

の
退
職
に
よ
り
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
と
き
。

 

⑵
 
当
該
職
務
に
係
る
勤
務
環
境
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
特
殊
性
が
あ
る
た
め
、
そ
の
職
員
の
退

職
に
よ
る
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

 

⑶
 
当
該
職
務
を
担
当
す
る
者
の
交
替
が
そ
の
業
務
の
遂
行
上
重
大
な
障
害
と
な
る
特
別
の
事
情

が
あ
る
た
め
、
そ
の
職
員
の
退
職
に
よ
り
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
と
き
。

 

２
 
任
命
権
者
は
、
前
項
の
期
限
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
限
が
到
来
す
る
場
合

に
お
い
て
、
前
項
の
事
由
が
引
き
続
き
存
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
長
の
承
認
を
得
て
、
１
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
限
は
、
そ
の
職
員

に
係
る
定
年
退
職
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 

３
 
任
命
権
者
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
を
引
き
続
い
て
勤
務
さ
せ
る
場
合
又
は
前
項
の
規

定
に
よ
り
期
限
を
延
長
す
る
場
合
に
は
、
当
該
職
員
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

４
 
任
命
権
者
は
、
第
１
項
の
期
限
又
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
限
が
到
来
す
る
前

に
第
１
項
の
事
由
が
存
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
職
員
の
同
意
を
得
て
、
期
日
を

定
め
て
そ
の
期
限
を
繰
り
上
げ
て
退
職
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

５
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

 

き
続
き
勤
務
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
５
条
第
１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
の
規
定
に
よ

り
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
異
動
期
間
を
含
む
。
）
を
延
長
し
た
職
員
で

あ
つ
て
、
定
年
退
職
日
に
お
い
て
管
理
監
督
職
を
占
め
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
１
項

又
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
異
動
期
間
を
延
長
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
引
き
続
き
勤
務
さ
せ

る
こ
と
に
つ
い
て
市
長
の
承
認
を
得
た
と
き
に
限
る
も
の
と
し
、
当
該
期
限
は
、
当
該
職
員
が
占

め
て
い
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
超
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

 

⑴
 
当
該
職
務
が
高
度
の
知
識
、
技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
当
該
職
員

の
退
職
に
よ
る
当
該
職
員
が
占
め
る
職
の
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
公
務
の

運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ
と
。

 

⑵
 
当
該
職
務
に
係
る
勤
務
環
境
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
特
殊
性
が
あ
る
た
め
、
当
該
職
員
の
退

職
に
よ
る
当
該
職
員
が
占
め
る
職
の
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
公
務
の
運
営

に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ
と
。

 

⑶
 
当
該
職
務
を
担
当
す
る
者
の
交
替
が
当
該
業
務
の
遂
行
上
重
大
な
障
害
と
な
る
特
別
の
事
情

が
あ
る
た
め
、
当
該
職
員
の
退
職
に
よ
り
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ
と
。

 

２
 
任
命
権
者
は
、
前
項
の
期
限
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
限
が
到
来
す
る
場
合

に
お
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
引
き
続
き
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
長
の
承
認
を
得

て
、
こ
れ
ら
の
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
限
を
延
長
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
限
は
、
当
該
職
員
に
係
る
定
年
退
職
日
（
同
項
た
だ
し
書
に
規
定

す
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
職
員
が
占
め
て
い
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
）
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 

３
 
任
命
権
者
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
を
引
き
続
き
勤
務
さ
せ
る
場
合
又
は
前
項
の
規
定

に
よ
り
期
限
を
延
長
す
る
場
合
に
は
、
当
該
職
員
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

４
 
任
命
権
者
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
職
員
及
び
第
２
項

の
規
定
に
よ
り
期
限
が
延
長
さ
れ
た
職
員
に
つ
い
て
、
第
１
項
の
期
限
又
は
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
延
長
さ
れ
た
期
限
が
到
来
す
る
前
に
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
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(
 
6 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

   

（
定
年
に
関
す
る
施
策
の
調
査
等
）

 

第
５
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

               

附
 
則

 

（
施
行
期
日
）

 

１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

（
経
過
措
置
）

 

２
 
第
４
条
の
規
定
は
、
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
５
６
年
法
律
第
９
２

号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
退
職
す
べ
き
こ
と
と
な

る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
４
条
第
１
項
中
「
第
２
条
」
と
あ
る
の

 

 

 

き
は
、
当
該
職
員
の
同
意
を
得
て
、
期
日
を
定
め
て
当
該
期
限
を
繰
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。

 

５
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

（
定
年
に
関
す
る
施
策
の
調
査
等
）

 

第
１
１
条

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
任
用
）

 

第
１
２
条

 
任
命
権
者
は
、
６
０
歳
に
達
し
た
日
以
後
に
退
職
（
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の

他
の

法
律

に
よ

り
任

期
を

定
め

て
任
用

さ
れ

る
職

員
の

退
職

を
除
く

。
）

を
し

た
者

（
以

下

「
６
０
歳
以
上
退
職
者
」
と
い
う
。
）
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
情
報
に

基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
短
時
間
勤
務
の
職
（
当
該
職
を
占
め
る
職
員
の
１
週
間
当
た
り
の
通
常
の

勤
務
時
間
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
と
同
種
の
職
を
占

め
る
職
員
の
１
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
に
比
し
短
い
時
間
で
あ
る
職
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
６
０
歳
以
上
退
職
者
が
そ
の
者
を
採
用
し
よ
う

と
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
に
係
る
定
年
退
職
日
相
当
日
（
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
が
、

常
時
勤
務
を
要
す
る
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
と
同
種
の
職
を
占
め
て
い
る
も
の

と
し
た
場
合
に
お
け
る
定
年
退
職
日
を
い
う
。
）
を
経
過
し
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

 

（
委
任
）

 

第
１
３
条

 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

 

 

附
 
則

 

（
施
行
期
日
）

 

１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

（
定
年
に
関
す
る
経
過
措
置
）

 

２
 
次

の
表
の

左
欄

に
掲

げ
る

期
間

に
お
け

る
第

９
条

の
規

定
の

適
用
に

つ
い

て
は

、
同

条
中

「
６
５
歳
」
と
あ
る
の
は
、
同
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ

る
字
句
と
す
る
。

 

 

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
３
１
日
ま
で

 
６
１
歳

 

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月
３
１
日
ま
で

 
６
２
歳
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(
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) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

は
「
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
５
６
年
法
律
第
９
２
号
）
附
則
第
３
条
」

と
、
同
項
及
び
同
条
第
２
項
中
「
そ
の
職
員
に
係
る
定
年
退
職
日
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
６
０
年

３
月
３
１
日
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 

  ３
 
第
５
条
の
規
定
は
、
改
正
法
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
退
職
し
た
場
合
又
は
前
項
に

お
い
て
準
用
す
る
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
５
条
第
１
項
中
「
第
２
条
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
公
務
員
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
５
６
年
法
律
第
９
２
号
）
附
則
第
３
条
」
と
、
「
前
条
」
と
あ
る
の

は
「
附
則
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
同
条
第
３
項
中
「
そ
の
者
に
係
る
定
年
退
職

日
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
者
が
第
３
条
に
定
め
る
年
齢
に
達
し
た
日
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

 

 

 

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
３
１
日
ま
で

 
６
１
歳

 

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月
３
１
日
ま
で

 
６
２
歳

 

令
和
９
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
１
１
年
３
月
３
１
日
ま
で

 
６
３
歳

 

令
和
１
１
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
１
３
年
３
月
３
１
日
ま
で

 
６
４
歳

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
 
公
衆
衛
生
業
務
に
従
事
す
る
医
師
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

 

      

（
情
報
の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確
認
）

 

４
 
任
命
権
者
は
、
当
分
の
間
、
職
員
（
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期

を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
及
び
公
衆
衛
生
業
務
に
従
事
す
る
医
師
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
が

６
０
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
以
下
「
情
報
の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確
認

を
行
う
べ
き
年
度
」
と
い
う
。
）
（
情
報
の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確
認
を
行
う
べ
き
年
度
に

職
員
で
な
か
つ
た
者
で
、
当
該
情
報
の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確
認
を
行
う
べ
き
年
度
の
末
日

後
に
採
用
さ
れ
た
職
員
（
異
動
等
に
よ
り
情
報
の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確
認
を
行
う
べ
き
年

度
の

末
日

を
経

過
す

る
こ

と
と
な

つ
た

職
員

（
以

下
「

末
日
経

過
職

員
」

と
い

う
。

）
を

除

く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
職
員
が
採
用
さ
れ
た
日
か
ら
同
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
の
期

間
、
末
日
経
過
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
職
員
の
異
動
等
の
日
が
属
す
る
年
度
（
当
該
日
が
年
度

の
初
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
年
度
の
前
年
度
）
）
に
お
い
て
、
当
該
職
員
に
対
し
、
当
該
職
員

が
６
０
歳
に
達
す
る
日
以
後
に
適
用
さ
れ
る
任
用
及
び
給
与
に
関
す
る
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
必

要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
同
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
勤
務
の
意
思
を
確

認
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
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附
則
第
２
３
項
関
係

 

吹
田
市
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
勤
務
時
間
）

 

第
２
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
勤
務
時
間
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
時
間
の
範
囲
内
で
、
任
命
権
者
が
定
め
る
。

 

⑴
 
地
方
公
務
員
法
第
２
８
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
（
以

下
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）

 
休
憩
時
間
を
除
き
１
週
間
に
つ
い
て
１
６
時

間
か
ら
３
２
時
間
ま
で

 

⑵
 

 

３
 

４
 
日
曜
日
及
び
土
曜
日
は
、
週
休
日
（
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

と
す
る
。
た
だ
し
、
任
命
権
者
は
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
日
に
加
え
て
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
５
日
間
に
お
い

て
、
週
休
日
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

５
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

７
 

 

（
休
暇
）

 

第
６
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
年
次
休
暇
は
、
１
の
年
ご
と
に
お
け
る
休
暇
と
し
、
そ
の
日
数
は
、
１
の
年
に
お
い
て
２
０
日

（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
日
数
等
を
考
慮
し
２
０
日
を
超
え
な

い
範
囲
内
で
規
則
で
定
め
る
日
数
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
年
の
中
途
に
お
い
て
新
た
に
職
員
と
な

つ
た
者
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
者
の
当
該
年
の
年
次
休
暇
の
日
数
は
、
規
則
で
定
め
る
。

 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

 

（
勤
務
時
間
）

 

第
２
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
勤
務
時
間
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
時
間
の
範
囲
内
で
、
任
命
権
者
が
定
め
る
。

 

⑴
 
地
方
公
務
員
法
第
２
２
条
の
４
第
３
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
以

下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）

 
休
憩
時
間
を
除
き
１
週
間
に
つ
い
て

１
６
時
間
か
ら
３
２
時
間
ま
で

 

⑵
 

 

３
 

４
 
日
曜
日
及
び
土
曜
日
は
、
週
休
日
（
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

と
す
る
。
た
だ
し
、
任
命
権
者
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
日
に
加
え
て
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
５
日
間
に

お
い
て
、
週
休
日
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

５
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

７
 

 

（
休
暇
）

 

第
６
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
年
次
休
暇
は
、
１
の
年
ご
と
に
お
け
る
休
暇
と
し
、
そ
の
日
数
は
、
１
の
年
に
お
い
て
２
０
日

（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
日
数
等
を
考
慮
し
２
０
日
を

超
え
な
い
範
囲
内
で
規
則
で
定
め
る
日
数
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
年
の
中
途
に
お
い
て
新
た
に
職

員
と
な
つ
た
者
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
者
の
当
該
年
の
年
次
休
暇
の
日
数
は
、
規
則
で
定
め

る
。

 

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

～  

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

～  
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は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 ４
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

９
 

 

 ３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

９
 

 

 附
則
第
２
５
項
関
係

 

吹
田
市
職
員
定
数
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
定
義
）

 

第
１
条

 
次
条
か
ら
第
４
条
ま
で
に
お
い
て
「
職
員
」
と
は
、
一
般
職
の
職
員
（
吹
田
市
職
員
の
公

益
的
法
人
等
へ
の
派
遣
に
関
す
る
条
例
（
平
成
１
４
年
吹
田
市
条
例
第
６
号
）
第
２
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
益
的
法
人
等
へ
派
遣
さ
れ
た
職
員
及
び
吹
田
市
職
員
の
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の

機
関
等
へ
の
派
遣
に
関
す
る
条
例
（
平
成
１
９
年
吹
田
市
条
例
第
９
号
）
第
２
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
へ
派
遣
さ
れ
た
職
員
を
含
み
、
次
に
掲
げ
る
職
員
を
除

く
。
）
を
い
う
。

 

⑴
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑵
 
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
６
１
号
）
第
２
８
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
短

時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員

 

⑶
 

 

⑷
 

 

 

（
定
義
）

 

第
１
条

 
次
条
か
ら
第
４
条
ま
で
に
お
い
て
「
職
員
」
と
は
、
一
般
職
の
職
員
（
吹
田
市
職
員
の
公

益
的
法
人
等
へ
の
派
遣
に
関
す
る
条
例
（
平
成
１
４
年
吹
田
市
条
例
第
６
号
）
第
２
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
益
的
法
人
等
へ
派
遣
さ
れ
た
職
員
及
び
吹
田
市
職
員
の
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の

機
関
等
へ
の
派
遣
に
関
す
る
条
例
（
平
成
１
９
年
吹
田
市
条
例
第
９
号
）
第
２
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
へ
派
遣
さ
れ
た
職
員
を
含
み
、
次
に
掲
げ
る
職
員
を
除

く
。
）
を
い
う
。

 

⑴
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑵
 
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
６
１
号
）
第
２
２
条
の
４
第
３
項
に
規
定
す
る
定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

 

⑶
 

 

⑷
 

 

 

～  

～  

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－
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(
 
1 
) 

 

総
務
部
人
事
室

 

第
１
条
関
係

 

吹
田
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
）

 

第
２
条

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
地

方
公
務
員
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
６
１
号
）
第
２
８
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤

務
の
職
を
占
め
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
（
同
法
第
２
２
条
の

２
第
１
項
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
以
下
「
非
常
勤
の
職
員
」
と
総
称
す

る
。
）
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

 

⑴
 
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
非
常
勤
の
職
員

 

ア
 
そ
の
養
育
す
る
子
（
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
子
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
が
１
歳
６
か
月
に
達
す
る
日
（
以
下
「
１
歳
６
か
月
到
達
日
」
と
い
う
。
）
ま
で
引

き
続
き
在
職
す
る
見
込
み
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
。

 

イ
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑵
 
第
４
条
第
３
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
非
常
勤
の
職
員
（
そ
の
養
育
す
る
子
が
１
歳
に

達
す
る
日
（
同
条
に
お
い
て
「
１
歳
到
達
日
」
と
い
う
。
）
又
は
そ
の
翌
日
に
お
い
て
当
該
子

に
つ
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非
常
勤
の
職
員
に
限
る
。
）

 

⑶
 
第
５
条
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
非
常
勤
の
職
員
（
そ
の
養
育
す
る
子
の
１
歳
６
か
月

到
達
日
に
お
い
て
当
該
子
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非
常
勤
の
職
員
に
限
る
。
）

 

⑷
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

 

（
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
）

 

第
２
条

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
地

方
公
務
員
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
６
１
号
）
第
２
８
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤

務
の
職
を
占
め
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
（
同
法
第
２
２
条
の

２
第
１
項
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
以
下
「
非
常
勤
の
職
員
」
と
総
称
す

る
。
）
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

 

⑴
 
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
非
常
勤
の
職
員

 

ア
 
そ
の
養
育
す
る
子
（
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
子
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
が
１
歳
６
か
月
に
達
す
る
日
（
以
下
「
１
歳
６
か
月
到
達
日
」
と
い
う
。
）
（
当
該

子
の
出
生
の
日
か
ら
第
７
条
に
規
定
す
る
期
間
内
に
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
当
該
期
間
の
末
日
か
ら
６
月
を
経
過
す
る
日
、
第
５
条
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
子
が
２
歳
に
達
す
る
日
）
ま
で
引
き
続
き
在
職
す
る
見
込
み
が
な

い
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
。

 

イ
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑵
 
そ
の
養
育
す
る
子
が
１
歳
に
達
す
る
日
（
以
下
「
１
歳
到
達
日
」
と
い
う
。
）
（
当
該
子
に

つ
い
て
当
該
非
常
勤
の
職
員
が
第
４
条
第
２
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
育
児
休
業
の

期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
末
日

と
さ
れ
た
日
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非
常
勤
の

職
員
で
あ
っ
て
、
同
条
第
３
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
の
翌
日
を

育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

 

⑶
 
そ
の
養
育
す
る
子
の
１
歳
６
か
月
到
達
日
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非
常
勤
の
職
員

で
あ
っ
て
、
第
５
条
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
て
当
該
子
の
１
歳
６
か
月
到
達
日
の
翌
日
を

 

 

議
案
第
８
７
号
参
考
資
料
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(
 
2 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

    

（
非
常
勤
の
職
員
が
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
の
末
日
）

 

第
４
条

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
日
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
と
す
る
。

 

⑴
 

 

⑵
 

⑶
 
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
継
続
的
な
勤
務
の

た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き

 
当
該

育
児
休
業
に
係
る
子
の
１
歳
６
か
月
到
達
日

 

ア
 
非
常
勤
の
職
員
又
は
そ
の
配
偶
者
が
当
該
子
に
つ
い
て
１
歳
到
達
日
に
お
い
て
育
児
休
業

を
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
翌
日
か
ら
当
該
子
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す

る
と
き
。

 

イ
 
非
常
勤
の
職
員
が
前
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
が
当

該
子
の
１
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
末
日
の
翌
日
か
ら
当
該
子
に
つ
い
て

育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

 

ウ
 
非
常
勤
の
職
員
の
配
偶
者
が
当
該
子
に
つ
い
て
１
歳
到
達
日
以
前
か
ら
し
て
い
る
育
児
休

業
の
期
間
の
末
日
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
末
日
の
翌
日

か
ら
当
該
子
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

 

 

 

育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

 

⑷
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

（
非
常
勤
の
職
員
が
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
の
末
日
）

 

第
４
条

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
日
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
と
す
る
。

 

⑴
 

 

⑵
 

⑶
 
１
歳
か
ら
１
歳
６
か
月
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
非
常
勤
の
職
員
が
、
次
に
掲
げ
る

場
合
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
（
当
該
子
に
つ
い
て
こ
の
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て

育
児
休
業
を
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
第
６
条
第
７
号
に
掲
げ
る
事
情
に
該
当
す
る
と
き
に
あ

っ
て
は
イ
及
び
ウ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
、
市
長
が
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
ウ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
）

 
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
の
１
歳
６

か
月
到
達
日

 

ア
 
当
該
非
常
勤
の
職
員
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
（
当
該
非
常
勤
の
職
員
が
前
号
に
掲
げ
る

場
合
に
該
当
し
て
す
る
育
児
休
業
又
は
当
該
非
常
勤
の
職
員
の
配
偶
者
が
同
号
に
掲
げ
る
場

合
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た

日
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
末
日
と
さ
れ
た
日
（
当
該

非
常
勤
の
職
員
の
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
と
当
該
配
偶
者
の
育
児
休
業
の
期

間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
異
な
る
と
き
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
日
）
）
の
翌
日
（
当
該
配
偶

者
が
こ
の
号
に
掲
げ
る
場
合
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
合
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
の
翌
日
以
前
の
日
）
を
育
児

休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

 

イ
 
当
該
子
に
つ
い
て
、
当
該
非
常
勤
の
職
員
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
（
当
該
非
常
勤
の
職

員
が
前
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該

子
の
１
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
末
日
と
さ
れ
た
日
）
に
お
い
て
育
児

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－
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(
 
3 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

           

（
非
常
勤
の
職
員
が
子
が
２
歳
に
達
す
る
ま
で
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

 

第
５
条

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
場
合
は
、
非
常
勤
の
職
員
又
は
そ
の
配
偶

者
が
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
１
歳
６
か
月
到
達
日
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る

場
合
で
あ
っ
て
、
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
継
続
的
な
勤
務
の
た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

場
合
と
し
て
規
則
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
と
す
る
。

 

 

 

休
業
を
し
て
い
る
場
合
又
は
当
該
非
常
勤
の
職
員
の
配
偶
者
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
（
当

該
配
偶
者
が
同
号
に
掲
げ
る
場
合
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
育
児
休
業

の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

末
日
と
さ
れ
た
日
）
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
場
合

 

ウ
 
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
継
続
的
な
勤
務
の

た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合

 

エ
 
当
該
子
に
つ
い
て
、
当
該
非
常
勤
の
職
員
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
（
当
該
非
常
勤
の
職

員
が
前
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該

子
の
１
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
末
日
と
さ
れ
た
日
）
後
の
期
間
に
お

い
て
こ
の
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
た
こ
と
が
な
い
場
合

 

（
非
常
勤
の
職
員
が
子
が
２
歳
に
達
す
る
ま
で
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

 

第
５
条

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
場
合
は
、
１
歳
６
か
月
か
ら
２
歳
に
達
す

る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
非
常
勤
の
職
員
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
場
合
（
当
該
子
に
つ
い
て
こ
の
条
の
規
定
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て

次
条
第
７
号
に
掲
げ
る
事
情
に
該
当
す
る
と
き
に
あ
っ
て
は
第
２
号
及
び
第
３
号
に
掲
げ
る
場
合

に
該
当
す
る
場
合
、
市
長
が
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
掲
げ
る
場
合

に
該
当
す
る
場
合
）
と
す
る
。

 

⑴
 
当
該
非
常
勤
の
職
員
が
当
該
子
の
１
歳
６
か
月
到
達
日
の
翌
日
（
当
該
非
常
勤
の
職
員
の
配

偶
者
が
こ
の
条
の
規
定
に
該
当
し
、
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
合
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
の
翌
日
以
前
の
日
）
を
育

児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

 

⑵
 
当
該
子
に
つ
い
て
、
当
該
非
常
勤
の
職
員
が
当
該
子
の
１
歳
６
か
月
到
達
日
に
お
い
て
育
児

休
業
を
し
て
い
る
場
合
又
は
当
該
非
常
勤
の
職
員
の
配
偶
者
が
当
該
子
の
１
歳
６
か
月
到
達
日

に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
場
合

 

⑶
 
当
該
子
の
１
歳
６
か
月
到
達
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
継
続
的
な
勤

務
の
た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
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(
 
4 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

   

（
再
度
の
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
初
の
育
児
休
業
の
期
間
）

 

第
６
条

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
た
だ
し
書
の
条
例
で
定
め
る
期
間
は
、
５
７
日
間
と
す
る
。

 

（
再
度
の
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
の
事
情
）

 

第
７
条

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
た
だ
し
書
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
次
に
掲
げ
る

事
情
と
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑷
 

 

⑸
 
育
児
休
業
（
こ
の
号
の
規
定
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て

既
に
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
終
了
後
、
１
月
以
上
の
期
間
を
経
過
し
た
こ
と
（
当
該
育
児
休

業
を
し
た
職
員
が
、
当
該
育
児
休
業
の
承
認
の
請
求
の
際
育
児
休
業
に
よ
り
当
該
子
を
養
育
す

る
た

め
の

計
画

に
つ

い
て

育
児

休
業

計
画

書
に

よ
り

任
命

権
者

に
申

し
出

た
場

合
に

限

る
。
）
。

 

⑹
 
配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
そ
の
他
の
育

児
休
業
の
終
了
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児

休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ
と

と
な
っ
た
こ
と
。

 

⑺
 
第
４
条
第
３
号
に
掲
げ
る
場
合
又
は
第
５
条
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
。

 

⑻
 
そ
の
任
期
の
末
日
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非
常
勤
の
職
員
が
、
当
該
育
児
休
業
に

係
る
子
に
つ
い
て
、
引
き
続
く
任
期
の
初
日
か
ら
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

 

  

（
育
児
休
業
の
期
間
の
再
度
の
延
長
が
で
き
る
特
別
の
事
情
）

 

第
８
条

 
育
児
休
業
法
第
３
条
第
２
項
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
次
に
掲
げ
る
事
情
と
す

 

  

 

⑷
 
当
該
子
に
つ
い
て
、
当
該
非
常
勤
の
職
員
が
当
該
子
の
１
歳
６
か
月
到
達
日
後
の
期
間
に
お

い
て
こ
の
条
の
規
定
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
た
こ
と
が
な
い
場
合

 

  

（
２
回
を
超
え
る
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
の
事
情
）

 

第
６
条

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
た
だ
し
書
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
次
に
掲
げ
る

事
情
と
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑷
 

 

⑸
 
配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
そ
の
他
の
育

児
休
業
の
終
了
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児

休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ
と

と
な
っ
た
こ
と
。

 

⑹
 
第
４
条
第
３
号
に
掲
げ
る
場
合
又
は
第
５
条
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
。

 

⑺
 
そ
の
任
期
の
末
日
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
が
、

当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
引
き
続
く
任
期
の
初
日
か
ら
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す

る
こ
と
。

 

    

（
２
回
を
超
え
る
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
初
の
育
児
休
業
の
取
得
に
係
る
期
間
）

 

第
７
条

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
第
１
号
の
条
例
で
定
め
る
期
間
は
、
５
７
日
間
と
す
る
。

 

（
育
児
休
業
の
期
間
の
再
度
の
延
長
が
で
き
る
特
別
の
事
情
）

 

第
８
条

 
育
児
休
業
法
第
３
条
第
２
項
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾

 

 

～  

～  
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(
 
5 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

る
。

 

⑴
 
配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
そ
の
他
の
育

児
休
業
の
期
間
の
延
長
の
請
求
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に

よ
り
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
育
児
休
業
の
期
間
の
再
度
の
延
長
を
し
な
け
れ
ば
そ

の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。

 

⑵
 
第
５
条
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
。

 

 

 

病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
そ
の
他
の
育
児
休
業
の
期
間
の
延
長
の
請

求
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子

に
つ
い
て
育
児
休
業
の
期
間
の
再
度
の
延
長
を
し
な
け
れ
ば
そ
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
と
す
る
。
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(
 
6 
) 

第
２
条
関
係

 

吹
田
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 

 
行

 
 
 
（
第
１
条
に
よ
る
改
正
後
）

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
）

 

第
２
条

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
地

方
公
務
員
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
６
１
号
）
第
２
８
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤

務
の
職
を
占
め
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
（
同
法
第
２
２
条
の

２
第
１
項
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
以
下
「
非
常
勤
の
職
員
」
と
総
称
す

る
。
）
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

 

⑴
 
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
非
常
勤
の
職
員

 

ア
 
そ
の
養
育
す
る
子
（
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
子
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
が
１
歳
６
か
月
に
達
す
る
日
（
以
下
「
１
歳
６
か
月
到
達
日
」
と
い
う
。
）
（
当
該

子
の
出
生
の
日
か
ら
第
７
条
に
規
定
す
る
期
間
内
に
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
当
該
期
間
の
末
日
か
ら
６
月
を
経
過
す
る
日
、
第
５
条
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
子
が
２
歳
に
達
す
る
日
）
ま
で
引
き
続
き
在
職
す
る
見
込
み
が
な

い
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
。

 

イ
 
所
定
の
勤
務
日
数
が
規
則
で
定
め
る
日
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

 

⑵
 
そ
の
養
育
す
る
子
が
１
歳
に
達
す
る
日
（
以
下
「
１
歳
到
達
日
」
と
い
う
。
）
（
当
該
子
に

つ
い
て
当
該
非
常
勤
の
職
員
が
第
４
条
第
２
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
育
児
休
業
の

期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
末
日

と
さ
れ
た
日
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非
常
勤
の

職
員
で
あ
っ
て
、
同
条
第
３
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
の
翌
日
を

育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

 

⑶
 
そ
の
養
育
す
る
子
の
１
歳
６
か
月
到
達
日
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非
常
勤
の
職
員

で
あ
っ
て
、
第
５
条
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
て
当
該
子
の
１
歳
６
か
月
到
達
日
の
翌
日
を

育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

 

⑷
 
そ
の
任
期
の
末
日
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非
常
勤
の
職
員
で
あ
っ
て
、
当
該
育
児

 

 

（
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
）

 

第
２
条

 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

 

⑴
 
吹
田
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
５
９
年
吹
田
市
条
例
第
２
９
号
）
第
５
条
第

１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間

を
含
む
。
）
を
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員

 

⑵
 
吹
田
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
１
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
い
て
勤
務

さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
、
又
は
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
勤
務
の
期
限
を
延
長
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
職
員

 

⑶
 
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
６
１
号
）
第

２
２
条
の
４
第
３
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
（
同
法
第
２
２
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
（
以
下
「
非
常
勤
の
職
員
」
と
総
称
す
る
。
）
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
も
の

 

ア
 
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
非
常
勤
の
職
員

 

(ア
) 

そ
の
養
育
す
る
子
（
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
子
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
が
１
歳
６
か
月
に
達
す
る
日
（
以
下
「
１
歳
６
か
月
到
達
日
」
と
い
う
。
）
（
当

該
子
の
出
生
の
日
か
ら
第
７
条
に
規
定
す
る
期
間
内
に
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
当
該
期
間
の
末
日
か
ら
６
月
を
経
過
す
る
日
、
第
５
条
に
規
定
す
る
場
合
に

該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
子
が
２
歳
に
達
す
る
日
）
ま
で
引
き
続
き
在
職
す
る
見

込
み
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
。

 

(イ
) 

所
定
の
勤
務
日
数
が
規
則
で
定
め
る
日
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

 

イ
 
そ
の
養
育
す
る
子
が
１
歳
に
達
す
る
日
（
以
下
「
１
歳
到
達
日
」
と
い
う
。
）
（
当
該
子

に
つ
い
て
当
該
非
常
勤
の
職
員
が
第
４
条
第
２
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
育
児
休

業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
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(
 
7 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 

 
行

 
 
 
（
第
１
条
に
よ
る
改
正
後
）

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
引
き
続
く
任
期
の
初
日
か
ら
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

 

         

（
部
分
休
業
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
）

 

第
１
３
条

 
育
児
休
業
法
第
１
９
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
所
定
の
勤
務
日
数
が
規
則

で
定
め
る
日
数
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
１
日
の
所
定
の
勤
務
時
間
が
規
則
で
定
め
る
時
間
以
上
で

あ
る
非
常
勤
の
職
員
以
外
の
非
常
勤
の
職
員
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。
次
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
と
す
る
。

 

 

 

該
末
日
と
さ
れ
た
日
。
以
下
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非
常

勤
の
職
員
で
あ
っ
て
、
同
条
第
３
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
当
該
子
の
１
歳
到
達
日
の

翌
日
を
育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

 

ウ
 
そ
の
養
育
す
る
子
の
１
歳
６
か
月
到
達
日
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非
常
勤
の
職

員
で
あ
っ
て
、
第
５
条
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
て
当
該
子
の
１
歳
６
か
月
到
達
日
の
翌

日
を
育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

 

エ
 
そ
の
任
期
の
末
日
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非
常
勤
の
職
員
で
あ
っ
て
、
当
該
育

児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
引
き
続
く
任
期
の
初
日
か
ら
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
 

 

（
部
分
休
業
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
）

 

第
１
３
条

 
育
児
休
業
法
第
１
９
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
所
定
の
勤
務
日
数
が
規
則

で
定
め
る
日
数
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
１
日
の
所
定
の
勤
務
時
間
が
規
則
で
定
め
る
時
間
以
上
で

あ
る
非
常
勤
の
職
員
以
外
の
非
常
勤
の
職
員
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。
次
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
と
す
る
。
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（1） 

 

議案第 87号参考資料 

総務部人事室 

 

吹田市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 

 

１ 改正の理由 

   令和３年の人事院からの「国家公務員の育児休業等に関する法律の改正についての意見の申

出」に基づく国の取扱い及び地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、妊娠、

出産、育児等と仕事の両立支援のため、育児休業の取得回数の緩和への対応、会計年度任用職

員等の育児休業の取得要件の緩和、会計年度任用職員等の育児休業の取得柔軟化等を行う。 

また、定年引上げに伴い、規定整備を行う。 

 

２ 地方公務員の育児休業等に関する法律の主な改正内容 

⑴ 育児休業の取得回数の緩和 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 子の出生から 57日以内の育児休業（通称 産後パパ育休（主に男性））の取得回数の緩和 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現 行 （1 回）  

出生 出生から 57 日 

育休 

 現 行 （原則１回）  

 改正後 （原則２回）  

出生 出生から 57 日 

出生 出生から 57 日 

産後休暇（女性の場合） 

産後休暇（女性の場合） 復職 育休① 育休② 

 改正後 （２回）  

出生 出生から 57 日 

産後パパ育休 

 復職 

産後パパ育休① 産後パパ育休② 
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（2） 

 

３ 吹田市職員の育児休業等に関する条例の主な改正内容 

⑴ 育児休業が２回取得可能となったことに伴い、特別の事情により、再度の育児休業をする

際に必要であった育児休業計画書を廃止 

⑵ 会計年度任用職員等の子の出生から 57 日以内の育児休業の取得要件の緩和 

     現 行 当該子の１歳６か月時点で勤務する見込みがないことが明らかでない職員 

    改正案 当該子の出生から 57 日と６か月時点で勤務する見込みがないことが明らかで 

ない職員 

⑶ 会計年度任用職員等の子の１歳以降の育児休業の取得の柔軟化 

     子の１歳以上１歳６か月到達日までの期間の途中での夫婦交替等の柔軟な取得を可能

とする。（１歳６か月以上２歳到達日まで育児休業を取得する場合も同様の改正を行う。） 

     特別の事情がある場合（第２子の産前産後休暇開始により育児休業が終了した後に第２

子が死亡する場合等）にあっては、要件をさらに緩和する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 定年引上げに伴う規定整備 

    60 歳に達する年度の翌年度以降も管理監督職を占める職員等について、育児休業を取得

できない職員として定める。 

 

４ 施行期日 

   令和４年 10 月１日（ただし、３の⑷は、令和５年４月 1日） 

 現 行  １歳到達日 １歳 6か月到達日 

育休 

 

 

 改正案  

配偶者が育休 職員又は配偶者が育休 

育休 

職員又は配偶者が育休 

 

Ａ 

育休 

 育休 育休 

  育休 育休 

配偶者と交替で取得する場合  

育休 

特別の事情がある場合  

育休 

Ｂ 

Ｃ 
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(
 
1 
) 

 

総
務
部
人
事
室

 

第
１
条
関
係

 

吹
田
市
職
員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
派
遣
に
関
す
る
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
職
員
の
派
遣
）

 

第
２
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

 

⑴
 
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
（
地

方
公
務
員
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
６
１
号
）
第
２
８
条
の
４
第
１
項
又
は
第
２
８
条
の
６

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
る
職
員
を
除
く
。
）

 

⑵
 
地
方
公
務
員
法
第
２
２
条
に
規
定
す
る
条
件
付
採
用
に
な
っ
て
い
る
職
員

 

⑶
 
吹
田
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
５
９
年
吹
田
市
条
例
第
２
９
号
）
第
４
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
い
て
勤
務
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
、
又
は
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
職
員

 

⑷
 
地
方
公
務
員
法
第
２
８
条
第
２
項
若
し
く
は
吹
田
市
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

２
６
年
吹
田
市
条
例
第
１
６
７
号
）
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
、
又
は
同
法
第
２
９

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
停
職
に
さ
れ
て
い
る
職
員
そ
の
他
同
法
第
３
５
条
に
規
定
す
る
法
律

又
は
条
例
の
特
別
の
定
め
に
基
づ
き
職
務
に
専
念
す
る
義
務
を
免
除
さ
れ
て
い
る
職
員

 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

 

（
職
員
の
派
遣
）

 

第
２
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

 

⑴
 
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員

 

⑵
 
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
６
１
号
）
第
２
２
条
に
規
定
す
る
条
件
付
採
用
に

な
っ
て
い
る
職
員

 

⑶
 
吹
田
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
５
９
年
吹
田
市
条
例
第
２
９
号
）
第
５
条
第

１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間

を
含
む
。
）
を
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員

 

⑷
 
吹
田
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
１
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
い
て
勤
務

さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
、
又
は
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
勤
務
の
期
限
を
延
長
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
職
員

 

⑸
 
地
方
公
務
員
法
第
２
８
条
第
２
項
若
し
く
は
吹
田
市
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

２
６
年
吹
田
市
条
例
第
１
６
７
号
）
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
、
又
は
同
法
第
２
９

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
停
職
に
さ
れ
て
い
る
職
員
そ
の
他
同
法
第
３
５
条
に
規
定
す
る
法
律

又
は
条
例
の
特
別
の
定
め
に
基
づ
き
職
務
に
専
念
す
る
義
務
を
免
除
さ
れ
て
い
る
職
員

 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

議
案
第
８
８
号
参
考
資
料
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(
 
2 
) 

第
２
条
関
係

 

吹
田
市
職
員
の
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
へ
の
派
遣
に
関
す
る
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
職
員
の
派
遣
）

 

第
２
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

 

⑴
 
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
（
地

方
公
務
員
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
６
１
号
）
第
２
８
条
の
４
第
１
項
又
は
第
２
８
条
の
６

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
る
職
員
を
除
く
。
）

 

⑵
 
地
方
公
務
員
法
第
２
２
条
に
規
定
す
る
条
件
付
採
用
に
な
っ
て
い
る
職
員
（
別
に
定
め
る
職

員
を
除
く
。
）

 

⑶
 
吹
田
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
５
９
年
吹
田
市
条
例
第
２
９
号
）
第
４
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
い
て
勤
務
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
、
又
は
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
職
員

 

⑷
 
地
方
公
務
員
法
第
２
８
条
第
２
項
若
し
く
は
吹
田
市
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

２
６
年
吹
田
市
条
例
第
１
６
７
号
）
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
、
又
は
同
法
第
２
９

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
停
職
に
さ
れ
て
い
る
職
員
そ
の
他
同
法
第
３
５
条
に
規
定
す
る
法
律

又
は
条
例
の
特
別
の
定
め
に
基
づ
き
職
務
に
専
念
す
る
義
務
を
免
除
さ
れ
て
い
る
職
員

 

 

 

（
職
員
の
派
遣
）

 

第
２
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

 

⑴
 
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員

 

⑵
 
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
６
１
号
）
第
２
２
条
に
規
定
す
る
条
件
付
採
用
に

な
っ
て
い
る
職
員
（
別
に
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

 

⑶
 
吹
田
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
５
９
年
吹
田
市
条
例
第
２
９
号
）
第
５
条
第

１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間

を
含
む
。
）
を
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員

 

⑷
 
吹
田
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
１
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
い
て
勤
務

さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
、
又
は
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
勤
務
の
期
限
を
延
長
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
職
員

 

⑸
 
地
方
公
務
員
法
第
２
８
条
第
２
項
若
し
く
は
吹
田
市
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

２
６
年
吹
田
市
条
例
第
１
６
７
号
）
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
、
又
は
同
法
第
２
９

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
停
職
に
さ
れ
て
い
る
職
員
そ
の
他
同
法
第
３
５
条
に
規
定
す
る
法
律

又
は
条
例
の
特
別
の
定
め
に
基
づ
き
職
務
に
専
念
す
る
義
務
を
免
除
さ
れ
て
い
る
職
員
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(
 
3 
) 

第
３
条
関
係

 

吹
田
市
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
配
偶
者
同
行
休
業
の
承
認
）

 

第
４
条

 
任
命
権
者
は
、
職
員
（
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め

て
任
用
さ
れ
る
職
員
、
法
第
２
２
条
に
規
定
す
る
条
件
付
採
用
に
な
っ
て
い
る
職
員
及
び
吹
田
市

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
５
９
年
吹
田
市
条
例
第
２
９
号
）
第
４
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
引
き
続
い
て
勤
務
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
、
又
は
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
期
限
を
延
長

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
職
員
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
が
申
請
し
た
場
合
に
お
い
て
、
公
務
の

運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
請
を
し
た
職
員
の
勤
務
成
績
そ
の
他
の
事
情
を

考
慮
し
た
上
で
、
当
該
職
員
が
配
偶
者
同
行
休
業
を
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

 

（
配
偶
者
同
行
休
業
の
承
認
）

 

第
４
条

 
任
命
権
者
は
、
職
員
（
次
に
掲
げ
る
職
員
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
が
申
請
し
た
場
合
に

お
い
て
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
請
を
し
た
職
員
の
勤
務
成
績

そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
た
上
で
、
当
該
職
員
が
配
偶
者
同
行
休
業
を
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

⑴
 
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員

 

⑵
 
法
第
２
２
条
に
規
定
す
る
条
件
付
採
用
に
な
っ
て
い
る
職
員

 

⑶
 
吹
田
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
５
９
年
吹
田
市
条
例
第
２
９
号
）
第
５
条
第

１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間

を
含
む
。
）
を
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員

 

⑷
 
吹
田
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
１
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
い
て
勤
務

さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
、
又
は
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
勤
務
の
期
限
を
延
長
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
職
員

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－
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 64 



(
 
1 
) 

 
 

税
務
部
税
制
課

 

吹
田
市
市
税
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
法
人
の
均
等
割
の
税
率
）

 

第
１
５
条
の
２

 
第
１
４
条
第
１
項
第
３
号
又
は
第
４
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
課
す
る
均
等
割
の

税
率
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
法
人
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
定
め
る
額

と
す
る
。

 

法
人
の
区
分

 
税
率

 

⑴
 
次
に
掲
げ
る
法
人

 

ア
 

 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
 

 
 

 

エ
 

 

オ
 
資
本
金
等
の
額
（
法
第
２
９
２
条
第
１
項
第
４
号
の
５

に
規
定

す
る

資
本

金
等

の
額

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

を
有

す
る

法
人

（
法

人
税

法
別

表
第

２
に

規
定

す
る

独
立

行
政

法
人

で
政

令
第

４
７
条
に
規
定
す
る
収
益
事
業
を
行
わ
な
い
も
の
及
び
エ
に
掲
げ

る
法
人
を
除
く
。
次
号
か
ら
第
９
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

う
ち
、
資
本
金
等
の
額
が

1
,
0
0
0
万
円
以
下
で
あ
る
法
人
で
市
内
に

有
す
る
事
務
所
、
事
業
所
又
は
寮
等
の
従
業
者
（
俸
給
、
給
料
若

し
く
は
賞
与
又
は
こ
れ
ら
の
性
質
を
有
す
る
給
与
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
と
さ
れ
る
役
員
を
含
む
。
）
の
数
の
合
計
数
（
次
号
か
ら

第
９
号
ま
で
に
お
い
て
「
従
業
者
数
の
合
計
数
」
と
い
う
。
）
が

5
0
人
以
下
で
あ
る
も
の

 

年
額

 
5
0
,
0
0
0
円

 

⑵
 
資
本
金
等
の
額
が

1
,
0
0
0
万
円
以
下
で
あ
る
法
人
で
従
業
者
数
の
合

計
数
が

5
0
人
を
超
え
る
も
の

 
－
－
略
－
－

 

⑶
 
資
本
金
等
の
額
が

1
,
0
0
0
万
円
を
超
え
１
億
円
以
下
で
あ
る
法
人
で

 

    

 

（
法
人
の
均
等
割
の
税
率
）

 

第
１
５
条
の
２

 
第
１
４
条
第
１
項
第
３
号
又
は
第
４
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
課
す
る
均
等
割
の

税
率
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
法
人
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
定
め
る
額

と
す
る
。

 

法
人
の
区
分

 
税
率

 

⑴
 
次
に
掲
げ
る
法
人

 

ア
 

 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
 

 
 

 

エ
 

 

オ
 
資
本
金
等
の
額
（
法
第
２
９
２
条
第
１
項
第
４
号
の
２

に
規
定

す
る

資
本

金
等

の
額

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

を
有

す
る

法
人

（
法

人
税

法
別

表
第

２
に

規
定

す
る

独
立

行
政

法
人

で
政

令
第

４
７
条
に
規
定
す
る
収
益
事
業
を
行
わ
な
い
も
の
及
び
エ
に
掲
げ

る
法
人
を
除
く
。
次
号
か
ら
第
９
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

う
ち
、
資
本
金
等
の
額
が

1
,
0
0
0
万
円
以
下
で
あ
る
法
人
で
市
内
に

有
す
る
事
務
所
、
事
業
所
又
は
寮
等
の
従
業
者
（
俸
給
、
給
料
若

し
く
は
賞
与
又
は
こ
れ
ら
の
性
質
を
有
す
る
給
与
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
と
さ
れ
る
役
員
を
含
む
。
）
の
数
の
合
計
数
（
次
号
か
ら

第
９
号
ま
で
に
お
い
て
「
従
業
者
数
の
合
計
数
」
と
い
う
。
）
が

5
0
人
以
下
で
あ
る
も
の

 

年
額

 
5
0
,
0
0
0
円

 

⑵
 
資
本
金
等
の
額
が

1
,
0
0
0
万
円
以
下
で
あ
る
法
人
で
従
業
者
数
の
合

計
数
が

5
0
人
を
超
え
る
も
の

 
－
－
略
－
－

 

⑶
 
資
本
金
等
の
額
が

1
,
0
0
0
万
円
を
超
え
１
億
円
以
下
で
あ
る
法
人
で

 
 

議
案
第
８
９
号
参
考
資
料

 

～  

～  

 65 



(
 
2 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

従
業
者
数
の
合
計
数
が

5
0
人
以
下
で
あ
る
も
の

 

－
－
略
－
－

 

⑷
 
資
本
金
等
の
額
が

1
,
0
0
0
万
円
を
超
え
１
億
円
以
下
で
あ
る
法
人
で

従
業
者
数
の
合
計
数
が

5
0
人
を
超
え
る
も
の

 

 ⑼
 
資
本
金
等
の
額
が

5
0
億
円
を
超
え
る
法
人
で
従
業
者
数
の
合
計
数

が
5
0
人
を
超
え
る
も
の

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

（
所
得
割
の
課
税
標
準
）

 

第
１
６
条

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

1
1
 

 

1
2
 
前
項
の
規
定
は
、
特
定
配
当
等
に
係
る
所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年
の
４
月
１
日
の
属
す
る
年
度

分
の
第
１
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
（
そ
の
提
出
期
限
後
に
お
い
て
市
民
税
の
納
税
通

知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
及
び
そ
の
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
第
１
８
条
の

２
第
１
項
の
確
定
申
告
書
を
含
む
。
）
に
特
定
配
当
等
に
係
る
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
そ
の

他
総
務
省
令
に
定
め
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
と
き
（
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
そ
の
記
載
が
な
い
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
市
長
が
認
め
る
と
き
を
含
む
。
）
は
、
当
該
特
定
配
当

等
に
係
る
所
得
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
申
告
書
が
い
ず
れ
も

提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
こ
の

項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
市
長
が
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

1
3
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

1
4
 
前
項
の
規
定
は
、
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年
の
４
月
１
日

の
属
す
る
年
度
分
の
第
１
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
（
そ
の
提
出
期
限
後
に
お
い
て
市

民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
及
び
そ
の
時
ま
で
に
提
出
さ
れ

た
第
１
８
条
の
２
第
１
項
の
確
定
申
告
書
を
含
む
。
）
に
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所

得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
総
務
省
令
に
定
め
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
と
き

（
こ
れ
ら
の
申

 

 

 

従
業
者
数
の
合
計
数
が

5
0
人
以
下
で
あ
る
も
の

 

－
－
略
－
－

 

⑷
 
資
本
金
等
の
額
が

1
,
0
0
0
万
円
を
超
え
１
億
円
以
下
で
あ
る
法
人
で

従
業
者
数
の
合
計
数
が

5
0
人
を
超
え
る
も
の

 

 ⑼
 
資
本
金
等
の
額
が

5
0
億
円
を
超
え
る
法
人
で
従
業
者
数
の
合
計
数

が
5
0
人
を
超
え
る
も
の

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

（
所
得
割
の
課
税
標
準
）

 

第
１
６
条

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

1
1
 

 

1
2
 
前
項
の
規
定
は
、
前
年
分
の
所
得
税
に
係
る
第
１
８
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書

に
特
定
配
当
等
に
係
る
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
総
務
省
令
に
定
め
る
事
項
の
記
載
が

あ
る
と
き
は
、
当
該
特
定
配
当
等
に
係
る
所
得
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

 

1
3
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

1
4
 
前
項
の
規
定
は
、
前
年
分
の
所
得
税
に
係
る
第
１
８
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書

に
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
総
務
省
令
に
定
め
る

事
項
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
金
額
に
つ
い
て

は
、
適
用
し
な
い
。
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(
 
3 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

告
書
に
そ
の
記
載
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
市
長
が
認
め
る
と
き
を

含
む
。
）
は
、
当
該
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
１
２
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

 

 

（
法
人
税
割
の
課
税
の
特
例
）

 

第
１
６
条
の
６

 
資
本
金
の
額
若
し
く
は
出
資
金
の
額
が
１
億
５
千
万
円
以
下
で
あ
る
法
人
若
し
く

は
資
本
金
の
額
若
し
く
は
出
資
金
の
額
を
有
し
な
い
法
人
（
保
険
業
法
に
規
定
す
る
相
互
会
社
を

除
く
。
）
又
は
人
格
の
な
い
社
団
等
（
こ
れ
ら
の
法
人
又
は
人
格
の
な
い
社
団
等
の
う
ち
、
法
人

税
法
第
４
条
の
７
に
規
定
す
る
受
託
法
人
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
課
税
標
準
額

に
1
0
0
分
の

2
.
4
を
乗
じ
て
得
た
額
を
当
該
法
人
の
法
人
税
割
額
の
計
算
上
控
除
す
る
。

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

（
寄
附
金
税
額
控
除
）

 

第
１
６
条
の
７
の
２

 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
前
年
中
に
法
第
３
１
４
条
の
７
第
１
項
第
１
号

及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
又
は
次
に
掲
げ
る
寄
附
金
（
市
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す

る
法
人
に
対
す
る
も
の
に
限
る
。
）
若
し
く
は
金
銭
を
支
出
し
、
当
該
寄
附
金
又
は
金
銭
の
額
の

合
計
額
（
当
該
合
計
額
が
前
年
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額

の
1
0
0
分
の

3
0
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該

1
0
0
分
の

3
0
に
相
当
す
る
金
額
）
が

2
,
0
0
0
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
る
金
額
の

1
0
0
分
の
６
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
納
税

義
務
者
が
前
年
中
に
特
例
控
除
対
象
寄
附
金
（
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
特
例
控
除
対
象
寄
附
金

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
支
出
し
、
当
該
特
例
控
除
対
象
寄
附
金
の
額
の
合
計
額
が

2
,
0
0
0
円

を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該

1
0
0
分
の
６
に
相
当
す
る
金
額
に
同
条
第

1
1
項
及
び
法
附
則
第
５
条

の
５
第
２
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
附
則
第
５
条
の
６
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
特
例
控
除
額
を
加
算
し
た
金
額
）
を
当
該
納
税
義
務
者
の

第
１
６
条
の
４
及
び
前
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
控
除
額
が
当
該
所
得
割
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
控
除
額
は
、
当
該
所
得

 

  

     

（
法
人
税
割
の
課
税
の
特
例
）

 

第
１
６
条
の
６

 
資
本
金
の
額
若
し
く
は
出
資
金
の
額
が
１
億
５
千
万
円
以
下
で
あ
る
法
人
若
し
く

は
資
本
金
の
額
若
し
く
は
出
資
金
の
額
を
有
し
な
い
法
人
（
保
険
業
法
に
規
定
す
る
相
互
会
社
を

除
く
。
）
又
は
人
格
の
な
い
社
団
等
（
こ
れ
ら
の
法
人
又
は
人
格
の
な
い
社
団
等
の
う
ち
、
法
人

税
法
第
４
条
の
３
に
規
定
す
る
受
託
法
人
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
課
税
標
準
額

に
1
0
0
分
の

2
.
4
を
乗
じ
て
得
た
額
を
当
該
法
人
の
法
人
税
割
額
の
計
算
上
控
除
す
る
。

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

（
寄
附
金
税
額
控
除
）

 

第
１
６
条
の
７
の
２

 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
前
年
中
に
法
第
３
１
４
条
の
７
第
１
項
第
１
号

及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
又
は
次
に
掲
げ
る
寄
附
金
（
市
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す

る
法
人
に
対
す
る
も
の
に
限
る
。
）
若
し
く
は
金
銭
を
支
出
し
、
当
該
寄
附
金
又
は
金
銭
の
額
の

合
計
額
（
当
該
合
計
額
が
前
年
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額

の
1
0
0
分
の

3
0
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該

1
0
0
分
の

3
0
に
相
当
す
る
金
額
）
が

2
,
0
0
0
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
る
金
額
の

1
0
0
分
の
６
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
納
税

義
務
者
が
前
年
中
に
特
例
控
除
対
象
寄
附
金
（
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
特
例
控
除
対
象
寄
附
金

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
支
出
し
、
当
該
特
例
控
除
対
象
寄
附
金
の
額
の
合
計
額
が

2
,
0
0
0
円

を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該

1
0
0
分
の
６
に
相
当
す
る
金
額
に
同
条
第

1
1
項
及
び
法
附
則
第
５
条

の
５
第
２
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
附
則
第
５
条
の
６
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
特
例
控
除
額
を
加
算
し
た
金
額
）
を
当
該
納
税
義
務
者
の

第
１
６
条
の
４
及
び
前
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
控
除
額
が
当
該
所
得
割
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
控
除
額
は
、
当
該
所
得
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行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

割
の
額
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

 

⑴
 

 

⑵
 

⑶
 
所
得
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
２
０
年
政
令
第
１
５
５
号
）
附
則

第

１
３
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
改
正
前
の
所
得
税
法

施
行
令
第
２
１
７
条
第
１
項
第
２
号
及
び
第
３
号
に
規
定
す
る
民
法
法
人
に
対
す
る
寄
附
金

（
当
該
法
人
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
業
務
に
関
連
す
る
も
の
に
限
る
。
）

 

⑷
 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
２
条
第
３
項
に
規
定
す
る
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
及
び
同

条
第
４
項
に
規
定
す
る
特
例
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
行
う
同
条
第
１
項
に
規
定
す
る
特

定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
に
関
連
す
る
寄
附
金
（
そ
の
寄
附
を
し
た
者
に
特
別
の
利
益
が
及

ぶ
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）

 

⑸
 
所
得
税
法
第
７
８
条
第
３
項
に
規
定
す
る
特
定
公
益
信
託
の
信
託
財
産
と
す
る
た
め
に
支
出

し
た
金
銭
で
あ
つ
て
、
そ
の
信
託
終
了
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
信
託
財
産
が
本
市
に
帰
属
す

る
も
の

 

２
 

 

３
 

 

 

（
配
当
割
額
又
は
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
の
控
除
）

 

第
１
６
条
の
８
の
２

 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
第
１
６
条
第
１
２
項
の
申
告
書
に
記
載
し
た
特

定
配
当
等
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
特
定
配
当
等
の
額
に
つ
い
て
法
第
２
章

第
１
節
第
５
款
の
規
定
に
よ
り
配
当
割
額
を
課
さ
れ
た
場
合
又
は
同
条
第
１
４
項
の
申
告
書
に
記

載
し
た
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
特
定
株
式
等

譲
渡
所
得
金
額
に
つ
い
て
法
第
２
章
第
１
節
第
６
款
の
規
定
に
よ
り
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
を
課

さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
配
当
割
額
又
は
当
該
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
に
５
分
の
３
を
乗
じ
て
得

た
金
額
を
、
そ
の
者
の
第
１
６
条
の
４
、
第
１
６
条
の
７
及
び
第
１
６
条
の
７
の
２
並
び
に
法
第

３
１
４
条
の
８
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。

 

   

 

割
の
額
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

 

⑴
 

 

⑵
 

⑶
 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
２
条
第
３
項
に
規
定
す
る
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
及
び
同

条
第
４
項
に
規
定
す
る
特
例
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
行
う
同
条
第
１
項
に
規
定
す
る
特

定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
に
関
連
す
る
寄
附
金
（
そ
の
寄
附
を
し
た
者
に
特
別
の
利
益
が
及

ぶ
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）

 

⑷
 
所
得
税
法
第
７
８
条
第
３
項
に
規
定
す
る
特
定
公
益
信
託
の
信
託
財
産
と
す
る
た
め
に
支
出

し
た
金
銭
で
あ
つ
て
、
そ
の
信
託
終
了
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
信
託
財
産
が
本
市
に
帰
属
す

る
も
の

 

２
 

 

３
 

 

     

（
配
当
割
額
又
は
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
の
控
除
）

 

第
１
６
条
の
８
の
２

 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
第
１
６
条
第
１
２
項
の
確
定
申
告
書
に
記
載
し

た
特
定
配
当
等
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
特
定
配
当
等
の
額
に
つ
い
て
法
第

２
章
第
１
節
第
５
款
の
規
定
に
よ
り
配
当
割
額
を
課
さ
れ
た
場
合
又
は
同
条
第
１
４
項
の
確
定
申

告
書
に
記
載
し
た
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
特

定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
つ
い
て
法
第
２
章
第
１
節
第
６
款
の
規
定
に
よ
り
株
式
等
譲
渡
所
得

割
額
を
課
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
配
当
割
額
又
は
当
該
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
に
５
分
の
３
を

乗
じ
て
得
た
金
額
を
、
そ
の
者
の
第
１
６
条
の
４
、
第
１
６
条
の
７
及
び
第
１
６
条
の
７
の
２
並

び
に
法
第
３
１
４
条
の
８
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。

 

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－
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 ２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
べ
き
額
で
同
項
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
つ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
納
税
義
務
者
に
対
し

そ
の
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
金
額
を
還
付
し
、
又
は
当
該
納
税
義
務
者
の
同
項
の
申
告

書
に
係
る
年
度
分
の
個
人
の
府
民
税
若
し
く
は
市
民
税
に
充
当
し
、
若
し
く
は
当
該
納
税
義
務
者

の
未
納
に
係
る
徴
収
金
に
充
当
す
る
。

 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 第
１
６
条
の
８
の
４

 
平
成
２
２
年
度
か
ら
令
和
１
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に

限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
租
税
特
別
措
置
法
第
４
１
条
又
は
第

４
１
条
の
２
の
２
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
（
法
附
則
第
５
条
の
４
第
１
項
に
規
定
す
る
居

住
年
が
平
成
１
１
年
か
ら
平
成
１
８
年
ま
で
又
は
平
成
２
１
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
の
各
年
で
あ

る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
前
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
は
、
法
附
則
第

５
条
の
４
の
２
第
５
項
（
同
条
第
７
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
額
を
、
当
該
納
税
義
務
者
の
第
１
６
条
の
４
及
び

第

１
６
条
の
７
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

３
 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響

に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
２
年
法
律
第
２
５
号
）

第
６
条
第
４
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
中
「
令
和
１
５
年
度
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
和
１
６
年
度
」
と
す
る
。

 

４
 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響

に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
第
６
条
の
２
第
１
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
令
和
１
５
年

度
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
１
７
年
度
」
と
、
「
令
和
３
年
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
４
年
」
と
す

る
。

 

 

 ２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
べ
き
額
で
同
項
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
つ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
納
税
義
務
者
に
対
し

そ
の
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
金
額
を
還
付
し
、
又
は
当
該
納
税
義
務
者
の
同
項
の
確
定

申
告
書
に
係
る
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
個
人
の
府
民
税
若
し
く
は
市
民
税
に
充

当
し
、
若
し
く
は
当
該
納
税
義
務
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
に
充
当
す
る
。

 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 第
１
６
条
の
８
の
４

 
平
成
２
２
年
度
か
ら
令
和
２
０
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に

限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
租
税
特
別
措
置
法
第
４
１
条
又
は
第

４
１
条
の
２
の
２
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
（
法
附
則
第
５
条
の
４
第
１
項
に
規
定
す
る
居

住
年
が
平
成
１
１
年
か
ら
平
成
１
８
年
ま
で
又
は
平
成
２
１
年
か
ら
令
和
７
年
ま
で
の
各
年
で
あ

る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
前
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
は
、
法
附
則
第

５
条
の
４
の
２
第
５
項
（
同
条
第
７
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
額
を
、
当
該
納
税
義
務
者
の
第
１
６
条
の
４
及
び

第

１
６
条
の
７
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－
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（
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

 

第
１
６
条
の
８
の
６

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
前
項
の
規
定
の
う
ち
、
租
税
特
別
措
置
法
第
８
条
の
４
第
２
項
に
規
定
す
る
特
定
上
場
株
式
等

の
配
当
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
配
当

所
得
に
係
る
部
分
は
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
当
該
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
の
支
払
を
受

け
る
べ
き
年
の
翌
年
の
４
月
１
日
の
属
す
る
年
度
分
の
市
民
税
に
つ
い
て
当
該
特
定
上
場
株
式
等

の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
き
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
の
記
載
の
あ
る

第
１
６
条
第
１
２
項
に
規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
し
た
場
合
（
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
と
き
又
は
当
該
申
告
書
が
い
ず
れ
も
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
申
告
書
に
記
載
さ
れ

た
事
項
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
前
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
市
長
が

認
め
る
と
き
を
除
く
。
）
に
限
り
適
用
す
る
も
の
と
し
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
支

払
を
受
け
る
べ
き
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
い
て
同
条
第
１
項
及
び
第

２
項
並
び
に
第
１
６
条
の
４
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務
者
が
前
年
中

に
支
払
を
受
け
る
べ
き
他
の
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
い
て
は
、
前
項

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

（
源
泉
徴
収
選
択
口
座
内
配
当
等
に
係
る
市
民
税
の
所
得
計
算
及
び
特
別
徴
収
等
の
特
例
）

 

第
１
６
条
の
１
３
の
５

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
第
１
６
条
第
１
２
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
有
す
る
源
泉
徴
収
選
択
口

座
内
配
当
等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
の
記
載
を
し
た
同
項
に
規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合

に
は
、
当
該
申
告
書
に
は
、
当
該
源
泉
徴
収
選
択
口
座
内
配
当
等
に
係
る
租
税
特
別
措
置
法

第

３
７
条
の
１
１
の
４
第
１
項
に
規
定
す
る
源
泉
徴
収
選
択
口
座
（
次
条
に
お
い
て
「
源
泉
徴
収
選

択
口
座
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
前
年
中
に
交
付
を
受
け
た
す
べ
て
の
源
泉
徴
収
選
択
口
座
内
配

当
等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
の
記
載
を
行
う
も
の
と
す
る
。

 

（
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
損
益
通
算
及
び
繰
越
控
除
）

 

 

 

（
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

 

第
１
６
条
の
８
の
６

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
前
項
の
規
定
の
う
ち
、
租
税
特
別
措
置
法
第
８
条
の
４
第
２
項
に
規
定
す
る
特
定
上
場
株
式
等

の
配
当
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
配
当

所
得
に
係
る
部
分
は
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
当
該
特
定
上
場
株

式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
き
同
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
限
り
適

用
す
る
。

 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

         

（
源
泉
徴
収
選
択
口
座
内
配
当
等
に
係
る
市
民
税
の
所
得
計
算
及
び
特
別
徴
収
等
の
特
例
）

 

第
１
６
条
の
１
３
の
５

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

      

（
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
損
益
通
算
及
び
繰
越
控
除
）
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 第
１
６
条
の
１
３
の
６

 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
の
平
成
２
９
年
度
分
以
後
の
各
年
度
分
の
上
場
株

式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
金
額
は
、
当
該
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
金
額
の
生
じ
た
年
の

末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
市
民
税
に
つ
い
て
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
金
額
の
控

除
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
第
１
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
し
た
場
合
（
市

長
に
お
い
て
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
申
告
書
を
そ
の
提
出
期
限

後
に
お
い
て
市
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
し
た
場
合
を
含
む
。
）
に
限

り
、
第
１
６
条
の
１
３
の
２
第
１
項
後
段
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
納
税
義
務
者
の
第
１
６

条
の
８
の
６
第
１
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
を
限
度
と
し
て
、
当

該
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
の
計
算
上
控
除
す
る
。

 

２
 
前
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
金
額
と
は
、
当
該
所
得
割
の
納
税
義
務
者

が
、
法
附
則
第
３
５
条
の
２
の
６
第
１
２
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
の
譲
渡
（
第
６
項
に
お
い

て
「
上
場
株
式
等
の
譲
渡
」
と
い
う
。
）
を
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
失
の
金
額
と
し
て
政
令

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
の
う
ち
、
当
該
納
税
義
務
者
の
当
該
譲
渡
を
し
た
年
の

末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
市
民
税
に
係
る
第
１
６
条
の
１
３
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
上

場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
の
計
算
上
控
除
し
て
も
な
お
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

部
分
の
金
額
と
し
て
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を
い
う
。

 

３
 
第
１
項
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
申
告
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡

損
失
の
金
額
の
う
ち
に
法
附
則
第
３
５
条
の
２
の
５
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
義
務
者
が

源
泉
徴
収
選
択
口
座
内
配
当
等
に
つ
い
て
徴
収
し
て
納
入
す
べ
き
府
民
税
の
配
当
割
の
額
の
計
算

上
当
該
源
泉
徴
収
選
択
口
座
内
配
当
等
の
額
か
ら
控
除
し
た
同
項
各
号
に
掲
げ
る
損
失
の
金
額
が

あ
る
場
合
に
は
、
第
１
６
条
第
１
２
項
に
規
定
す
る
申
告
書
に
当
該
源
泉
徴
収
選
択
口
座
内
配
当

等
に
係
る
源
泉
徴
収
選
択
口
座
に
お
い
て
前
年
中
に
交
付
を
受
け
た
全
て
の
源
泉
徴
収
選
択
口
座

内
配
当
等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
の
記
載
を
行
う
も
の
と
す
る
。

 

４
 
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
１
６
条
の
８
の
６
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
中
「
計
算
し
た
金
額
（
」
と
あ
る
の
は
、
「
計
算
し
た
金
額
（
第
１
６
条

の

１
３
の
６
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
。
」
と
す
る
。

 

  

 第
１
６
条
の
１
３
の
６

 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
の
平
成
２
９
年
度
分
以
後
の
各
年
度
分
の
上
場
株

式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
金
額
は
、
当
該
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
金
額
の
生
じ
た
年
分

の
所
得
税
に
つ
い
て
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
金
額
の
控
除
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た

所
得
税
法
第
２
条
第
１
項
第
３
７
号
の
確
定
申
告
書
（
租
税
特
別
措
置
法
第
３
７
条
の
１
２
の
２

第
９
項
（
同
法
第
３
７
条
の
１
３
の
２
第
１
０
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い

て
準
用
す
る
所
得
税
法
第
１
２
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
確
定
申
告
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
場
合
（
租
税
特
別
措
置
法
第
３
７
条
の
１
２
の

２
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
限
り
、
第
１
６
条
の
１
３
の
２
第
１
項
後

段
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
納
税
義
務
者
の
第
１
６
条
の
８
の
６
第
１
項
に
規
定
す
る
上
場

株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
を
限
度
と
し
て
、
当
該
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の

金
額
の
計
算
上
控
除
す
る
。

 

２
 
前
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
金
額
と
は
、
当
該
所
得
割
の
納
税
義
務
者

が
、
法
附
則
第
３
５
条
の
２
の
６
第
９
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
の
譲
渡
（
第
５
項
に
お
い
て

「
上
場
株
式
等
の
譲
渡
」
と
い
う
。
）
を
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
失
の
金
額
と
し
て
政
令
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
の
う
ち
、
当
該
納
税
義
務
者
の
当
該
譲
渡
を
し
た
年
の
末

日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
市
民
税
に
係
る
第
１
６
条
の
１
３
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
上
場

株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
の
計
算
上
控
除
し
て
も
な
お
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
部

分
の
金
額
と
し
て
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を
い
う
。

 

３
 
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
１
６
条
の
８
の
６
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
中
「
計
算
し
た
金
額
（
」
と
あ
る
の
は
、
「
計
算
し
た
金
額
（
第
１
６
条

の

１
３
の
６
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
。
」
と
す
る
。

 

４
 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
の
前
年
前
３
年
内
の
各
年
に
生
じ
た
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の

金
額
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
前
に
お
い
て
控
除
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
は
、
当
該
上
場

株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
金
額
の
生
じ
た
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
後
の
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
連
続
し
て
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る

と
き

（
租

税
特

別
措

置
法

第
３

７
条

の
１

２
の

２
第

５
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
と

き
に

限
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 ５
 
所
得
割
の
納
税
義
務
者
の
前
年
前
３
年
内
の
各
年
に
生
じ
た
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の

金
額
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
前
に
お
い
て
控
除
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
は
、
当
該
上
場

株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
金
額
の
生
じ
た
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
市
民
税
に
つ

い
て
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
金
額
の
控
除
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
第
１
８
条
第
１

項
又
は
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
（
第
８
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
４
項
の
規
定
に
よ

る
申
告
書
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
提
出
し
た
場
合
（
市
長
に
お
い
て
や
む

を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
申
告
書
を
そ
の
提
出
期
限
後
に
お
い
て

市
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
し
た
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
、
そ
の

後
の
年
度
分
の
市
民
税
に
つ
い
て
連
続
し
て
こ
れ
ら
の
申
告
書
（
そ
の
提
出
期
限
後
に
お
い
て
市

民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
を
提
出
し
て
い
る

と
き
に
限
り
、
第
１
６
条
の
１
３
の
２
第
１
項
後
段
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
令
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
納
税
義
務
者
の
同
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額

及
び
第
１
６
条
の
８
の
６
第
１
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
（
第
１

項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
限
度
と
し
て
、
当
該
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
及
び
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当

所
得
等
の
金
額
の
計
算
上
控
除
す
る
。

 

６
 
前
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
金
額
と
は
、
当
該
所
得
割
の
納
税
義
務
者

が
、
上
場
株
式
等
の
譲
渡
を
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
失
の
金
額
と
し
て
政
令
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
の
う
ち
、
当
該
納
税
義
務
者
の
当
該
譲
渡
を
し
た
年
の
末
日
の
属
す
る

年
度
の
翌
年
度
の
市
民
税
に
係
る
第
１
６
条
の
１
３
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係

る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
の
計
算
上
控
除
し
て
も
な
お
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
部
分
の
金
額
と

し
て
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
（
第
１
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
控
除
さ

れ
た
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。

 

７
 
第
５
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
１
６
条
の
８
の
６
第
１
項
及
び
第
１
６
条
の

１
３
の
２
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
６
条
の
８
の
６
第
１
項
中
「
計
算
し
た
金

額
（
」
と
あ
る
の
は
「
計
算
し
た
金
額
（
第
１
６
条
の
１
３
の
６
第
５
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る

 

    

 

る
。
）
に
限
り
、
第
１
６
条
の
１
３
の
２
第
１
項
後
段
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
令
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
納
税
義
務
者
の
同
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金

額
及
び
第
１
６
条
の
８
の
６
第
１
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
（
第

１
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

そ
の

適
用

後
の

金
額

。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

同

じ
。
）
を
限
度
と
し
て
、
当
該
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
及
び
上
場
株
式
等
に
係

る
配
当
所
得
等
の
金
額
の
計
算
上
控
除
す
る
。

 

５
 
前
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
金
額
と
は
、
当
該
所
得
割
の
納
税
義
務
者

が
、
上
場
株
式
等
の
譲
渡
を
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
失
の
金
額
と
し
て
政
令
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
の
う
ち
、
当
該
納
税
義
務
者
の
当
該
譲
渡
を
し
た
年
の
末
日
の
属
す
る

年
度
の
翌
年
度
の
市
民
税
に
係
る
第
１
６
条
の
１
３
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係

る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
の
計
算
上
控
除
し
て
も
な
お
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
部
分
の
金
額
と

し
て
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
（
第
１
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
控
除
さ

れ
た
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。

 

６
 
第
４
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
１
６
条
の
８
の
６
第
１
項
及
び
第
１
６
条
の

１
３
の
２
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
６
条
の
８
の
６
第
１
項
中
「
計
算
し
た
金

額
（
」
と
あ
る
の
は
「
計
算
し
た
金
額
（
第
１
６
条
の
１
３
の
６
第
４
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る

場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
。
」
と
、
第
１
６
条
の
１
３
の
２
第
１
項
中
「
計
算
し
た
金
額

（
」
と
あ
る
の
は
「
計
算
し
た
金
額
（
第
１
６
条
の
１
３
の
６
第
４
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場

合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
と
し
、
」
と
す
る
。
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場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
。
」
と
、
第
１
６
条
の
１
３
の
２
第
１
項
中
「
計
算
し
た
金
額

（
」
と
あ
る
の
は
「
計
算
し
た
金
額
（
第
１
６
条
の
１
３
の
６
第
５
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場

合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
と
し
、
」
と
す
る
。

 

８
 
第
１
８
条
第
４
項
の
規
定
は
、
同
条
第
１
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
者
（
同
条
第
２
項
の
規
定

に
よ
り
同
条
第
１
項
の
申
告
書
を
提
出
す
る
義
務
を
有
す
る
者
を
除
く
。
）
が
、
当
該
年
度
の
翌

年
度
以
後
の
年
度
に
お
い
て
第
５
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該

年
度
の
市
民
税
に
つ
い
て
同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
す
べ
き
場
合
及
び
同
条
第

４
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
１
項
の
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
４
項
中
「
純
損
失
又
は
雑

損
失
の
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
第
１
６
条
の
１
３
の
６
第
６
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る

譲
渡
損
失
の
金
額
」
と
、
「
３
月
１
５
日
ま
で
に
同
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
３
月
１
５
日
ま
で

に
、
総
務
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
同
条
第
５
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損

失
の
金
額
の
控
除
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
政
令
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

 

９
 
第
５
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
１
８
条
の
２
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
第
１
項
中
「
確
定
申
告
書
（
」
と
あ
る
の
は
「
確
定
申
告
書
（
租
税
特
別
措
置
法
第
３
７
条

の
１
２
の
２
第
９
項
（
同
法
第
３
７
条
の
１
３
の
２
第
１
０
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
所
得
税
法
第
１
２
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
含
む
。
」

と
、
「
前
条
第
１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
前
条
第
１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
又
は
第

１
６
条
の
１
３
の
６
第
８
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
４
項
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
同
条
第

１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
又
は
第
１
６
条
の
１
３

の
６
第
８
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
４
項
」
と
す
る
。

 

 

（
市
民
税
の
申
告
等
）

 

第
１
８
条

 
第
１
４
条
第
１
項
第
１
号
に
掲
げ
る
者
は
、
３
月
１
５
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
申
告
書
を
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
給
与
支
払
報
告
書
又
は

 

                        

（
市
民
税
の
申
告
等
）

 

第
１
８
条

 
第
１
４
条
第
１
項
第
１
号
に
掲
げ
る
者
は
、
３
月
１
５
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
申
告
書
を
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
給
与
支
払
報
告
書
又
は
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公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
る
者
か
ら
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
給
与
又
は

公
的
年
金
等
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
で
、
前
年
中
に
お
い
て
給
与
所
得
以
外
の
所
得
又
は
公
的

年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
つ
た
も
の
（
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
の
所

得
を
有
し
な
か
つ
た
者
で
社
会
保
険
料
控
除
額
（
政
令
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
、
小
規
模
企

業
共
済
等
掛
金
控
除
額
、
生
命
保
険
料
控
除
額
、
地
震
保
険
料
控
除
額
、
勤
労
学
生
控
除
額
、
配

偶
者
特
別
控
除
額
（
所
得
税
法
第
２
条
第
１
項
第
３
３
号
の
４
に
規
定
す
る
源
泉
控
除
対
象
配
偶

者
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
若
し
く
は
第
１
６
条
の
３
第
４
項
に
規
定
す
る
扶
養
控
除
額
の
控
除

又
は
こ
れ
ら
と
併
せ
て
雑
損
控
除
額
若
し
く
は
医
療
費
控
除
額
の
控
除
、
第
１
６
条
第
８
項
に
規

定
す
る
純
損
失
の
金
額
の
控
除
、
同
条
第
９
項
に
規
定
す
る
純
損
失
若
し
く
は
雑
損
失
の
金
額
の

控
除
若
し
く
は
第
１
６
条
の
７
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
べ
き
金
額
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
寄
附
金
税
額
控
除
額
」
と
い
う
。
）
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
及

び
第
１
４
条
の
２
第
２
項
に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

⑴
 

 

 
 

 

⑻
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

６
 

 
 

   第
１
８
条
の
２

 
第
１
４
条
第
１
項
第
１
号
の
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
所
得
税
法
第
２
条
第

１
項
第
３
７
号
の
確
定
申
告
書
（
以
下
本
条
に
お
い
て
「
確
定
申
告
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し

た
場
合
に
は
、
本
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
確
定
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
日
に
前
条

第
１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
同

日
前
に
当
該
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 

 

公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
る
者
か
ら
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
給
与
又
は

公
的
年
金
等
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
で
、
前
年
中
に
お
い
て
給
与
所
得
以
外
の
所
得
又
は
公
的

年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
つ
た
も
の
（
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
の
所

得
を
有
し
な
か
つ
た
者
で
社
会
保
険
料
控
除
額
（
政
令
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
、
小
規
模
企

業
共
済
等
掛
金
控
除
額
、
生
命
保
険
料
控
除
額
、
地
震
保
険
料
控
除
額
、
勤
労
学
生
控
除
額
、
配

偶
者
特
別
控
除
額
（
所
得
割
の
納
税
義
務
者
（
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

9
,
0
0
0
,
0
0
0
円
以
下
で

あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
法
第
３
１
４
条
の
２
第
１
項
第
１
０
号
の
２
に
規
定
す
る
自
己
と
生
計

を
一
に
す
る
配
偶
者
（
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

9
5
0
,
0
0
0
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
で

控
除
対
象
配
偶
者
に
該
当
し
な
い
も
の
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
若
し
く
は
第
１
６
条
の
３
第
４

項
に
規
定
す
る
扶
養
控
除
額
の
控
除
又
は
こ
れ
ら
と
併
せ
て
雑
損
控
除
額
若
し
く
は
医
療
費
控
除

額
の
控
除
、
第
１
６
条
第
８
項
に
規
定
す
る
純
損
失
の
金
額
の
控
除
、
同
条
第
９
項
に
規
定
す
る

純
損
失
若
し
く
は
雑
損
失
の
金
額
の
控
除
若
し
く
は
第
１
６
条
の
７
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

控
除
す
べ
き
金
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
寄
附
金
税
額
控
除
額
」
と
い
う
。
）
の
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
第
１
４
条
の
２
第
２
項
に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

 

⑴
 

 

 
 

 

⑻
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

６
 

 
 

第
１
８
条
の
２

 
第
１
４
条
第
１
項
第
１
号
の
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
所
得
税
法
第
２
条
第

１
項
第
３
７
号
の
確
定
申
告
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
確
定
申
告
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出

し
た
場
合
に
は
、
こ
の
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
確
定
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
日
に

前
条
第
１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ

し
、
同
日
前
に
当
該
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

  

～  

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

～  

～  
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

～  
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 ２
 
前
項
本
文
の
場
合
に
は
、
当
該
確
定
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
う
ち
前
条
第
１
項
各
号
又

は
第
３
項
に
規
定
す
る
事
項
に
相
当
す
る
も
の
及
び
次
項
の
規
定
に
よ
り
附
記
さ
れ
た
事
項
は
、

同
条
第
１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

 

３
 
第
１
項
本
文
の
場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
者
は
、
当
該
確
定
申
告
書
に
、
総
務
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
民
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
き
必
要
な
事
項
を
附
記
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

  

（
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
特
例
）

 

第
２
３
条

 
 

２
 

 
 

 
 

３
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
項
第
５
号
に
規
定
す
る
除
害
施
設
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
額
は
、
法
第
３
４
９
条
の
２
の
規
定
に
よ
る
課
税
標
準
の
額
に
４
分
の
３
を
乗
じ
て
得
た

額
と
す
る
。

 

４
 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
額
は
、
当
該
設
備
に
対
し
て
新
た
に
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
年
度
か

ら
３
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
法
第
３
４
９
条
の
２
の
規
定
に
よ
る
課
税
標
準
の
額
に
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

 

⑴
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
７
項
第
１
号
に
規
定
す
る
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

 

３
分
の
２

 

⑵
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
７
項
第
２
号
に
規
定
す
る
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

 

４
分
の
３

 

⑶
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
７
項
第
３
号
に
規
定
す
る
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

 

２
分
の
１

 

５
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
０
項
に
規
定
す
る
地
下
街
等
に
お
け
る
洪
水
時
、
雨
水
出
水
時
又
は
高

潮
時
の
避
難
の
確
保
及
び
洪
水
時
、
雨
水
出
水
時
又
は
高
潮
時
の
浸
水
の
防
止

を
図
る
た
め
の
設

 

 

 ２
 
前
項
本
文
の
場
合
に
は
、
当
該
確
定
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
（
総
務
省
令
に
定
め
る
事
項

を
除
く
。
）
の
う
ち
前
条
第
１
項
各
号
又
は
第
３
項
に
規
定
す
る
事
項
に
相
当
す
る
も
の
及
び
次

項
の
規
定
に
よ
り
付
記
さ
れ
た
事
項
（
総
務
省
令
に
定
め
る
事
項
を
除
く
。
）
は
、
同
条
第
１
項

か
ら
第
４
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

 

３
 
第
１
項
本
文
の
場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
者
は
、
当
該
確
定
申
告
書
に
、
総
務
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
民
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
き
必
要
な
事
項
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

 

（
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
特
例
）

 

第
２
３
条

 
 

２
 

 
 

 
 

３
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
項
第
５
号
に
規
定
す
る
除
害
施
設
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
額
は
、
法
第
３
４
９
条
の
２
の
規
定
に
よ
る
課
税
標
準
の
額
に
５
分
の
４
を
乗
じ
て
得
た

額
と
す
る
。

 

４
 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
額
は
、
当
該
設
備
に
対
し
て
新
た
に
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
年
度
か

ら
３
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
法
第
３
４
９
条
の
２
の
規
定
に
よ
る
課
税
標
準
の
額
に
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

 

⑴
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
６
項
第
１
号
に
規
定
す
る
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

 

３
分
の
２

 

⑵
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
６
項
第
２
号
に
規
定
す
る
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

 

４
分
の
３

 

⑶
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
６
項
第
３
号
に
規
定
す
る
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

 

２
分
の
１

 

５
 
法
附
則
第
１
５
条
第
２
９
項
に
規
定
す
る
地
下
街
等
に
お
け
る
洪
水
時
、
雨
水
出
水
時
又
は
高

潮
時
の
避
難
の
確
保
及
び
洪
水
時
、
雨
水
出
水
時
又
は
高
潮
時
の
浸
水
の
防
止
を
図
る
た
め
の
設

 

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－
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備
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
は
、
当
該
設
備
に
対
し
て
新
た
に
固
定
資
産
税

が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
年
度
か
ら
５
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
法
第
３
４
９
条
の
２

の
規
定
に
よ
る
課
税
標
準
の
額
に
３
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

 

６
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
４
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
所
内
保
育
施
設
の
用
に
供
す
る
固
定
資
産

に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
補
助
開
始
日
の
属
す
る
年

の
翌
年
の
１
月
１
日
（
当
該
補
助
開
始
日
が
１
月
１
日
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
属
す
る
年
の
１
月

１
日
）
を
賦
課
期
日
と
す
る
年
度
か
ら
５
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
法
第
３
４
９
条
又
は

第
３
４
９
条
の
２
の
規
定
に
よ
る
課
税
標
準
の
額
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

 

７
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
５
項
に
規
定
す
る
市
民
緑
地
の
用
に
供
す
る
土
地
に
対
し
て
課
す
る
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
は
、
当
該
市
民
緑
地
を
設
置
し
た
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
１
月
１
日

（
当
該
設
置
し
た
日
が
１
月
１
日
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
属
す
る
年
の
１
月
１
日
）
を
賦
課
期
日

と
す
る
年
度
か
ら
３
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
法
第
３
４
９
条
の
規
定
に
よ
る
課
税
標
準

の
額
に
３
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

 

 

（
耐
震
改
修
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
す
べ
き
申
告
）

 

第
３
０
条
の
３

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
法
附
則
第
１
５
条
の
１
０
第
１
項
に
規
定
す
る
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
日

か
ら
原
則
と
し
て
３
月
以
内
に
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
総
務
省
令
附

則
第
７
条
第
１
１
項
に
規
定
す
る
補
助
に
係
る
補
助
金
確
定
通
知
書
の
写
し
、
建
築
物
の
耐
震
改

修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
７
年
法
律
第
１
２
３
号
）
第
７
条
又
は
附
則
第
３
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
る
報
告
に
係
る
書
類
の
写
し
及
び
当
該
耐
震
改
修
後
の
家
屋
が
耐
震
基
準
に
適
合
す
る

こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
の
特
例
）

 

第
７
５
条
の
２

 
第
２
３
条
第
６
項
の
規
定
は
、
法
附
則
第
１
５
条
第
３
４
項
に
規
定
す
る
特
定
事

 

 

備
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
は
、
当
該
設
備
に
対
し
て
新
た
に
固
定
資
産
税

が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
年
度
か
ら
５
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
法
第
３
４
９
条
の
２

の
規
定
に
よ
る
課
税
標
準
の
額
に
３
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

 

６
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
３
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
所
内
保
育
施
設
の
用
に
供
す
る
固
定
資
産

に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
補
助
開
始
日
の
属
す
る
年

の
翌
年
の
１
月
１
日
（
当
該
補
助
開
始
日
が
１
月
１
日
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
属
す
る
年
の
１
月

１
日
）
を
賦
課
期
日
と
す
る
年
度
か
ら
５
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
法
第
３
４
９
条
又
は

第
３
４
９
条
の
２
の
規
定
に
よ
る
課
税
標
準
の
額
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

 

７
 
法
附
則
第
１
５
条
第
３
４
項
に
規
定
す
る
市
民
緑
地
の
用
に
供
す
る
土
地
に
対
し
て
課
す
る
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
は
、
当
該
市
民
緑
地
を
設
置
し
た
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
１
月
１
日

（
当
該
設
置
し
た
日
が
１
月
１
日
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
属
す
る
年
の
１
月
１
日
）
を
賦
課
期
日

と
す
る
年
度
か
ら
３
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
法
第
３
４
９
条
の
規
定
に
よ
る
課
税
標
準

の
額
に
３
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

 

 

（
耐
震
改
修
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
す
べ
き
申
告
）

 

第
３
０
条
の
３

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
法
附
則
第
１
５
条
の
１
０
第
１
項
に
規
定
す
る
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
日

か
ら
原
則
と
し
て
３
月
以
内
に
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
総
務
省
令
附

則
第
７
条
第
１
３
項
に
規
定
す
る
補
助
に
係
る
補
助
金
確
定
通
知
書
の
写
し
、
建
築
物
の
耐
震
改

修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
７
年
法
律
第
１
２
３
号
）
第
７
条
又
は
附
則
第
３
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
る
報
告
に
係
る
書
類
の
写
し
及
び
当
該
耐
震
改
修
後
の
家
屋
が
耐
震
基
準
に
適
合
す
る

こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
の
特
例
）

 

第
７
５
条
の
２

 
第
２
３
条
第
６
項
の
規
定
は
、
法
附
則
第
１
５
条
第
３
３
項
に
規
定
す
る
特
定
事
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(
 
13
 )
 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

業
所
内
保
育
施
設
の
用
に
供
す
る
固
定
資
産
に
対
し
て
課
す
る
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
２
３
条
第
６
項
中
「
法
第
３
４
９
条
又
は
第
３
４
９
条
の
２
」
と

あ
る
の
は
、
「
第
７
５
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 

２
 
第
２
３
条
第
７
項
の
規
定
は
、
法
附
則
第
１
５
条
第
３
５
項
に
規
定
す
る
市
民
緑
地
の
用
に
供

す
る
土
地
に
対
し
て
課
す
る
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
２
３

条
第
７
項
中
「
法
第
３
４
９
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
７
５
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 

  

 

業
所
内
保
育
施
設
の
用
に
供
す
る
固
定
資
産
に
対
し
て
課
す
る
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
２
３
条
第
６
項
中
「
法
第
３
４
９
条
又
は
第
３
４
９
条
の
２
」
と

あ
る
の
は
、
「
第
７
５
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 

２
 
第
２
３
条
第
７
項
の
規
定
は
、
法
附
則
第
１
５
条
第
３
４
項
に
規
定
す
る
市
民
緑
地
の
用
に
供

す
る
土
地
に
対
し
て
課
す
る
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
２
３

条
第
７
項
中
「
法
第
３
４
９
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
７
５
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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(1) 

 

議案第 89 号参考資料 

税務部税制課 

 

吹田市市税条例の一部改正について 

 

１ 改正の理由 

地方税法等の一部を改正する法律（令和４年法律第 1 号。令和４年３月 31

日公布）等により地方税法の一部が改正されたことに伴い、吹田市市税条例

の一部を改正するものです。 

 

２ 改正の概要 

 ⑴ 市民税（個人） 

  ア 上場株式等の配当所得等に係る課税方式の見直し 

   (ｱ) 改正の内容 

特定配当等及び特定株式等譲渡所得金額に係る所得の課税方式を所

得税と一致させるとともに、上場株式等に係る譲渡損失の損益通算及

び繰越控除の適用要件を所得税と一致させることとします。 

   (イ) 改正する条文 

     第 16 条第 12 項及び第 14 項（改正） 

第 16 条の 13 の６第１項及び第４項（改正） 

  イ 住宅借入金等特別税額控除の期間延長 

   (ｱ) 改正の内容 

個人市民税における住宅借入金等特別税額控除（住宅ローン控除）

の控除期間を令和 20 年度まで延長します。 

      (イ)  改正する条文 

     第 16 条の８の４（改正） 

 ⑵ 固定資産税（償却資産） 

  ア 課税標準の特例の見直し 

   (ｱ) 改正の内容 

下水道法に規定する除害施設に対して課する償却資産に係る固定資

産税の課税標準額の軽減率を、地方税法の参酌割合と同じ 5 分の 4 と

します。 

   (イ)  改正する条文 

     第 23 条第３項（改正） 

 79 



  

(2) 

 

３ 施行期日 

公布の日から施行します。ただし、(1)のア「上場株式等の配当所得等に係

る課税方式の見直し」は令和６年１月１日から、（1）のイ「住宅借入金等特

別税額控除の期間延長」は令和５年１月１日から施行します。 
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(
 
1 
) 

 

児
童
部
保
育
幼
稚
園
室

 

吹
田
市
立
教
育
・
保
育
施
設
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
保
育
所
の
設
置
）

 

第
５
条

 
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
を
受
け
な
い
保
育
所
（
以
下
「
保
育
所
」
と
い
う
。
）
と
し
て
、

次
の
保
育
園
を
設
置
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑷
 

 

⑸
 
吹
田
市
立
岸
部
保
育
園

 
吹
田
市
岸
部
北
２
丁
目
２
番
２
号

 

⑹
 
吹
田
市
立
千
里
山
保
育
園

 
吹
田
市
千
里
山
東
２
丁
目
１
９
番
２
２
号

 

⑺
 
吹
田
市
立
東
保
育
園

 
吹
田
市
南
正
雀
４
丁
目
１
番
１
号

 

⑻
 
吹
田
市
立
垂
水
保
育
園

 
吹
田
市
垂
水
町
１
丁
目
６
番
９
号

 

⑼
 
吹
田
市
立
吹
一
保
育
園

 
吹
田
市
内
本
町
１
丁
目
２
３
番
２
８
号

 

⑽
 
吹
田
市
立
吹
六
保
育
園

 
吹
田
市
南
清
和
園
町
４
０
番
３
１
号

 

⑾
 
吹
田
市
立
片
山
保
育
園

 
吹
田
市
出
口
町
３
２
番
１
号

 

⑿
 
吹
田
市
立
千
三
保
育
園

 
吹
田
市
千
里
山
西
１
丁
目
１
２
番
１
号

 

⒀
 
吹
田
市
立
山
三
保
育
園

 
吹
田
市
山
田
西
１
丁
目
２
７
番
１
５
号

 

 

（
保
育
所
の
定
員
）

 

第
９
条

 
保
育
所
の
定
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑷
 

 

⑸
 
岸
部
保
育
園

 
１
１
２
人

 

⑹
 
千
里
山
保
育
園

 
１
０
０
人

 

 

（
保
育
所
の
設
置
）

 

第
５
条

 
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
を
受
け
な
い
保
育
所
（
以
下
「
保
育
所
」
と
い
う
。
）
と
し
て
、

次
の
保
育
園
を
設
置
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑷
 

 

⑸
 
吹
田
市
立
千
里
山
保
育
園

 
吹
田
市
千
里
山
東
２
丁
目
１
９
番
２
２
号

 

⑹
 
吹
田
市
立
東
保
育
園

 
吹
田
市
南
正
雀
４
丁
目
１
番
１
号

 

⑺
 
吹
田
市
立
垂
水
保
育
園

 
吹
田
市
垂
水
町
１
丁
目
６
番
９
号

 

⑻
 
吹
田
市
立
吹
一
保
育
園

 
吹
田
市
内
本
町
１
丁
目
２
３
番
２
８
号

 

⑼
 
吹
田
市
立
吹
六
保
育
園

 
吹
田
市
南
清
和
園
町
４
０
番
３
１
号

 

⑽
 
吹
田
市
立
片
山
保
育
園

 
吹
田
市
出
口
町
３
２
番
１
号

 

⑾
 
吹
田
市
立
千
三
保
育
園

 
吹
田
市
千
里
山
西
１
丁
目
１
２
番
１
号

 

⑿
 
吹
田
市
立
山
三
保
育
園

 
吹
田
市
山
田
西
１
丁
目
２
７
番
１
５
号

 

  （
保
育
所
の
定
員
）

 

第
９
条

 
保
育
所
の
定
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑷
 

 

⑸
 
千
里
山
保
育
園

 
１
０
０
人

 

⑹
 
東
保
育
園

 
１
１
２
人

 

議
案
第
９
０
号
参
考
資
料

 

～  

～  

～  

～  
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(
 
2 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

⑺
 
東
保
育
園

 
１
１
２
人

 

⑻
 
垂
水
保
育
園

 
１
１
２
人

 

⑼
 
吹
一
保
育
園

 
１
１
２
人

 

⑽
 
吹
六
保
育
園

 
１
１
２
人

 

⑾
 
片
山
保
育
園

 
１
２
０
人

 

⑿
 
千
三
保
育
園

 
１
２
０
人

 

⒀
 
山
三
保
育
園

 
１
２
０
人

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

 

⑺
 
垂
水
保
育
園

 
１
１
２
人

 

⑻
 
吹
一
保
育
園

 
１
１
２
人

 

⑼
 
吹
六
保
育
園

 
１
１
２
人

 

⑽
 
片
山
保
育
園

 
１
２
０
人

 

⑾
 
千
三
保
育
園

 
１
２
０
人

 

⑿
 
山
三
保
育
園

 
１
２
０
人

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－
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(
 
1 
) 

 

健
康
医
療
部
国
民
健
康
保
険
課

 

吹
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
本
市
が
行
う
後
期
高
齢
者
医
療
の
事
務
）

 

第
２
条

 
本
市
は
、
保
険
料
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
平
成
１
９
年
政
令
第
３
１
８
号
）
第
２
条
に
規
定
す
る
事
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
務

を
行
う
も
の
と
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑺
 

 

⑻
 
広
域
連
合
条
例
附
則
第
５
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
傷
病
手
当
金
の
支
給
に
係
る
申
請
書
の

受
付

 

⑼
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

（
督
促
状
の
発
付
等
）

 

第
６
条

 
市
長
は
、
納
期
限
ま
で
に
保
険
料
を
完
納
し
な
い
者
が
あ
る
と
き
は
、
納
期
限
後
２
０
日

以
内
に
、
１
１
日
以
内
の
期
間
を
指
定
し
て
督
促
状
を
発
す
る
。

 

２
 
市
長
は
、
督
促
状
を
発
付
し
た
と
き
は
、
１
通
に
つ
き

7
0
円
の
督
促
手
数
料
を
徴
収
す
る
。

 

  

 

（
本
市
が
行
う
後
期
高
齢
者
医
療
の
事
務
）

 

第
２
条

 
本
市
は
、
保
険
料
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
平
成
１
９
年
政
令
第
３
１
８
号
）
第
２
条
に
規
定
す
る
事
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
務

を
行
う
も
の
と
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑺
 

 

⑻
 
広
域
連
合
条
例
附
則
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
傷
病
手
当
金
の
支
給
に
係
る
申
請
書
の

受
付

 

⑼
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

（
督
促
手
数
料
）

 

第
６
条

 
市
長
は
、
督
促
状
を
発
し
た
と
き
は
、
１
通
に
つ
き

7
0
円
の
督
促
手
数
料
を
徴
収
す
る
。

 

    

 

議
案
第
９
１
号
参
考
資
料

 

～  

～  
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議案第９１号参考資料 

健康医療部国民健康保険課 

 

   吹田市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 

１ 改正の理由及び内容 

⑴  吹田市後期高齢者医療に関する条例（以下「吹田市条例」という。）について、

大阪府後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例（以下「広域連合条

例」という。）を引用して新型コロナウイルス感染症による傷病手当金について定

めていますが、広域連合条例の一部改正により条項移動が生じたことから、規定

整備を行うものです。 

⑵  吹田市条例から督促状発付にかかる条項を削除し、今後においては吹田市債権

管理条例の規定による運用を行うものです。これにより、督促状発付日が納期限

後 20 日以内から 30日以内に変更となります。納付義務者が金融機関窓口で納付

してから国民健康保険課で収納確認ができるまでに時間を要することから、30 日

以内に変更することによりスケジュールに余裕を持たせ、納期限までに納付され

た方への督促状の行き違いによる発付を防ぐものです。 

 

２ 施行期日 

   公布日から施行します。 
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 86 



(
 
1 
) 

 

都
市
計
画
部
住
宅
政
策
室

 

吹
田
市
営
住
宅
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
設
置
等
）

 

第
１
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
市
営
住
宅
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
借
上
型
住
宅
の
名
称
及
び

位
置
は
、
市
長
が
定
め
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑺
 

 

⑻
 
吹
田
市
営
岸
部
北
住
宅

 
吹
田
市
岸
部
北
１
丁
目
１
７
番

 

⑼
 
吹
田
市
営
岸
部
中
住
宅

 
吹
田
市
岸
部
中
１
丁
目
１
０
番
、
１
２
番
及
び
２
６
番
並
び
に
２

丁
目
８
番

 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

（
住
宅
の
明
渡
請
求
等
）

 

第
２
２
条

 
市
長
は
、
法
第
３
２
条
第
１
項
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
入
居
者
に
対
し
て
そ
の
市
営
住
宅
の
明
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

 

⑴
 

 

⑵
 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

  

（
賠
償
）

 

第
２
７
条

 
入
居
者
は
、
入
居
者
又
は
同
居
者
が
市
営
住
宅
又
は
共
同
施
設
を
故
意
に
毀き

損
又
は
滅

 

 

（
設
置
等
）

 

第
１
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
市
営
住
宅
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
借
上
型
住
宅
の
名
称
及
び

位
置
は
、
市
長
が
定
め
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑺
 

 

⑻
 
吹
田
市
営
岸
部
中
南
住
宅

 
吹
田
市
岸
部
中
１
丁
目
８
番

 

⑼
 
吹
田
市
営
岸
部
中
西
住
宅

 
吹
田
市
岸
部
中
１
丁
目
１
２
番

 

⑽
 
吹
田
市
営
岸
部
中
東
住
宅

 
吹
田
市
岸
部
中
１
丁
目
２
６
番

 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

（
住
宅
の
明
渡
請
求
等
）

 

第
２
２
条

 
市
長
は
、
法
第
３
２
条
第
１
項
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
入
居
者
に
対
し
て
そ
の
市
営
住
宅
の
明
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

 

⑴
 

 

⑵
 

⑶
 
他
の
入
居
者
又
は
周
辺
の
住
民
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
た
と
き
。

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

（
賠
償
）

 

第
２
７
条

 
入
居
者
は
、
入
居
者
又
は
同
居
者
が
市
営
住
宅
又
は
共
同
施
設
を
故
意
に
毀
損
又
は
滅

 

議
案
第
９
２
号
参
考
資
料

 

～  

～  

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－
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(
 
2 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

失
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
原
形
に
復
す
る
か
、
又
は
こ
れ
に
要
す
る
費
用
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

２
 
入
居
者
又
は
同
居
者
が
、
第
２
２
条
若
し
く
は
法
第
３
２
条
第
１
項
及
び
第
２
項
（
同
条
第
１

項
第
３
号
を
除
く
。
）
の
規
定
に
該
当
し
、
又
は
第
２
４
条
の
規
定
に
違
反
し
て
市
に
損
害
を
与

え
た
場
合
は
、
当
該
入
居
者
は
、
そ
の
損
害
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
社
会
福
祉
法
人
等
に
対
す
る
使
用
許
可
の
取
消
し
）

 

第
３
０
条

 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
公
営
住
宅
の
使
用
許
可
を
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

⑴
 

 

⑵
 

 （
社
会
福
祉
法
人
等
に
対
す
る
準
用
）

 

第
３
１
条

 
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
公
営
住
宅
の
使
用
に
当
た
つ
て
は
、
第
１
１
条
、
第
１
９

条
、
第
２
２
条
第
１
項
第
２
号
、
第
２
４
条
第
１
項
第
１
号
及
び
第
２
７
条
第
１
項
の
規
定
を
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
市
営
住
宅
」
と
あ
る
の
は
「
公
営
住
宅
」

と
、
「
家
賃
」
と
あ
る
の
は
「
使
用
料
」
と
、
「
入
居
可
能
日
」
と
あ
る
の
は
「
使
用
開
始
可
能

日
」
と
、
「
入
居
者
」
と
あ
る
の
は
「
社
会
福
祉
法
人
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 

 

（
駐
車
場
の
使
用
許
可
の
取
消
し
）

 

第
３
５
条

 
市
長
は
、
第
３
２
条
の
許
可
を
受
け
た
入
居
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。
）
又
は

同
居
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
駐
車
場
の
使
用
許
可
を
取
り
消

し
、
又
は
そ
の
明
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

⑴
 

 

⑵
 

⑶
 
駐
車
場
又
は
そ
の
附
帯
す
る
施
設
を
故
意
に
毀き

損
し
た
と
き
。

 

 

 

失
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
原
形
に
復
す
る
か
、
又
は
こ
れ
に
要
す
る
費
用
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

２
 
入
居
者
又
は
同
居
者
が
、
第
２
２
条
第
２
項
、
第
２
４
条
第
１
項
又
は
法
第
３
２
条
第
２
項
の

規
定
に
違
反
し
て
市
に
損
害
を
与
え
た
場
合
は
、
当
該
入
居
者
は
、
そ
の
損
害
額
を
賠
償
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

（
社
会
福
祉
法
人
等
に
対
す
る
使
用
許
可
の
取
消
し
）

 

第
３
０
条

 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
公
営
住
宅
の
使
用
許
可
を
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

⑴
 

 

⑵
 

⑶
 
第
２
２
条
第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
き
。

 

（
社
会
福
祉
法
人
等
に
対
す
る
準
用
）

 

第
３
１
条

 
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
公
営
住
宅
の
使
用
に
当
た
つ
て
は
、
第
１
１
条
、
第
１
９

条
、
第
２
４
条
及
び
第
２
７
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

 

    

（
駐
車
場
の
使
用
許
可
の
取
消
し
）

 

第
３
５
条

 
市
長
は
、
第
３
２
条
の
許
可
を
受
け
た
入
居
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。
）
又
は

同
居
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
駐
車
場
の
使
用
許
可
を
取
り
消

し
、
又
は
そ
の
明
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

⑴
 

 

⑵
 

⑶
 
駐
車
場
又
は
そ
の
附
帯
す
る
施
設
を
故
意
に
毀
損
し
た
と
き
。

 

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－
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(
 
3 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

⑷
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑹
 

 

 

 

⑷
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑹
 

 

 

 

～  

～  

 89 



 90 



(
 
1 
) 

 

都
市
計
画
部
開
発
審
査
室

 

吹
田
市
建
築
基
準
法
施
行
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 第
１
１
条

 
次
の
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
申
請
１
件

に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
定
め
る
金
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

号
 

事
務

 
金
額

 

⑴
 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
 

(2
5)

 

(2
6)
 

法
第
８
５
条
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
く
仮
設
興
行
場
等
に
係
る
建
築

許
可

 

1
2
0
,
0
0
0
円

 

(2
6)
の
２

 
法
第
８
５
条
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
く
仮
設
興
行
場
等
に
係
る
建
築

許
可

 

1
6
0
,
0
0
0
円

 

(2
7)
 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
 

(3
3)
 

(3
3)
の
２

 
法
第
８
７
条
の
３
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
く
興
行
場
等
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
の
許
可

 

1
2
0
,
0
0
0
円

 

(3
3)
の
３

 
法
第
８
７
条
の
３
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
別
興
行
場
等
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
の
許
可

 

1
6
0
,
0
0
0
円

 

(3
4)
 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
(3

5)
 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

４
 

 

 第
１
１
条

 
次
の
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
申
請
１
件

に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
定
め
る
金
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

号
 

事
務

 
金
額

 

⑴
 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
 

(2
5)

 

(2
6)
 

法
第
８
５
条
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
く
仮
設
興
行
場
等
に
係
る
建
築

許
可

 

1
2
0
,
0
0
0
円

 

(2
6)
の
２

 
法
第
８
５
条
第
７
項
の
規
定
に
基
づ
く
仮
設
興
行
場
等
に
係
る
建
築

許
可

 

1
6
0
,
0
0
0
円

 

(2
7)
 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
 

(3
3)
 

(3
3)
の
２

 
法
第
８
７
条
の
３
第
６
項
の
規
定
に
基
づ
く
興
行
場
等
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
の
許
可

 

1
2
0
,
0
0
0
円

 

(3
3)
の
３

 
法
第
８
７
条
の
３
第
７
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
別
興
行
場
等
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
の
許
可

 

1
6
0
,
0
0
0
円

 

(3
4)
 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
(3

5)
 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

４
 

 
 

議
案
第
９
３
号
参
考
資
料

 

～  ～  

～  ～  

～  

～  

 91 



 92 



(
 
1 
) 

 

都
市
計
画
部
開
発
審
査
室

 

吹
田
市
手
数
料
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 別
表

 

１
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

９
 

1
0
 
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
関
係
事
務
手
数
料

 

号
 

事
務

 
金
額

 

⑴
 
住

宅
の

品
質

確
保

の
促

進
等

に
関

す
る

法
律

（
平

成
１

１
年

法
律

第

８
１

号
）

第
６

条
の

２
第

５
項

の

確
認

書
又

は
住

宅
性

能
評

価
書

に

よ
り

住
宅

の
構

造
及

び
設

備
が

長

期
使

用
構

造
等

で
あ

る
旨

を
確

認

す
る

こ
と

が
で

き
る

住
宅

（
以

下

こ
の

表
に

お
い

て
「

長
期

使
用

構

造
等

住
宅

」
と

い
う

。
）

に
係

る

長
期

優
良

住
宅

建
築

等
計

画
の

認

定
の

申
請

に
対

す
る

審
査

（
次

号

に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

 

 

申
請
１
件
に
つ
き
ア
に
掲
げ
る
額
に
イ
及
び
ウ

に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

 

ア
 
次
に
掲
げ
る
住
宅
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

 

(ア
) 

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
２
１
年
国
土
交

通
省
令
第
３
号
）
第
１
条
各
項
の
長

期
使

用
構
造
等
と
す
る
た
め
の
措
置
に
係
る
基

準
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準

（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
長
期
使
用
構

造
等
基
準
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
住
宅
を

新
築
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
基
準
が

適
用

さ
れ

る
住

宅
（

以
下

こ
の

表
に

お
い

て

「
新
築
基
準
適
用
住
宅
」
と
い
う
。
）

 
 

一
戸
建
て
の
住
宅
（
住
宅
の
用
途
以
外
の

用
途
に
供
す
る
部
分
を
有
す
る
も
の
を
含

む
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
は

 
 

 別
表

 

１
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

９
 

1
0
 
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
関
係
事
務
手
数
料

 

号
 

事
務

 
金
額

 

⑴
 
住

宅
の

品
質

確
保

の
促

進
等

に
関

す
る

法
律

（
平

成
１

１
年

法
律

第

８
１

号
）

第
６

条
の

２
第

５
項

の

確
認

書
又

は
住

宅
性

能
評

価
書

に

よ
り

住
宅

の
構

造
及

び
設

備
が

長

期
使

用
構

造
等

で
あ

る
旨

を
確

認

す
る

こ
と

が
で

き
る

住
宅

（
以

下

こ
の

表
に

お
い

て
「

長
期

使
用

構

造
等

住
宅

」
と

い
う

。
）

に
係

る

長
期

優
良

住
宅

建
築

等
計

画
又

は

長
期

優
良

住
宅

維
持

保
全

計
画

の

認
定

の
申

請
に

対
す

る
審

査
（

次

号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

 

申
請
１
件
に
つ
き
ア
に
掲
げ
る
額
に
イ
及
び
ウ

に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

 

ア
 
次
に
掲
げ
る
住
宅
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

 

(ア
) 

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
２
１
年
国
土
交

通
省
令
第
３
号
）
第
１
条
各
項
の
長

期
使

用
構
造
等
と
す
る
た
め
の
措
置
に
係
る
基

準
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準

（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
長
期
使
用
構

造
等
基
準
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
住
宅
を

新
築
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
基
準
が
適
用

さ
れ
る
新
築
の
住
宅
（
以
下
こ
の
表
に
お

い
て
「
新
築
基
準
適
用
新
築
住
宅
」
と
い

う
。
）

 
一
戸
建
て
の
住
宅
（
住
宅
の
用

途
以
外
の
用
途
に
供
す
る
部
分
を
有
す
る

も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同

 
 

議
案
第
９
４
号
参
考
資
料

 

～  

～  
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(
 
2 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

 
 

1
3
,
0
0
0
円
、
共
同
住
宅
等
（
共
同
住
宅
、

長
屋
そ
の
他
の
一
戸
建
て
の
住
宅
以
外
の

住
宅
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同

じ
。
）
で
あ
っ
て
認
定
に
係
る
建
築
物
の

部
分

の
床

面
積

の
合

計
が

5
0
0
平

方
メ

ー

ト
ル

以
下

の
も

の
は

2
1
,
3
0
0
円

、
5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は
3
5
,
3
0
0
円

、
1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は
5
5
,
2
0
0
円

、
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は
9
7
,
5
0
0
円

、
5
,
0
0
0
平

方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は
1
6
3
,
4
0
0
円

、
1
0
,
0
0
0

平
方

メ
ー

ト
ル

を
超

え
る

も
の

は

2
7
9
,
7
0
0
円

 

(イ
) 

長
期
使
用
構
造
等
基
準
の
う
ち
住
宅
を

増
築
し
、
又
は
改
築
し
よ
う
と
す
る
場
合

の
基
準
が
適
用
さ
れ
る
住
宅
（
以
下
こ
の

表
に
お
い
て
「
増
改
築
基
準
適
用
住
宅
」

と
い

う
。

）
 

一
戸

建
て

の
住

宅
は

1
7
,
4
0
0
円
、
共
同
住
宅
等
で
あ
っ
て
認
定

に
係
る
建
築
物
の
部
分
の
床
面
積
の
合
計

が
5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は

2
9
,
6
0
0
円

、
5
0
0
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え

1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は
 

 

 

 
 

じ
。
）
は

1
3
,
0
0
0
円
、
共
同
住
宅
等
（
共

同
住
宅
、
長
屋
そ
の
他
の
一
戸
建
て
の
住

宅
以
外
の
住
宅
を
い
う
。
以
下
こ
の
表

に

お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
認
定
に
係
る

建
築

物
の

部
分

の
床

面
積

の
合

計
が

5
0
0

平
方

メ
ー

ト
ル

以
下

の
も

の
は

2
1
,
3
0
0

円
、

5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

1
,
0
0
0
平

方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
は

3
5
,
3
0
0
円
、

1
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

3
,
0
0
0
平
方

メ
ー

ト
ル

以
下

の
も

の
は

5
5
,
2
0
0
円

、

3
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

5
,
0
0
0
平
方

メ
ー

ト
ル

以
下

の
も

の
は

9
7
,
5
0
0
円

、

5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

1
0
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は
1
6
3
,
4
0
0

円
、

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も

の
は

2
7
9
,
7
0
0
円

 

(イ
) 

長
期
使
用
構
造
等
基
準
の
う
ち
住
宅
を

増
築
し
、
若
し
く
は
改
築
し
よ
う
と
す
る

場
合
の
基
準
が
適
用
さ
れ
る
住
宅
（
以
下

こ
の
表
に
お
い
て
「
増
改
築
基
準
適
用
住

宅
」
と
い
う
。
）
又
は
長
期
使
用
構
造
等

基
準
の
う
ち
住
宅
を
新
築
し
よ
う
と
す
る

場
合
の
基
準
が
適
用
さ
れ
る
既
存
の
住
宅

（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
新
築
基
準
適

用
既
存
住
宅
」
と
い
う
。
）

 
一
戸
建
て

の
住
宅
は

1
7
,
4
0
0
円
、
共
同
住
宅
等
で
あ
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箇
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行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

 
 

4
9
,
9
0
0
円

、
1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超

え
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は

7
7
,
0
0
0
円

、
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超

え
5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は

1
3
6
,
4
0
0
円
、

5
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
は

2
2
8
,
0
0
0
円

、
1
0
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え
る
も
の
は

3
8
7
,
2
0
0
円

 

イ
 

ウ
 

 

⑵
 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑶
 
長

期
使

用
構

造
等

住
宅

以
外

の
住

宅
に

係
る

長
期

優
良

住
宅

建
築

等

計
画

の
認

定
の

申
請

に
対

す
る

審

査
 

申
請
１
件
に
つ
き
ア
に
掲
げ
る
額
に
イ
か
ら
エ

ま
で
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

 

ア
 
次
に
掲
げ
る
住
宅
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

 

(ア
) 

新
築
基
準
適
用
住
宅

 
一
戸
建
て
の
住

宅
は

7
3
,
6
0
0
円
、
共
同
住
宅
等
で
あ
っ
て

認
定
に
係
る
建
築
物
の
部
分
の
床
面
積
の

合
計

が
5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は
1
3
0
,
0
0
0
円
、

5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は

2
0
7
,
0
0
0
円
、

1
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は

4
0
8
,
1
0
0
円
、

3
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は

7
3
0
,
0
0
0
円
、

5
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

 
 

 

 
 

っ
て
認
定
に
係
る
建
築
物
の
部
分
の
床
面

積
の

合
計

が
5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は
2
9
,
6
0
0
円

、
5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル

を
超

え
1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も

の
は

4
9
,
9
0
0
円

、
1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル

を
超

え
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も

の
は

7
7
,
0
0
0
円

、
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル

を
超

え
5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も

の
は

1
3
6
,
4
0
0
円
、

5
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も

の
は

2
2
8
,
0
0
0
円

、
1
0
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の
は

3
8
7
,
2
0
0
円

 

イ
 

ウ
 

⑵
 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑶
 
長

期
使

用
構

造
等

住
宅

以
外

の
住

宅
に

係
る

長
期

優
良

住
宅

建
築

等

計
画

又
は

長
期

優
良

住
宅

維
持

保

全
計

画
の

認
定

の
申

請
に

対
す

る

審
査

 

申
請
１
件
に
つ
き
ア
に
掲
げ
る
額
に
イ
か
ら
エ

ま
で
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

 

ア
 
次
に
掲
げ
る
住
宅
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

 

(ア
) 

新
築
基
準
適
用
新
築
住
宅

 
一
戸
建
て

の
住
宅
は

7
3
,
6
0
0
円
、
共
同
住
宅
等
で
あ

っ
て
認
定
に
係
る
建
築
物
の
部
分
の
床
面

積
の

合
計

が
5
0
0
平

方
メ
ー

ト
ル

以
下

の

も
の
は

1
3
0
,
0
0
0
円
、

5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超

え
1
,
0
0
0
平
方

メ
ー
ト

ル
以
下

の
も

の
は

2
0
7
,
0
0
0
円
、

1
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

 
 

－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－

 

－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
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行

 
改

 
 

 
 

 
正
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え
1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
は

1
,
2
5
5
,
0
0
0
円

、
1
0
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル

を
超
え
る
も
の
は

2
,
3
2
3
,
7
0
0
円

 

(イ
) 

増
改
築
基
準
適
用
住
宅

 
一
戸
建
て
の

住
宅

は
1
0
8
,
7
0
0
円

、
共

同
住

宅
等

で
あ

っ
て
認
定
に
係
る
建
築
物
の
部
分
の
床
面

積
の

合
計

が
5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の
は

1
9
2
,
7
0
0
円
、

5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超

え
1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も

の
は

3
0
7
,
3
0
0
円
、

1
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超

え
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も

の
は

6
0
6
,
3
0
0
円
、

3
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超

え
5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も

の
は

1
,
0
8
5
,
0
0
0
円
、

5
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の

も
の

は
1
,
8
6
5
,
5
0
0
円

、
1
0
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
は

3
,
4
5
3
,
0
0
0
円

 

イ
 

 
 
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－

 

エ
 

⑷
 
長

期
使

用
構

造
等

住
宅

に
係

る
認

定
を

受
け

た
長

期
優

良
住

宅
建

築

等
計

画
の

変
更

認
定

の
申

請
に

対

す
る

審
査

（
第

６
号

に
該

当
す

る

も
の
を
除
く
。
）

 

申
請
１
件
に
つ
き
、
ア
に
掲
げ
る
額
に
イ
か
ら

エ
ま
で
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

 

ア
 
次
に
掲
げ
る
住
宅
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
次
に
定
め
る
額
（
共
同
住
宅
等
に
係
る

申
請
で
あ
っ
て
、
変
更
の
内
容
が
全
体
に
及

ば
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
額
を
変
更

 
 

 

 
 

を
超

え
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も

の
は

4
0
8
,
1
0
0
円
、

3
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超

え
5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も

の
は

7
3
0
,
0
0
0
円
、

5
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も

の
は

1
,
2
5
5
,
0
0
0
円

、
1
0
,
0
0
0
平

方
メ

ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の
は

2
,
3
2
3
,
7
0
0
円

 

(イ
) 

増
改
築
基
準
適
用
住
宅
又
は
新
築
基
準

適
用

既
存

住
宅

 
一

戸
建

て
の

住
宅

は

1
0
8
,
7
0
0
円

、
共

同
住

宅
等

で
あ

っ
て

認

定
に
係
る
建
築
物
の
部
分
の
床
面
積
の
合

計
が

5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は

1
9
2
,
7
0
0
円
、

5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は

3
0
7
,
3
0
0
円
、

1
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は

6
0
6
,
3
0
0
円
、

3
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は

1
,
0
8
5
,
0
0
0
円
、

5
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

は
1
,
8
6
5
,
5
0
0
円

、
1
0
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の
は

3
,
4
5
3
,
0
0
0
円

 

イ
 

 
 
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－

 

エ
 

⑷
 
長

期
使

用
構

造
等

住
宅

に
係

る
認

 
申
請
１
件
に
つ
き
、
ア
に
掲
げ
る
額
に
イ
か
ら

 
 

～  
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(
 
5 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

 
 

前
の
認
定
に
係
る
全
て
の
住
宅
の
戸
数
で
除

し
て

得
た

額
（

そ
の

額
に

1
0
0
円

未
満

の
端

数
が
生
じ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
上
げ
た

額
）
に
変
更
認
定
に
係
る
住
宅
の
戸
数
を
乗

じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が

(ア
)又

は
(イ

)に
定
め

る
額
を
超
え
る
と
き
は
、

(ア
)又

は
(イ

)に
定
め

る
額
）
）

 

(ア
) 

新
築
基
準
適
用
住
宅

 
一
戸
建
て
の
住

宅
は

1
,
9
0
0
円

、
共

同
住

宅
等

で
あ

っ
て

変
更
前
の
認
定
に
係
る
建
築
物
の
部
分
の

床
面

積
の

合
計

が
5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の
も
の
は

3
,
7
0
0
円
、

5
0
0
平
方
メ
ー
ト

ル
を

超
え

1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の
は

6
,
5
0
0
円
、

1
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超

え
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も

の
は

9
,
5
0
0
円
、

3
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え

5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は
1
7
,
5
0
0
円

、
5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

は
2
9
,
8
0
0
円
、

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
も
の
は

4
9
,
3
0
0
円

 

(イ
) 

増
改
築
基
準
適
用
住
宅

 
一
戸
建
て
の

住
宅

は
2
,
7
0
0
円
、

共
同
住

宅
等
で

あ
っ

て
変
更
前
の
認
定
に
係
る
建
築
物
の
部
分

の
床

面
積

の
合

計
が

5
0
0
平
方

メ
ー

ト
ル

以
下
の
も
の
は

5
,
6
0
0
円
、

5
0
0
平
方
メ
ー

 
 

 

 
定

を
受

け
た

長
期

優
良

住
宅

建
築

等
計

画
又

は
長

期
優

良
住

宅
維

持

保
全

計
画

の
変

更
認

定
の

申
請

に

対
す

る
審

査
（

第
６

号
に

該
当

す

る
も
の
を
除
く
。
）

 

エ
ま
で
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

 

ア
 
次
に
掲
げ
る
住
宅
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
次
に
定
め
る
額
（
共
同
住
宅
等
に
係
る

申
請
で
あ
っ
て
、
変
更
の
内
容
が
全
体
に
及

ば
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
額
を
変
更

前
の
認
定
に
係
る
全
て
の
住
宅
の
戸
数
で
除

し
て

得
た

額
（

そ
の

額
に

1
0
0
円

未
満

の
端

数
が
生
じ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
上
げ
た

額
）
に
変
更
認
定
に
係
る
住
宅
の
戸
数
を
乗

じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が

(ア
)又

は
(イ

)に
定
め

る
額
を
超
え
る
と
き
は
、

(ア
)又

は
(イ

)に
定
め

る
額
）
）

 

(ア
) 

新
築
基
準
適
用
新
築
住
宅

 
一
戸
建
て

の
住

宅
は

1
,
9
0
0
円

、
共

同
住

宅
等

で
あ

っ
て
変
更
前
の
認
定
に
係
る
建
築
物
の
部

分
の

床
面

積
の

合
計

が
5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以
下
の
も
の
は

3
,
7
0
0
円
、

5
0
0
平
方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の
も
の
は

6
,
5
0
0
円
、

1
,
0
0
0
平
方
メ
ー

ト
ル

を
超

え
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下

の
も
の
は

9
,
5
0
0
円
、

3
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト

ル
を

超
え

5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は
1
7
,
5
0
0
円

、
5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を
超
え

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の

も
の
は

2
9
,
8
0
0
円
、

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の
は

4
9
,
3
0
0
円
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(
 
6 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

 
 

ト
ル

を
超

え
1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下

の
も
の
は

9
,
9
0
0
円
、

1
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト

ル
を

超
え

3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は
1
4
,
3
0
0
円

、
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は
2
6
,
3
0
0
円

、
5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を
超
え

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の

も
の
は

4
4
,
8
0
0
円
、

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の
は

7
4
,
1
0
0
円

 

イ
 

 
 
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－

 

エ
 

⑸
 
長

期
使

用
構

造
等

住
宅

以
外

の
住

宅
に

係
る

認
定

を
受

け
た

長
期

優

良
住

宅
建

築
等

計
画

の
変

更
認

定

の
申

請
に

対
す

る
審

査
（

次
号

に

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

 

申
請
１
件
に
つ
き
、
ア
に
掲
げ
る
額
（
変
更
が

法
第
５
条
第
６
項
第
４
号
に
掲
げ
る
事
項
の
み

の
変

更
で

あ
る

申
請

に
あ

っ
て

は
、

2
,
3
0
0

円
）
に
イ
か
ら
エ
ま
で
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し

た
額

 

ア
 
次
に
掲
げ
る
住
宅
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
次
に
定
め
る
額
（
共
同
住
宅
等
に
係
る

申
請
で
あ
っ
て
、
変
更
の
内
容
が
全
体
に
及

ば
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
額
を
変
更

前
の
認
定
に
係
る
全
て
の
住
宅
の
戸
数
で
除

し
て

得
た

額
（

そ
の

額
に

1
0
0
円

未
満
の

端

数
が
生
じ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
上
げ
た

額
）
に
変
更
認
定
に
係
る
住
宅
の
戸
数
を
乗

じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が

(ア
)又

は
(イ

)に
定
め

 
 

 

 
 

(イ
) 

増
改
築
基
準
適
用
住
宅
又
は
新
築
基
準

適
用

既
存

住
宅

 
一

戸
建

て
の

住
宅

は

2
,
7
0
0
円

、
共

同
住

宅
等

で
あ

っ
て

変
更

前
の
認
定
に
係
る
建
築
物
の
部
分
の
床
面

積
の

合
計

が
5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の
は

5
,
6
0
0
円
、

5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え

1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は
9
,
9
0
0
円
、

1
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は

1
4
,
3
0
0
円

、
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超

え
5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は

2
6
,
3
0
0
円

、
5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超

え
1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
は

4
4
,
8
0
0
円
、

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
も
の
は

7
4
,
1
0
0
円

 

イ
 

 
 
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－

 

エ
 

⑸
 
長

期
使

用
構

造
等

住
宅

以
外

の
住

宅
に

係
る

認
定

を
受

け
た

長
期

優

良
住

宅
建

築
等

計
画

又
は

長
期

優

良
住

宅
維

持
保

全
計

画
の

変
更

認

定
の

申
請

に
対

す
る

審
査

（
次

号

に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

 

申
請
１
件
に
つ
き
、
ア
に
掲
げ
る
額
（
変
更
が

法
第
５
条
第
８
項
第
４
号
か
ら
第
７
号
ま
で

に

掲
げ
る
事
項
の
み
の
変
更
で
あ
る
申
請
に
あ
っ

て
は

、
2
,
3
0
0
円

）
に

イ
か

ら
エ

ま
で

に
掲

げ

る
額
を
合
算
し
た
額

 

ア
 
次
に
掲
げ
る
住
宅
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
次
に
定
め
る
額
（
共
同
住
宅
等
に
係
る

申
請
で
あ
っ
て
、
変
更
の
内
容
が
全
体
に
及
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(
 
7 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

 
 

る
額
）
に
変
更
認
定
に
係
る
住
宅
の
戸
数
を

乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が

(ア
)又

は
(イ

)に
定

め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、

(ア
)又

は
(イ

)に
定

め
る
額
）
）

 

(ア
) 

新
築
基
準
適
用
住
宅

 
一
戸
建
て
の
住

宅
は

1
2
,
7
0
0
円
、
共
同
住
宅
等
で
あ
っ
て

変
更
前
の
認
定
に
係
る
建
築
物
の
部
分
の

床
面

積
の

合
計

が
5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は
2
3
,
3
0
0
円

、
5
0
0
平

方
メ

ー

ト
ル

を
超

え
1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下

の
も

の
は

3
7
,
7
0
0
円

、
1
,
0
0
0
平

方
メ

ー

ト
ル

を
超

え
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下

の
も

の
は

7
3
,
8
0
0
円

、
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー

ト
ル

を
超

え
5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下

の
も
の
は

1
3
4
,
5
0
0
円
、

5
,
0
0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

の
も

の
は

2
3
3
,
8
0
0
円

、
1
0
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
は

4
3
1
,
6
0
0
円

 

(イ
) 

増
改
築
基
準
適
用
住
宅

 
一
戸
建
て
の

住
宅
は

1
8
,
9
0
0
円
、
共
同
住
宅
等
で
あ
っ

て
変
更
前
の
認
定
に
係
る
建
築
物
の
部
分

の
床

面
積

の
合

計
が

5
0
0
平
方

メ
ー

ト
ル

以
下
の
も

の
は

3
5
,
1
0
0
円

、
5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

1
,
0
0
0
平
方

メ
ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は
5
6
,
6
0
0
円

、
1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

3
,
0
0
0
平
方

メ
ー
ト

ル
以

 
 

 

 
 

ば
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
額
を
変
更

前
の
認
定
に
係
る
全
て
の
住
宅
の
戸
数
で
除

し
て

得
た

額
（

そ
の

額
に

1
0
0
円

未
満

の
端

数
が
生
じ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
上
げ
た

額
）
に
変
更
認
定
に
係
る
住
宅
の
戸
数
を
乗

じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が

(ア
)又

は
(イ

)に
定
め

る
額
を
超
え
る
と
き
は
、

(ア
)又

は
(イ

)に
定
め

る
額
）
）

 

(ア
) 

新
築
基
準
適
用
新
築
住
宅

 
一
戸
建
て

の
住
宅
は

1
2
,
7
0
0
円
、
共
同
住
宅
等
で
あ

っ
て
変
更
前
の
認
定
に
係
る
建
築
物
の
部

分
の

床
面

積
の

合
計

が
5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は
2
3
,
3
0
0
円

、
5
0
0
平

方

メ
ー

ト
ル

を
超

え
1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル

以
下

の
も

の
は

3
7
,
7
0
0
円

、
1
,
0
0
0
平

方

メ
ー

ト
ル

を
超

え
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル

以
下

の
も

の
は

7
3
,
8
0
0
円

、
3
,
0
0
0
平

方

メ
ー

ト
ル

を
超

え
5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル

以
下
の
も
の
は

1
3
4
,
5
0
0
円
、

5
,
0
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

以
下

の
も

の
は

2
3
3
,
8
0
0
円

、
1
0
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

る
も

の
は

4
3
1
,
6
0
0

円
 

(イ
) 

増
改
築
基
準
適
用
住
宅
又
は
新
築
基
準

適
用

既
存

住
宅

 
一

戸
建

て
の

住
宅

は

1
8
,
9
0
0
円
、
共
同
住
宅
等
で
あ
っ
て
変
更
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(
 
8 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

 
 

下
の
も
の
は

1
1
0
,
9
0
0
円
、

3
,
0
0
0
平
方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の
も
の
は

2
0
1
,
8
0
0
円
、

5
,
0
0
0
平
方
メ

ー
ト
ル
を
超
え

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以

下
の

も
の

は
3
5
0
,
8
0
0
円

、
1
0
,
0
0
0
平

方

メ
ー

ト
ル

を
超
え

る
も
の

は
6
4
7
,
5
0
0
円

 

イ
 

 
 
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－

 

エ
 

⑹
 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
～  ⑼
 

備
考

 

1
1
 

      1
2
 
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
関
係
事
務
手
数
料

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

備
考

 

１
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
こ
の
表
の
床
面
積
の
合
計
は
、
認
定
等
に
係
る
建
築
物
の
部
分
の
床
面
積

（
共
同
住
宅

 

 

 
 

前
の
認
定
に
係
る
建
築
物
の
部
分
の
床
面

積
の

合
計

が
5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

は
3
5
,
1
0
0
円

、
5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル

を
超

え
1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も

の
は

5
6
,
6
0
0
円

、
1
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル

を
超

え
3
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も

の
は

1
1
0
,
9
0
0
円
、

3
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超

え
5
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も

の
は

2
0
1
,
8
0
0
円
、

5
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も

の
は

3
5
0
,
8
0
0
円

、
1
0
,
0
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の
は

6
4
7
,
5
0
0
円

 

イ
 

 
 
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－

 

エ
 

⑹
 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
～  ⑼
 

備
考

 

1
1
 

1
2
 
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
関
係
事
務
手
数
料

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

備
考

 

１
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
こ
の
表
の
床
面
積
の
合
計
は
、
認
定
等
に
係
る
建
築
物
の
部
分
の
床
面
積
の
合
計
を
い

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

～  

～  
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(
 
9 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

 
又
は
複
合
建
築
物
（
共
同
住
宅
部
分
と
み
な
す
部
分
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ

て
、
当
該
建
築
物
の
全
て
の
部
分
が
認
定
等
の
申
請
に
係
る
部
分
で
あ
り
、
法
第
５
４
条

第
１
項
第
１
号
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
及
び
環
境
大
臣
が
定
め
る

基
準
に
基
づ
く
住
宅
部
分
の
設
計
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
当
該
住
宅
部
分
の
共
用
部

分
に
係
る
設
計
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
含
ま
な
い
も
の
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て

「
共
用
部
分
を
評
価
し
な
い
共
同
住
宅
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
認
定
等
の

申
請
に
係
る
部
分
の
床
面
積
か
ら
当
該
住
宅
部
分
の
共
用
部
分
の
床
面
積
を
除
い
た
床
面

積
）
の
合
計
を
い
う
。

 

３
 
第
１
号
の
床
面
積
の
合
計
は
、
変
更
認
定
の
申
請
（
認
定
等
に
係
る
建
築
物
の
部
分
が

追
加
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
追
加
に
係
る
部
分
の
床
面
積
（
共
用

部
分
を
評
価
し
な
い
共
同
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
増
加
に
係
る
部
分
の
床
面
積
か
ら

当
該
住
宅
部
分
の
共
用
部
分
の
床
面
積
を

除
い
た
床
面
積
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
合
計
に
、
当
該
追
加
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
の
床
面
積
の
合
計
に

0
.
5
を
乗

じ
て
得
た
面
積
を
加
え
た
面
積
と
す
る
。

 

４
 

 

1
3
 

 

 1
6
 

 

 

 

 

 
う
。

 

３
 
第
１
号
の
床
面
積
の
合
計
は
、
変
更
認
定
の
申
請
（
認
定
等
に
係
る
建
築
物
の
部
分
が

追
加
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
追
加
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計

に
、
当
該
追
加
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
の
床
面
積
の
合
計
に

0
.
5
を
乗
じ
て
得
た
面
積

を
加
え
た
面
積
と
す
る
。

 

４
 

 

1
3
 

 

 1
6
 

 

 

 

 

～  

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

～  

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 101 



 102 



(
 
1 
) 

 

都
市
計
画
部
都
市
計
画
室

 

千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
現
行
・
改
正
案
対
照
表

 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

（
適
用
区
域
）

 

第
３
条

 
こ
の
条
例
は
、
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
計
画
の
区
域
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備

計
画
の
区
域
内
に
適
用
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑻
 

 

⑼
 
高
野
台
１
丁
目
に
係
る
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画

 

ア
 

 

イ
 

⑽
 
高
野
台
４
丁
目
に
係
る
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画

 

ア
 

 

イ
 

⑾
 
青
山
台
１
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
青
山
台
１
丁
目
地
区
整
備
計
画
」
と
い

う
。
）

 

⑿
 
青
山
台
２
丁
目
に
係
る
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画

 

ア
 

 

イ
 

⒀
 
青
山
台
３
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
青
山
台
３
丁
目
地
区
整
備
計
画
」
と
い

う
。
）

 

⒁
 
青
山
台
４
丁
目
に
係
る
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画

 

ア
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

ウ
 

 

（
適
用
区
域
）

 

第
３
条

 
こ
の
条
例
は
、
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
計
画
の
区
域
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備

計
画
の
区
域
内
に
適
用
す
る
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑻
 

 

⑼
 
藤
白
台
５
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
藤
白
台
５
丁
目
地
区
整
備
計
画
」
と
い

う
。
）

 

⑽
 
高
野
台
１
丁
目
に
係
る
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画

 

ア
 

 

イ
 

⑾
 
高
野
台
４
丁
目
に
係
る
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画

 

ア
 

 

イ
 

⑿
 
青
山
台
１
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
青
山
台
１
丁
目
地
区
整
備
計
画
」
と
い

う
。
）

 

⒀
 
青
山
台
２
丁
目
に
係
る
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画

 

ア
 

 

イ
 

⒁
 
青
山
台
３
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
青
山
台
３
丁
目
地
区
整
備
計
画
」
と
い

う
。
）

 

⒂
 
青
山
台
４
丁
目
に
係
る
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画

 

ア
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

 

議
案
第
９
５
号
参
考
資
料

 

～  

～  

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

～  
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(
 
2 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

⒂
 
佐
竹
台
１
丁
目
に
係
る
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画

 

ア
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

エ
 

⒃
 
佐
竹
台
２
丁
目
に
係
る
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画

 

ア
 

 

イ
 

⒄
 
佐
竹
台
５
丁
目
に
係
る
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画

 

ア
 

 

イ
 

⒅
 
佐
竹
台
５
丁
目
及
び
６
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
佐
竹
台
５
丁
目
及
び
６
丁
目

地
区
整
備
計
画
」
と
い
う
。
）

 

⒆
 
竹
見
台
４
丁
目
に
係
る
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画

 

ア
 

 

イ
 

⒇
 
桃
山
台
２
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
桃
山
台
２
丁
目
地
区
整
備
計
画
」
と
い

う
。
）

 

(2
1)
 
桃
山
台
５
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
桃
山
台
５
丁
目
地
区
整
備
計
画
」
と
い

う
。
）

 

(2
2)
 
古
江
台
１
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
古
江
台
１
丁
目
地
区
整
備
計
画
」
と
い

う
。
）

 

(2
3)
 
古
江
台
２
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
古
江
台
２
丁
目
地
区
整
備
計
画
」
と
い

う
。
）

 

(2
4)
 
古
江
台
３
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
古
江
台
３
丁
目
地
区
整
備
計
画
」
と
い

う
。
）

 

(2
5)
 
古
江
台
６
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
古
江
台
６
丁
目
地
区
整
備
計
画
」
と
い

 

 

イ
 

 

ウ
 

⒃
 
佐
竹
台
１
丁
目
に
係
る
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画

 

ア
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

エ
 

⒄
 
佐
竹
台
２
丁
目
に
係
る
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画

 

ア
 

 

イ
 

⒅
 
佐
竹
台
５
丁
目
に
係
る
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画

 

ア
 

 

イ
 

⒆
 
佐
竹
台
５
丁
目
及
び
６
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
佐
竹
台
５
丁
目
及
び
６
丁
目

地
区
整
備
計
画
」
と
い
う
。
）

 

⒇
 
竹
見
台
４
丁
目
に
係
る
次
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画

 

ア
 

 

イ
 

(2
1)
 
桃
山
台
２
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
桃
山
台
２
丁
目
地
区
整
備
計
画
」
と
い

う
。
）

 

(2
2)
 
桃
山
台
５
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
桃
山
台
５
丁
目
地
区
整
備
計
画
」
と
い

う
。
）

 

(2
3)
 
古
江
台
１
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
古
江
台
１
丁
目
地
区
整
備
計
画
」
と
い

う
。
）

 

(2
4)
 
古
江
台
２
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
古
江
台
２
丁
目
地
区
整
備
計
画
」
と
い

う
。
）

 

(2
5)
 
古
江
台
３
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
古
江
台
３
丁
目
地
区
整
備
計
画
」
と
い

 

  

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

～  

～  

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－
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(
 
3 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

 
う
。
）

 

   （
容
積
率
の
制
限
）

 

第
５
条

 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
容
積
率
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

⑴
 
津
雲
台
３
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
津
雲
台
５
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
津
雲
台
６
丁

目
地
区
整
備
計
画
、
藤
白
台
１
丁
目
地
区
整
備
計
画
、
藤
白
台
３
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、

藤
白
台
３
丁
目
第
３
地
区
整
備
計
画
、
高
野
台
１
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
高
野
台
１
丁
目

第
２
地
区
整
備
計
画
、
高
野
台
４
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
青
山
台
１
丁
目
地
区
整
備
計

画
、
青
山
台
２
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
青
山
台
２
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１

丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
３
地
区

整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
４
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
２
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
佐

竹
台
２
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
５
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
竹
見
台
４
丁
目
第

１
地
区
整
備
計
画
、
竹
見
台
４
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
桃
山
台
５
丁
目
地
区
整
備
計
画
及

び
古
江
台
３
丁
目
地
区
整
備
計
画

 
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
容
積
率
は
、

1
0
分
の

1
5
を

超
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
地
区
整
備
計
画
に
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

 

⑵
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑷
 

 

（
建
蔽
率
の
最
高
限
度
）

 

第
６
条

 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
建
蔽
率
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

⑴
 
津
雲
台
３
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
津
雲
台
５
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
藤
白
台
１
丁

 

 

 
う
。
）

 

(2
6)
 
古
江
台
６
丁
目
に
係
る
地
区
整
備
計
画
（
以
下
「
古
江
台
６
丁
目
地
区
整
備
計
画
」
と
い

う
。
）

 

 （
容
積
率
の
制
限
）

 

第
５
条

 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
容
積
率
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

⑴
 
津
雲
台
３
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
津
雲
台
５
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
津
雲
台
６
丁

目
地
区
整
備
計
画
、
藤
白
台
１
丁
目
地
区
整
備
計
画
、
藤
白
台
３
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、

藤
白
台
３
丁
目
第
３
地
区
整
備
計
画
、
藤
白
台
５
丁
目
地
区
整
備
計
画
、
高
野
台
１
丁
目
第
１

地
区
整
備
計
画
、
高
野
台
１
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
高
野
台
４
丁
目
第
２
地
区
整
備
計

画
、
青
山
台
１
丁
目
地
区
整
備
計
画
、
青
山
台
２
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
青
山
台
２
丁
目

第
２
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
２
地
区
整
備

計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
３
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
４
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台

２
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
２
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
５
丁
目
第
１
地

区
整
備
計
画
、
竹
見
台
４
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
竹
見
台
４
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、

桃
山
台
５
丁
目
地
区
整
備
計
画
及
び
古
江
台
３
丁
目
地
区
整
備
計
画

 
住
宅
の
用
途
に
供
す
る

部
分
の
容
積
率
は
、

1
0
分
の

1
5
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
地
区
整
備
計
画
に
定

め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

⑵
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑷
 

 

（
建
蔽
率
の
最
高
限
度
）

 

第
６
条

 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
建
蔽
率
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

⑴
 
津
雲
台
３
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
津
雲
台
５
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
藤
白
台
１
丁
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目
地
区
整
備
計
画
、
藤
白
台
３
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
藤
白
台
３
丁
目
第
３
地
区
整
備
計

画
、
高
野
台
１
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１

丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
３
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
４
地
区

整
備
計
画
、
佐
竹
台
２
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
及
び
佐
竹
台
２
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画

 

敷
地
面
積
が

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
き
は
、

1
0
分
の
５
を
超
え
な
い
こ
と
。

 

⑵
 

 

⑶
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 

 

（
建
築
物
の
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
）

 

第
７
条

 

２
 

  

（
壁
面
の
位
置
の
制
限
）

 

第
８
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
建
築
物
の
外
壁
又
は
こ
れ
に
代

わ
る
柱
の
面
か
ら
敷
地
境
界
線
ま
で
の
距
離
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 

⑴
 

 

⑵
 

⑶
 
津
雲
台
５
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画

 
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
距
離

以
上
で
あ
る
こ
と
。

 

ア
 

 

イ
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑷
 

 

 

 

 
目
地
区
整
備
計
画
、
藤
白
台
３
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
藤
白
台
３
丁
目
第
３
地
区
整
備
計

画
、
藤
白
台
５
丁
目
地
区
整
備
計
画
、
高
野
台
１
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目

第
１
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
３
地
区
整
備

計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
４
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
２
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
及
び
佐
竹

台
２
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画

 
敷
地
面
積
が

1
0
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
き
は
、

1
0

分
の
５
を
超
え
な
い
こ
と
。

 

⑵
 

 

⑶
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 （
建
築
物
の
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
）

 

第
７
条

 

２
 

３
 
藤
白
台
５
丁
目
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
敷

地
面
積
は
、

1
5
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
壁
面
の
位
置
の
制
限
）

 

第
８
条

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

２
 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
建
築
物
の
外
壁
又
は
こ
れ
に
代

わ
る
柱
の
面
か
ら
敷
地
境
界
線
ま
で
の
距
離
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 

⑴
 

 

⑵
 

⑶
 
津
雲
台
５
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
及
び
藤
白
台
５
丁
目
地
区
整
備
計
画

 
次
に
掲
げ
る
場

合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
距
離
以
上
で
あ
る
こ
と
。

 

ア
 

 

イ
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑷
 

 

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－
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⑸
 

 

⑹
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

３
 

 

 

（
垣
又
は
柵
の
構
造
の
制
限
）

 

第
１
１
条

 
第
３
条
各
号
（
第
１
号
、
第
２
号
イ
、
第
３
号
ア
、
第
２
０
号
、
第
２
２
号
及
び
第

 

２
３
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
道
路
に
面
す
る
垣
又
は

柵
で
建
築
物
に
附
属
す
る
も
の
は
、
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
、
鉄
柵
等
の
視
界
を
遮
ら
な
い
も
の
又
は

生
け
垣
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
４
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
の
住

戸
又
は
住
室
の
専
用
庭
に
設
置
す
る
も
の
及
び
青
山
台
４
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
高
さ

6
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 

（
公
益
上
必
要
な
建
築
物
等
の
特
例
）

 

第
１
３
条

 
市
長
が
、
公
益
上
必
要
な
建
築
物
で
用
途
上
若
し
く
は
構
造
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め

て
許
可
し
た
も
の
又
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画
の
区
域
に
お
け
る
良
好
な
住
居
の
環

境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
規

定
の
全
部
又
は
一
部
は
、
適
用
し
な
い
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑹
 

 

⑺
 
藤
白
台
２
丁
目
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５
条
、
第
６
条
第
１
項
、
第
７
条
、
第
８
条

第
１
項
、
第
９
条
、
第
１
０
条
及
び
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⑻
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑼
 
藤
白
台
４
丁
目
地
区
整
備
計
画
及
び
青
山
台
４
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
７

条
、
第
９
条
及
び
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⑽
 
高
野
台
１
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
及
び
青
山
台
１
丁
目
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５

 

 

⑸
 

 

⑹
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

３
 

 

 

（
垣
又
は
柵
の
構
造
の
制
限
）

 

第
１
１
条

 
第
３
条
各
号
（
第
１
号
、
第
２
号
イ
、
第
３
号
ア
、
第
２
１
号
、
第
２
３
号
及
び
第

 

２
４
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
道
路
に
面
す
る
垣
又
は

柵
で
建
築
物
に
附
属
す
る
も
の
は
、
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
、
鉄
柵
等
の
視
界
を
遮
ら
な
い
も
の
又
は

生
け
垣
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
４
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
の
住

戸
又
は
住
室
の
専
用
庭
に
設
置
す
る
も
の
及
び
青
山
台
４
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
高
さ

6
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 

（
公
益
上
必
要
な
建
築
物
等
の
特
例
）

 

第
１
３
条

 
市
長
が
、
公
益
上
必
要
な
建
築
物
で
用
途
上
若
し
く
は
構
造
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め

て
許
可
し
た
も
の
又
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画
の
区
域
に
お
け
る
良
好
な
住
居
の
環

境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
規

定
の
全
部
又
は
一
部
は
、
適
用
し
な
い
。

 

⑴
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑹
 

 

⑺
 
藤
白
台
２
丁
目
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５
条
、
第
６
条
第
１
項
、
第
７
条
第
１
項
、

第
８
条
第
１
項
、
第
９
条
、
第
１
０
条
及
び
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⑻
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑼
 
藤
白
台
４
丁
目
地
区
整
備
計
画
及
び
青
山
台
４
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
７

条
第
１
項
、
第
９
条
及
び
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⑽
 
藤
白
台
５
丁
目
地
区
整
備
計
画

 
第
５
条
、
第
６
条
第
１
項
、
第
７
条
第
３
項
、
第
８
条
第
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行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

 

 
条
、
第
８
条
第
２
項
及
び
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⑾
 
高
野
台
４
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
６
条
、
第
８
条
第
１
項
、
第
９
条
及
び

第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⑿
 
高
野
台
４
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁

目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
３
地
区
整
備
計
画
及
び
佐
竹
台
２
丁
目
第
１
地
区

整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５
条
、
第
６
条
第
１
項
、
第
８
条
第
２
項
、
第
９
条
及
び
第
１
１
条

本
文
の
規
定

 

⒀
 
青
山
台
２
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５
条
、
第
８
条
第
１
項
及
び
第
２
項
並

び
に
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⒁
 
佐
竹
台
１
丁
目
第
４
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５
条
、
第
６
条
第
１
項
、
第
８
条
第
２

項
及
び
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⒂
 
佐
竹
台
５
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５
条
、
第
８
条
第
１
項
及
び
第
２
項
、

第
９
条
並
び
に
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⒃
 
佐
竹
台
５
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５
条
、
第
６
条
第
１
項
、
第
７
条
、
第

８
条
第
１
項
及
び
第
２
項
、
第
９
条
並
び
に
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⒄
 
竹
見
台
４
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５
条
、
第
６
条
第
１
項
、
第
８
条
第
１

項
、
第
９
条
及
び
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⒅
 
古
江
台
３
丁
目
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５
条
、
第
９
条
及
び
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

２
 
藤
白
台
２
丁
目
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
市
長
が
、
公
益
上
必
要
な
建
築
物
で

用
途
上
又
は
構
造
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
５
条
か
ら
第
７

条
ま
で
、
第
８
条
第
１
項
、
第
９
条
か
ら
第
１
１
条
ま
で
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
は
、
適
用
し

な
い
。

 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

５
 

 

 

 
２
項
及
び
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⑾
 
高
野
台
１
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
及
び
青
山
台
１
丁
目
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５

条
、
第
８
条
第
２
項
及
び
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⑿
 
高
野
台
４
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
６
条
、
第
８
条
第
１
項
、
第
９
条
及
び

第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⒀
 
高
野
台
４
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁

目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
佐
竹
台
１
丁
目
第
３
地
区
整
備
計
画
及
び
佐
竹
台
２
丁
目
第
１
地
区

整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５
条
、
第
６
条
第
１
項
、
第
８
条
第
２
項
、
第
９
条
及
び
第
１
１
条

本
文
の
規
定

 

⒁
 
青
山
台
２
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５
条
、
第
８
条
第
１
項
及
び
第
２
項
並

び
に
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⒂
 
佐
竹
台
１
丁
目
第
４
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５
条
、
第
６
条
第
１
項
、
第
８
条
第
２

項
及
び
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⒃
 
佐
竹
台
５
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５
条
、
第
８
条
第
１
項
及
び
第
２
項
、

第
９
条
並
び
に
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⒄
 
佐
竹
台
５
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５
条
、
第
６
条
第
１
項
、
第
７
条
第
１

項
、
第
８
条
第
１
項
及
び
第
２
項
、
第
９
条
並
び
に
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⒅
 
竹
見
台
４
丁
目
第
１
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５
条
、
第
６
条
第
１
項
、
第
８
条
第
１

項
、
第
９
条
及
び
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

⒆
 
古
江
台
３
丁
目
地
区
整
備
計
画

 
第
４
条
、
第
５
条
、
第
９
条
及
び
第
１
１
条
本
文
の
規
定

 

２
 
藤
白
台
２
丁
目
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
市
長
が
、
公
益
上
必
要
な
建
築
物
で

用
途
上
又
は
構
造
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
５
条
、
第
６

条
、
第
７
条
第
１
項
、
第
８
条
第
１
項
及
び
第
９
条
か
ら
第
１
１
条
ま
で
の
規
定
の
全
部
又
は
一

部
は
、
適
用
し
な
い
。

 

３
 

 

４
 

～  

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－
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(
 
7 
) 

 
 

 
 
は
改
正
箇
所

 

現
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
行

 
改

 
 

 
 

 
正

 
 

 
 

 
案

 

  

（
一
の
敷
地
と
み
な
す
こ
と
等
に
よ
る
制
限
の
緩
和
）

 

第
１
４
条

 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画
の
区
域
に
お
い
て
、
法
第
８
６
条
第
１
項
若
し
く

は
第
２
項
又
は
第
８
６
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
市
長
が
そ
の
１
又
は
２
以
上
の
構
え
を
成

す
建
築
物
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
１
又
は
２
以
上
の
建
築
物
」
と
い
う
。
）
の
位
置
及
び
構

造
が
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な
い
と
認
め
た
も
の
に
対
し
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る

規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
１
又
は
２
以
上
の
建
築
物
は
、
一
の
敷
地
内
に
あ
る

も
の
と
み
な
す
。

 

⑴
 

 

⑵
 

⑶
 
津
雲
台
５
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
及
び
高
野
台
４
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画

 
第
５
条
、

第
６
条
第
１
項
及
び
第
８
条
第
２
項
の
規
定

 

⑷
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑸
 
藤
白
台
２
丁
目
地
区
整
備
計
画

 
第
５
条
、
第
６
条
第
１
項
、
第
７
条
及
び
第
１
０
条
の
規

定
 

⑹
 

 

 
 

 

⑽
 

 

２
 

 
 

 

 ５
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

（
一
の
敷
地
と
み
な
す
こ
と
等
に
よ
る
制
限
の
緩
和
）

 

第
１
４
条

 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
区
整
備
計
画
の
区
域
に
お
い
て
、
法
第
８
６
条
第
１
項
若
し
く

は
第
２
項
又
は
第
８
６
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
市
長
が
そ
の
１
又
は
２
以
上
の
構
え
を
成

す
建
築
物
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
１
又
は
２
以
上
の
建
築
物
」
と
い
う
。
）
の
位
置
及
び
構

造
が
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な
い
と
認
め
た
も
の
に
対
し
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る

規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
１
又
は
２
以
上
の
建
築
物
は
、
一
の
敷
地
内
に
あ
る

も
の
と
み
な
す
。

 

⑴
 

 

⑵
 

⑶
 
津
雲
台
５
丁
目
第
２
地
区
整
備
計
画
、
藤
白
台
５
丁
目
地
区
整
備
計
画
及
び
高
野
台
４
丁
目

第
２
地
区
整
備
計
画

 
第
５
条
、
第
６
条
第
１
項
及
び
第
８
条
第
２
項
の
規
定

 

⑷
 

 
 

 
 

 
 

 
 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

⑸
 
藤
白
台
２
丁
目
地
区
整
備
計
画

 
第
５
条
、
第
６
条
第
１
項
、
第
７
条
第
１
項
及
び
第
１
０

条
の
規
定

 

⑹
 

 

 
 

 

⑽
 

 

２
 

 
 

 

 

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 

～  

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－

 
～  

－
－
－
－
－
－
－
－
略
－
－
－
－
－
－
－
－
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地 区 整 備 計 画 を
追 加 す る 区 域

地区整備計画区域

千 里 ニ ュ ー タ ウ ン
地 区 計 画 区 域

凡 例

藤白台2丁目地区

津雲台5丁目第1地区

高野台4丁目第1地区

青山台4丁目第1地区

藤白台4丁目地区

佐竹台2丁目第1地区
佐竹台1丁目第1地区

竹見台4丁目第1地区

桃山台5丁目地区

竹見台4丁目第2地区

佐竹台1丁目第2地区

佐竹台1丁目第3地区

佐竹台1丁目第4地区

青山台2丁目第1地区

藤白台3丁目第2地区

津雲台3丁目第1地区

青山台4丁目第2地区

藤白台3丁目第3地区

佐竹台2丁目第2地区

佐竹台5丁目及び6丁目地区

津雲台1丁目及び佐竹台1丁目地区

青山台3丁目地区

青山台4丁目第3地区

藤白台1丁目地区

桃山台2丁目地区

高野台1丁目第1地区

津雲台3丁目第2地区

青山台1丁目地区

藤白台3丁目第1地区
古江台1丁目地区

古江台3丁目地区

高野台1丁目第2地区

津雲台5丁目第2地区

古江台2丁目地区

古江台6丁目地区

青山台2丁目第2地区

高野台4丁目第2地区

藤白台5丁目地区

津雲台6丁目地区

佐竹台5丁目第1地区

佐竹台5丁目第2地区

N

位 置 図

（1）

　議案第　　号参考資料
都市計画部都市計画室

95

 111 



藤白台5丁目地区

青山台3丁目地区

地 区 整 備 計 画 を
追 加 す る 区 域

千 里 ニ ュ ー タ ウ ン
地 区 計 画 区 域

地 区 整 備 計 画 区 域

N

S=1/2,500

計 画 図

（2）
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（1） 

議案第９６号参考資料 

土木部地域整備推進室 

 

円山町１号橋拡幅改良工事 

 

請負金額 ２５６，８５０，０００円 

請負者  吹田市江坂町３丁目３番１号 

     株式会社紙谷工務店  

代表取締役 紙谷 繁夫 
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株式会社　紙谷工務店

昭和33年(1958年) 4月 1日

大阪府知事登録　ほ　第９５２８号　登録 昭和33年(1958年)4月19日

大阪府知事登録　へ　第９５２８号　更新 昭和35年(1960年)4月19日

株式会社紙谷工務店に組織変更 昭和37年(1962年)3月10日

大阪府知事登録　と　第１３２９３号　登録 昭和37年(1962年)5月21日

大阪府知事登録　ち　第１６０８０号　登録 昭和39年(1964年)7月4日

大阪府知事登録　り　第１６０８０号　更新 昭和41年(1966年)7月4日

大阪府知事登録　ぬ　第１６０８０号　更新 昭和43年(1968年)7月4日

建設大臣登録　カ　―　第３２５５号　登録 昭和44年(1969年)10月4日

建設大臣登録　ヨ　―　第３２５５号　更新 昭和46年(1971年)10月4日

建設大臣許可　特　―　４８　第２４９９号
（土木・建築工事業）

昭和48年(1973年)12月13日

建設大臣許可　特　―　５０　第２４９９号
（ほ装工事業）

昭和51年(1976年)3月1日

建設大臣許可　特　―　５１　第２４９９号　更新
（土木・建築・ほ装工事業）

昭和51年(1976年)12月13日

建設大臣許可　特　―　５４　第２４９９号　更新
（土木・建築・ほ装工事業）

昭和54年(1979年)12月13日

建設大臣許可　特　―　５７　第２４９９号　更新
（土木・建築・ほ装工事業）

昭和57年(1982年)12月13日

建設大臣許可　特　―　５８　第２４９９号　更新
（土木・建築・とび、土工・ほ装工事業）

昭和59年(1984年)2月20日

建設大臣許可　特　―　６０　第２４９９号　更新
（土木・建築・とび、土工・ほ装・水道施設工事業）

昭和60年(1985年)12月13日

建設大臣許可　特　―　６３　第２４９９号　更新
（土木・建築・とび、土工・ほ装・水道施設工事業）

昭和63年(1988年)12月13日

創
業
以
後
の
沿
革
（１）

創　　　　　業

営業の沿革

(２)
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株式会社　紙谷工務店

建設大臣許可　特　―　３　第２４９９号　更新
（土木・建築・とび、土工・ほ装・水道施設工事業）

平成3年(1991年) 12月 13日

建設大臣許可　特　―　６　第２４９９号　更新
（土木・建築・とび、土工・ほ装・水道施設工事業）

平成6年(1994年) 12月 13日

建設大臣許可　特　―　９　第２４９９号　更新
（土木・建築・とび、土工・ほ装・水道施設工事業）

平成9年(1997年) 12月 13日

国土交通大臣許可　特　―　１４　第２４９９号　更新
（土木・建築・とび、土工・ほ装・水道施設工事業）

平成14年(2002年) 12月 13日

国土交通大臣許可　特　―　１６　第２４９９号　登録
（大工・屋根・鋼構造物・鉄筋・防水・内装仕上工事業）

平成16年(2004年) 10月 29日

株式会社豊富商事に会社分割 平成18年(2006年) 6月 28日

国土交通大臣許可　特　―　１９　第２４９９号　更新
（土木・建築・大工・とび、土工・屋根・鋼構造物・鉄筋・ほ
装・防水・内装仕上・水道施設工事業）

平成19年(2007年) 12月 13日

国土交通大臣許可　特　―　２４　第２４９９号　更新
（土木・建築・大工・とび、土工・屋根・鋼構造物・鉄筋・ほ
装・防水・内装仕上・水道施設工事業）

平成24年(2012年) 12月 13日

国土交通大臣許可　特　―　２６　第２４９９号　登録
（左官・石・タイル、れんが、ブロック・しゅんせつ・板金・ガ
ラス・塗装・熱絶縁・建具工事業）

平成27年(2015年) 1月 21日

国土交通大臣許可　特　―　２９　第２４９９号　更新
（土木・建築・大工・左官・とび、土工・石・屋根・タイル、れ
んが、ブロック・鋼構造物・鉄筋・ほ装・しゅんせつ・板金・
ガラス・塗装・防水・内装仕上・熱絶縁・建具・水道施設工
事業）

平成29年(2017年) 12月 13日

国土交通大臣許可　特　―　３０　第２４９９号　登録
（解体工事業）

平成31年(2019年) 3月 14日

営業の沿革

創
業
以
後
の
沿
革

（２）

(３)
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着工年月

完成又は完成予定年月

令和3年（2021年)7月

令和4年(2022年)3月

令和2年(2020年)6月

令和4年（2022年)6月

令和2年(2020年)4月

令和4年（2022年)4月

令和2年(2020年)4月

令和3年（2021年)3月

令和元年(2019年)8月

令和4年（2022年)3月

令和元年(2019年)8月

令和3年（2021年)4月

平成31年(2019年)4月

令和4年（2022年)12月

平成31年(2019年)3月

令和2年(2020年)3月

平成30年(2018年)3月

令和3年（2021年)3月

平成29年(2017年)7月

令和3年（2021年)3月

令和3年（2021年)10月

令和4年（2022年)2月

令和3年（2021年)9月

令和3年（2021年)11月
下請

東播用水二期農業水利
事業中央幹線水路（2号
トンネル他）改修工事

6,160

元請
池田市石橋南公園整備
工事

98,280

下請

令和2年度猪名川流域
下水道原田処理場3系
ガスプラント設備更新工
事

59,730大阪府

元請
国道１６１号　宇佐山トン
ネル他補修工事

滋賀県 137,570

元請
（JV）

一級河川寝屋川布施公
園調節池築造工事

747,140

元請
北陸自動車道　赤川橋
他８橋橋梁補修工事

滋賀県 509,074

元請
中国自動車道　福崎高
速道路事務所管内橋梁
補修工事（平成30年度）

兵庫県 1,236,939

国道１７１号　北村高架橋
補修工事

203,060

元請
吹田市公共下水道事業
千里山排水区雨水管路
整備工事第101工区

大阪府

1,801,237大阪府

元請又は
下請の別

工事名

577,481

元請
名神高速道路　芹川第１
高架橋他７橋橋梁補修
工事

1,576,431

（株）鴻池
組

兵庫県

滋賀県

池田市 大阪府

中日本高
速道路
（株）

西日本高
速道路
（株）

元請
学大脇塚幹線貯留管築
造工事

元請

近畿地方
整備局

大阪府 大阪府

工事経歴書

工事場所
のある都道

府県名

請負代金の
額

(千円)

元請
井口堂西市場幹線（7-0
①～⑤）耐震化工事

258,844

注文者

(４)

株式会社　紙谷工務店

池田市

吹田市

中日本高
速道路
（株）

近畿地方
整備局

大阪府

兵庫県

池田市

三菱化工
機（株）
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(単位：円)

１　流動資産 5,038,097,491 １　資本金 90,000,000

２　固定資産 3,406,983,018 ２　資本剰余金 1,160,741,164

３　繰延資産 0 ３　利益剰余金 4,289,717,213

資産合計 8,445,080,509 ４　自己株式 -17,781,500

１　流動負債 2,922,403,632 0

２　固定負債 純資産合計 5,522,676,877

負債合計 2,922,403,632 負債純資産合計 8,445,080,509

自　令和2年9月 1日
至　令和3年8月31日

(単位：円)

１　営業損益

　(1)売上高 9,811,592,802

　(2)売上原価 8,295,412,624

　　　売上総利益 1,516,180,178

　(3)販売費及び一般管理費 745,362,825

　　　営業利益 770,817,353

２　営業外損益

　(1)営業外収益 148,036,180

　(2)営業外費用 11,612,074

　　　経常利益 907,241,459

１　特別利益

２　特別損失 2,456,558

　　　税引前当期純利益 904,784,901

　　　法人税、住民税及び事業税 355,011,800

当期純利益 549,773,101

(５)

貸　借　対　照　表

(令和３年８月31日現在)

［特　別　損　益　の　部］

［経　常　損　益　の　部］

損　益　計　算　書

５　評価・換算
　  差額等合計

［資産の部］

株式会社　紙谷工務店

［負債の部］

［純資産の部］
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